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プロローグ




　これはきっとなにかの間違い。夢か、行き過ぎた妄想。

　美み羽わは信じられない想いで、すぐ目の前にある美麗な男、翔かけるの顔を見つめ返した。

（なんでそんな目をするの？）

　ベッドに彼女を組み伏せた彼が、今まで見せたこともないような切実な目をする。

「美羽、キミを抱きたい」

　囁く声が熱を孕はらみ、静かな部屋に溶けていく。

（どうして――）

　疑問を抱かずにはいられなかった。

　翔は美羽の夫である。夫婦なら体を重ねるのは自然なことだろう。

　でもふたりは、いわゆる普通の夫婦ではない。近々離婚を控えた、紙切れ一枚で繋がっているだけの契約夫婦なのだ。

「嫌だったら俺を突き飛ばせ。五つ数えるうちにそうしなければ……抱く」

（そんなっ……）

　最後の言葉に美羽の鼓動が激しくなる。

　煽せん情じょう的てきな眼まな差ざしをした翔は、美羽に決定権を委ねた。




　昨夜、美羽は翔に同行をお願いされ、彼の大学時代の友人が主催する年越しのカウントダウンパーティーに参加するために高級ホテルのスイートルームへやって来た。

　結婚してから一緒に外出はおろか、家でも最低限の会話しか交わしていなかったが、そのパーティーの参加資格がカップルや夫婦のため、困った末の誘いだったのだろう。

　パーティーの終盤、いよいよ新年を迎えるカウントダウンがはじまり会場のボルテージが最高潮に達する。みんなで声を揃えて数えた午前〇時ジャストの瞬間、周りの友人カップルたちはお約束事のようにキスを交わしはじめた。

　夫婦とは名ばかりの美羽たちは、当然ながらその輪の中でフリーズ状態。キスをせず戸惑っていたら、友人たちがキスコールではやし立てる。

　鳴り止まないコールはどんどん大きくなり、半ばのせられるようにして翔は美羽の肩を引き寄せ――。

　またたく間に唇が重なった。

　避よける隙なんてない。ふたりの初めてのキスだった。

　その瞬間、なにかが変わる予感が美羽の体を駆け抜けていく。ほんの数秒触れただけなのに、経験したこともないほど鼓動が速まり耳の奥で大きく反響する。唇が離れ、間近で目にした彼の眼差しは艶めいているように見えた。

　その後はお互いになんとなくぎくしゃくして目を合わせられず、言葉もうまく交わせていない。

　意図せず甘い余韻を残したままパーティーはお開きになったが、美羽の胸の高鳴りは止まらず、キスの感触や意味ありげな彼の視線が頭の中を渦巻く。

　職業柄、体調管理を怠れない彼をソファで寝かせるわけにはいかず、用意された部屋でひとつのベッドに入ったまではよかったが……。




「五、四……」

　美羽の了承も待たずに、翔のカウントダウンがはじまる。

　――ドクン。

　心音が深く体に共鳴した。

　年越しのキスで感じた以上の高揚感を覚えて動揺する。彼に組み伏せられているとはいえ、拘束されているわけではない。それなのに体は硬くなり、身じろぎひとつできない。

「三、二……、一」

　翔が最後の数字を唱えた瞬間、唇を塞がれた。

　顔の脇に投げ出していたいっぽうの手を彼に握られ、指先が絡められる。彼の片方の手は美羽の頬に添えられた。

　付いては離れ、離れては付いてを繰り返し、翔が強こわ張ばる美羽の唇を解ほぐしていく。

　入籍してから二カ月、離婚まで交わるはずのないふたりがキスをしている突発事態を受け入れられず、心が大きく乱される。

（どうして嫌じゃないの？　カウントダウンのキスで感じた〝なにか〟のせいなの？）

　美羽の頭の中は〝どうして？〟ばかり。理由を見つけられず、ただ翔のキスに翻弄される。

「美羽……」

　吐息交じりの囁きとともに、彼の舌先が美羽の唇をくすぐった。

　開けろ。

　そんな甘い命令に抗あらがえないほど、唇も体も解けていく。

　彼の煽情的な目に宿る熱は、このあとの行為に対するもの。決して恋や愛などでない。そうわかっていても、ここまで来たらもう止められない。

　とはいえその先は未経験、処女である。

「私、じつはこういうことは……」

「……初めて？」

　頼りないほど小さく頷うなずく。しかも震えながら。

　翔が一瞬表情を強張らせたのは、処女に躊躇ためらいを覚えたせいかもしれない。しかし次の瞬間、熱っぽさを滲にじませた目で見つめてきた。

　翔のような極上の男にそんな目をされたらひとたまりもない。胸を撃ち抜かれたような気がした。

「心配するな。今は俺のことだけを考えて」

　美羽よりずっと経験を重ねている大人の翔から言われたら、なにも知らない美羽は従う以外にない。そっと開いた唇から翔の舌が侵入してきた。

　下顎から頬、上顎と伝って舐なめ回され、唇の端から吐息が際限なく零れ落ちていく。舌をしごかれ、音を立てて吸われ、なにかに掴まっていなければ意識を保てないほどに囚とらわれる。手を背中に回し、彼のシャツをぎゅっと握りしめた。

　さすがは手慣れたハイクラスの男。キスで意識を逸そらしている隙に着ているものを脱がせ、美羽の一糸まとわぬ素肌を薄明かりに晒さらす。キスだけで心も体も溶かされたせいか、美羽が恥ずかしかったのは最初だけだった。

　愛しいものを扱うかのように、慈しみ深い口づけが全身に降ってくる。彼の唇は触れない場所がないほど体じゅうをくまなく這い、美羽の唇からは漏れる吐息が止まらない。初めてとは思えないほど乱され、ベッドの上で身もだえる。

　いよいよ真に繋がるそのとき。

「美羽、嘘でいい……俺を好きだと言え」

　翔が、その場を盛り上げるためだけの言葉を命じる。

　それは紙だけで結ばれたふたりが体を重ねるための免罪符。痛みを和らげるための麻酔、決して心のない〝好き〟だ。

　たとえそうだとしてもよかった。今だけ本当の夫婦のように愛し、愛される悦びに身を投じたい。それが偽りでもいい。

　自分でもよくわからないが、美羽はなぜかそう感じていた。

「……す、好きです……っ」

　想いと連動しない唇が動く。

　眉根を寄せ、翔が切なげな表情を浮かべた刹那、熱いものが体を貫いた。

　引き連れてきた痛みの中でふたりが文字通りひとつになる。

「美羽……、俺も好きだ」

　彼の口からもその場限りの愛の言葉が零れ、いたわるような動きが美羽を痛みから徐々に解放していく。

　突き上げられ、焦じらされ、見せかけの夫婦の情愛を交わす。

　後にも先にもなく、たった一度きりだからこそ燃え上がるのか。そこになにかがあるのかを考えている余裕はまるでない。

　熱に浮かされ、何度も口先だけの愛を囁き、激しい情交に身を委ねる。ただ与え、与えられる悦楽にふたり揃って溺れていった。










一瞬のうちに結婚できる魔法




　およそ四カ月前、九月初旬――。

　藤ふじ倉くら美羽は、幼い頃から空を見上げるのが大好きだった。

　いや、空高く飛ぶ飛行機を眺めることと言ったほうが正しいかもしれない。

　真っ青な空を独り占めするかのように悠然と飛ぶ姿も雲の合間を縫うように飛ぶ姿も、黄たそ昏がれ時どきに夕日に向かって飛ぶ哀愁漂う姿も、美羽の心を躍らせた。

　幼稚園でも小学校でも、描く題材といったら飛行機。女の子の絵でも花の絵でもなく、ひたすらそれ一本だった。

　いつだったか〝虫歯をなくそう〟という歯科衛生のポスターを学校で描いたときに、飛行機のコックピットを人の口に見立てて描いたら思いがけず表彰され、両親にとても喜ばれた。

　その絵は立派な額縁に入れられて、今でも自宅のリビングに堂々と飾られている。『将来は画家かもしれないぞ』と、親バカ丸出しでうれしそうに親戚中に触れ回った父が懐かしい。

　飛行機をイメージして美羽という名前をつけたのは、その父だった。飛行機をこよなく愛し、その製造に携わる父が『女の子が生まれたら絶対につける』と心に決めていた名前だという。

　美羽が飛行機に魅せられるのは名前のおかげか、はたまた父のそれに対する熱量が遺伝したのか。三度のご飯よりもスイーツよりも、とにかくなにより大好きなものである。

　夏の勢力が徐々に弱まりつつある中、美羽は眩まぶしさに目を細めて空港の展望デッキにあるベンチにひとりでいた。

　大きなエンジン音を響かせ、飛行機が大きくゆっくりとタキシングしていく。

「あ、ゾーイングＧ７３７だ。ほんとに綺麗……」

　思わずひとり言が零れた。

　スリムなボディから尾翼までのラインの美しさは、ほかの機種とは比べようがない。膝の上にのせたお弁当の存在も忘れ、目の前で動きはじめた機体をうっとりと眺めていた。

　美羽は、日本で最も長い歴史を持つ航空会社『オーシャンエアライン』でグランドスタッフとして働いている。入社して四年目の二十五歳。一人前として扱われるようになって久しく、それに見合った仕事ができるよう懸命に励む日々である。

　エレガントなピンクベージュのジャケットに赤いラインが入った濃紺のスカートを穿はき、首元には大判のスカーフ。最初の頃は制服に着られているような初々しさがあった美羽も四年目になり、すっかり着こなせるようになったと言っていいだろう。スカーフを結ぶのに手間取っていた新入社員の頃を懐かしむ余裕も出てきた。

　飛行機を好きなだけ観察できる展望デッキは美羽のお気に入りの場所で、雨や雪が降らない限りランチタイムを過ごす場として定番である。

　最初のうちは同期の仲間もそこで一緒に食べていたが、夏になり暑さが厳しくなるとひとり抜け、ふたり抜け、気づけば美羽ひとりになっていた。もちろん仲間外れにされているわけではなく、コミュニケーション能力が極端に低いわけでもない。天気が悪ければ、同期の仲間や同僚たちと休憩室や空港内のレストランで一緒に食べるときもある。

（でもやっぱり、こうして飛行機を眺めながらのランチはなによりも格別だな……）

　お弁当を食べるのも忘れて目を輝かせ、轟ごう音おんを上げて飛び立っていく美しい機体に見入っていると、ふと美羽の隣に影が差した。

　顔を上げて「えっ」と声が漏れる。真横に精せい悍かんな壁がそびえ立った。

（どうして本ほん郷ごうさんがこんなところに……？）

　オーシャンエアラインきっての凄すご腕うでパイロット、本郷翔だったのだ。

　三十二歳の副操縦士、通称コーパイだが、機長になる日も近いともっぱら噂の超エリートである。

　中学高校と陸上で鍛えたという体たい躯くはほどよく引きしまり、切れ長の目に鼻筋の通った端整な顔立ちは、空港内でもダントツで目を引く存在。彼が制服姿で歩けば誰もが見み惚とれ、自覚がないまま吸い寄せられるように視線が釘づけになってしまう。熱い眼差しを向けずにはいられない。

　事実、今の美羽も彼に顔を向けたまま思考が一時停止した。

　美羽の隣に立ち、翔が真っすぐ前を向く。

　高い鼻び梁りょうから唇、顎から首筋にかけてのラインは見事な調和美を誇り、これ以上に美しい顔立ちはないのではないかと思わせた。

（素敵……）

　美羽の視線の隅に飛び立つ飛行機が見え、それを背景に立つ翔の姿はまるで航空会社のポスター。絵になり過ぎて言葉も出ない。

「こんなところでひとりで食べて寂しくないのか？」

「へっ？」

　ポスターがしゃべった！とまではいかないにせよ、いきなり話しかけられて変な声が出る。間抜けな声は女性らしさのかけらもなかった。

　彼とはオフィスや空港内で顔を合わせても、すれ違いざまに挨拶を交わす程度。超がつくほどエリートパイロットの彼は同じ航空会社にいても次元の違うところにいる。

　背中にバラでも背負っているのでは？と思うくらい華麗なオーラや肩書から近寄りがたさを感じ、美羽のように平凡な存在がなかなか話しかけられる相手ではない。キャーキャー騒ぐ同期の女性たちと遠くから眺めるのが関の山だった。

「よくここにいるよね」

「ご、ご存じだったんですか!?」

　肩がビクンと跳ね、調子はずれの声まで出た。

　まさか見られていたとは思いもせず、彼の視界に入ったときに変な顔や仕草はしていなかったかと心配になる。観察している対象物から逆に観察されているなんて誰が想像するだろうか。

　その反面、同じ会社のグランドスタッフというひとくくりではなく、美羽個人を識別してくれていたのがうれしい。それもオーシャンエアラインを代表するパイロットにだからなおさらだ。

　目の大きなところ以外は取り立てて美人というわけでもない美羽は、存在自体も特別目立つほうではない。仕事は毎日まじめに取り組んでいるが、その他大勢のひとりといっていいだろう。

　そんな自分が顔を覚えられていることに密ひそかに心が弾む。

「コックピットからも見えるよ」

「そんなところから!?」

　こちらから飛行機は見えて当然だが、操縦している彼のほうから展望デッキにいる美羽が見えるなんて驚いた。だとしても人差し指ほどの大きさだろう。

「視力がいいんですね」

「視力が悪かったらパイロットはやっていられないよ」

「あっ、そうですよね」

　パイロットは年に二回ある厳しい健康診断をクリアしなければ操そう縦じゅう桿かんを握れない。視力も重要な項目だ。ライセンスは永久ではなく、半年に一度の技量チェックも欠かせない。

「どうしてこんな場所にひとりで？　休憩室や空港内のほうが涼しいだろう」

「涼しさよりも飛行機を見ていたいんです」

「飛行機がそんなに好きなんだ」

「大好きです」

　情感をたっぷり込めて返した。なによりも一番といっても過言ではないけれど、翔が目を見開いたためオーバーリアクションだったと反省する。

「でもまぁ、わからなくもないかな」

「本郷さんも飛行機がお好きですか？」

「じゃなかったらパイロットになってないよ」

「それもそうですね」

　流れでうっかり聞いてしまったが、愚問もいいところだ。

　クスッと鼻を鳴らしながら、翔が「ここ、座るよ」と美羽の隣に座る。

　社内どころか空港じゅうの男女が憧れる翔と同じベンチに隣り合って座る、異次元ともいえる事態が訪れた。

（同期のみんなに話したら、きっと羨ましがられるだろうな。もしかしたらみんなも、明日からここで食べるって言いだすかも）

　つい頬が緩んで笑顔になる。美羽の手柄ではないのに、なんとなく鼻が高い。

「そんなに好きなら、キミもパイロットを目指せばよかったのに」

　たしかに最近は女性パイロットも増えつつある。オーシャンエアラインでも機長に上り詰めた女性がいて、その制服姿はとても凛り々りしく同性からも憧れの的である。空港内を歩けば翔に負けないほど注目され、同じ女性として誇らしい。

　でも美羽は、パイロットになりたいわけではない。

「私は飛行機を操縦したいのではなく、機体を愛めでたいんです」

「機体？　動かすほうじゃなくビジュアルか」

　不意に翔が制帽を取る。瞬間、黒髪が風に吹かれてさらりと揺れた。髪の毛の一本まで美しいとは罪だ。

「広い空を真っすぐ飛ぶ姿はもちろんですけど、離陸した瞬間の微妙に揺れる感じとか。機体のシャープなラインは見ているだけでドキドキしますし、とにかく飛行機のすべてが好きです」

　何時間でも飽きない。本音を言えば、ランチタイムの一時間でも足りないくらいだ。寒さで手がかじかんでも暑さで汗が噴き出しても、美しい飛行機を見られればそれだけでいい。

「一番好きな機体は？」

「ゾーイングＧ７３７です」

「すんなり出てきたな」

　驚いたような表情をしてから、ふっと翔が破顔する。

「ついさっきも離陸を見送ったところなんですが、スリムな機体と主翼のバランスは最高です。一番美しい旅客機ですね。それに……」

　同期の友達には〝またはじまった〟と呆れられるため、こんな話に付き合ってくれる人は社内にいない。水を得た魚のようにほかの機体についても力説し、自分なりのランキングまで披露した。

「よほど好きなんだ」

「はい！」

　小学生か！と自分で突っ込みたくなるほど元気に返す。グランドスタッフのエレガントな制服を身に着けているのに、ちぐはぐな言動もいいところだろう。飛行機の話をするとついはしゃぐのは、小さな頃から変わっていない。

　彼も美羽を子どもっぽいと思ったのだろう、ククッと肩が揺れる。普段は真剣な表情をしていることの多い翔が、ふとやわらかい表情になった。

（そんな顔もするんだ……）

　凛々しい顔つきはもちろん素敵だが、やわらかな表情もまた魅力的である。

「本郷さんはどうしてこちらへ？」

「子どもの頃、俺もここからよく飛行機を眺めたから懐かしくなってね。大人になってから見てもやっぱりカッコいいな」

「ですよね。大きな機体がターミナルビルからゆっくり離れていく様子とか、エンジン音の力強さとか、とにかくすべてがカッコいいです」

　同調してもらえたうれしさから力んで返したため、膝の上に置いていたお弁当箱を落としそうになった。

　こんなふうに飛行機の魅力について語り合うのは、父親以外で初めてかもしれない。

　他愛のない飛行機のうんちくやコックピットから見える景色の話をしながら、時間があっという間に過ぎていく。それは、憧れのパイロットと飛行機について話すという貴重な時間だった。

　不意に翔がハッとしたように腕時計を確認して立ち上がる。美羽とのおしゃべりが時間を忘れるくらいに楽しかったのだとしたらうれしい。

「あまり夢中になって休憩時間をオーバーしないように」

　翔がわずかに目を細めて美羽を見る。注意というよりは冗談交じりの口調だった。

「はい、気をつけます」

「じゃ、俺は行くから」

　これからフライトだろうか。美羽は座ったまま頭を軽く下げ、展望デッキから立ち去る彼の背中を見送った。

（挨拶以外でしゃべっちゃった……）

　最初こそ緊張したものの抱いていた印象ほど近寄りがたい感じはなく、それはとても楽しい時間だった。




　グランドスタッフとして従事する美羽は現在、国内線のチェックインカウンターやゲート、ロビー業務を担当している。日によりローテーションが組まれるが、空港へ来たお客様が最初に顔を合わせるのがグランドスタッフのため、よりよいおもてなしができるよう日々奮闘中である。

　オーシャンエアラインの空席状況や搭乗口番号、運行情報がひと目でわかるモニターと、航空券の販売、座席指定や受託手荷物などさまざまな操作を行うモニターの二台をたしかめながら、美羽はカウンターにやって来るお客様に対応していた。

　グランドスタッフがお客様と接するのは搭乗予定のお客様を機内まで案内し無事離陸するまでと、着陸後に空港から出るまで。その限られた短い時間に相手が望んでいることを引き出せるかどうかが、この仕事のやりがいであり難しさでもある。

「大変お待たせいたしました」

　笑顔で出迎えた美羽のカウンターにやって来たのは、五十代の男性客だった。チケットを確認すると、福ふく岡おかへの便で予約は十六時十分。まだ十三時だから、このあと三時間もある。

（もしかしたら、もっと早く福岡に行きたいんじゃないかな）

　咄とっ嗟さにそう考えた。

　男性客から特に申し出があるわけではないが、変更できるチケットのため便を早めるのは可能だ。ざっと調べたら十四時の便に空きがあった。

「二時間前の便に空きがございますが、ご変更なさいますか？」

　美羽が提案すると、男性客の顔がパッと明るくなった。

「そうしてもらえると助かります。できるだけ早く向こうに行きたかったんです」

　男性によるとお孫さんが生まれたため気持ちだけが先走りし、予約の時間はまだ先だというのに空港へ来てしまったという。

「では、すぐにお手続きをさせていただきます」

　笑顔を向けてから素早く便を変更し、端末機から航空券を発行する。

「お待たせいたしました。搭乗口に変更はございません」

「ありがとう」

　チケットを受け取り、男性客がにこやかに立ち去っていくのを見送った。

　お客様の喜んだ顔を見ると、よし、次もがんばろう！という気持ちになる。

「さすが藤倉さんですね」

　隣のカウンターで応対を終えた桐きり谷たに康こう太たが、感心したように美羽に声を掛けてきた。

　桐谷は入社一年目の新入社員。訓練を終えたばかりの頃、彼のＯＪＴを受け持ったのが美羽だった。今日は久しぶりに彼とペアだ。

　柔和で中性的な顔立ちをした彼は人当たりがよく、お客様受けも上々である。

「俺だったら、絶対にそのままチェックインを済ませて終わるところですよ」

「自信満々に言わないの」

　笑顔のままで軽く窘たしなめる。

　予約通りの処理が悪いわけではないが、よりよいサービスで考えれば、さらに踏み込んだ接客が必要だ。

「すみません。今夜、食事でもしながら仕事の話をもっと詳しく聞かせてもらえませんか？」

　軽いところが玉にきずである。

「ごめんね。今夜は都合が悪いの」

「それじゃ明日は？」

「明日も」

　なおも食い下がる桐谷に、美羽はきっぱり断った。軽い調子の桐谷には、はっきりと突っぱねるくらいがちょうどいい。

「とにかく、お客様がどうしたいのか、なにを求めているのかをいつも探ろうね」

　こういったことは日常茶飯事。グランドスタッフは起こり得る事象を想像して、提案できるチョイスをいくつか持っておく必要がある。どの時刻にどんな便が飛んでいるか、しっかり把握しておくのは基本中の基本なのだ。

「はい、がんばります」

　桐谷は両手を脇に揃えてかしこまりながらも、ニカッと調子のいい笑みを浮かべた。




　オーシャンエアラインにビッグニュースが舞い込んだのは、翔と展望デッキで束つかの間の会話を楽しんだ日から数週間が過ぎたある朝だった。

「ねえ、美羽、聞いた？」

　出勤して着替えていたロッカールームで、同期の関せき萌もえ子こが興奮気味に話しかけてくる。早く話したくてたまらない感じだ。

「なんの話を？」

　彼女もグランドスタッフとして働いており、同じ業務を担当するときもある。

　一六二センチの美羽より十センチも背が高く、華やかな顔立ちをした美人だ。いつだったか映画かドラマを撮影中の女優と間違われ、お客様にサインをねだられたこともある。

「本郷さんが機長に昇進したって話」

「機長に？」

　スカーフを結ぼうとしていた手を止めて萌子を見る。

「そうなの。あの若さで機長だよ？　すごいよね」

「それじゃ、オーシャンエアラインはじまって以来の最年少機長？」

「たぶんそうだと思う」

　現在のコーパイの中で翔は機長に最も近い男と目されていたが、こんなに早くそんな時が訪れるとは。

（この先、誰も破れない記録になるんじゃないかな。すごい……）

　機長になるにはパイロットとしての訓練を開始してから平均で十五年ほどかかり、四十歳前後でなるのが一般的と言われている。総飛行時間などの条件もあるため、操縦士として乗務してからある程度の年数が必要なためだ。

　翔は一般大学から航空大学校に編入したため、入社時にはすでに多くの飛行経験があり、自社養成のパイロットとして入社した同期たちを大きく引き離していた。そのアドバンテージがあるとはいえ、最年少記録を破るのは並大抵の努力ではない。

　これまでのオーシャンエアラインでは三十六歳が最年少記録だった。それを四年も縮めるのだから、そのすごさは計り知れない。

「これからますます人気に拍車がかかっちゃうね」

「ほんとだね。ここ数年は恋人もいないから立候補者が増えるんじゃない？」

　美羽の言葉に萌子が同調するが……。

「本郷さん、恋人いないの？」

　てっきり素敵な彼女がいるものだと思っていた。フリーだなんて信じられない。

　萌子はその手の話題にとても敏感で、社内の恋愛事情にかなり詳しい。そんな情報はいったいどこから？と、美羽はいつも驚かされてばかりいる。

「みたいだよ。一緒に立候補する？」

　萌子はふざけた調子で笑うが、その目は結構本気だ。今にもアプローチをしに行く勢いで鼻息を荒くする。

「萌子ならともかく私なんて相手にされないでしょ」

「いやいや、わからないよー？　美羽、かわいいし」

「どこがよー」

　萌子を軽く小突く。

　相手にされるとしたら萌子のほうだ。美人だしスタイル抜群だし、彼の隣に並んでも引けを取らない。

　美羽にとって翔のような男性はあくまでも観賞用。飛行機のように遠くから眺めているだけで十分なのだ。テレビの中の俳優に憧れるのと同じ。遠い遠い存在だ。

「そういうところ」

「もうっ、わかんないから」

　そんなやり取りをしているふたりに兼かね平ひら百ゆ合り香かが声を掛けてきた。

「ふたりともおしゃべりはそのくらいにしておきましょうね。そろそろ時間よ」

　並んで立っていた美羽と萌子の肩をトントンと軽く叩いて颯さっ爽そうと通り過ぎていく。

　彼女はふたりより五年先輩でグランドスタッフを取りまとめる立場にいる。名前の通り百合の花のように凛りんとした女性で後輩たちの面倒見もいいため、みんなから慕われる存在だ。

　結婚して一児の母でもある百合香は、半年前に育児休暇から復帰したばかり。時短勤務をしながら責任のある仕事も任され、上司の信頼も厚い。

「はい！」

　スカーフを急いで結び、萌子とふたり百合香を追いかけた。




　翔と顔を合わせたのは、その翌日のこと。グランドスタッフが集まり、当日の予約状況や運行状況など必要な情報を確認するブリーフィングを終えた美羽が配置場所に向かう途中だった。

　制服の袖口に描かれたゴールドラインが、三本から四本に変わっている。機長の証あかしだ。

　たった一本ラインが増えただけなのに、放つオーラに磨きがかかったよう。精悍さが増し、自信が漲みなぎっている。

「本郷さん、この度は機長への昇進おめでとうございます」

　すれ違いざまに立ち止まり、お祝いの言葉を投げ掛ける。

　これまでの美羽だったら恐縮して挨拶以上の言葉を交わせなかっただろうが、たった一度の展望デッキでの会話がふたりの距離をほんの少しだけ近づけていた。

「ありがとう」

　翔はどこか照れくさそうに微笑ほほえんだ。

「相変わらず展望デッキにいるだろう」

「はい、私の癒しの時間なので」

　あの日以降もコックピットから見られていたのかと思うと、なんだか恥ずかしい。

「キミがあそこから厳しい目でチェックしているから、操縦桿を握る手が震えるよ」

「そんなに怖い目はしてませんからっ」

　あくまでも美しい機体を眺めるのが目的。それに美羽が見ているくらいで、彼のたしかな腕がぶれることなど絶対にない。

「機長になってもがんばってくださいね」

「もちろんそのつもりだけど、ありがとう」

　翔は右手を制帽のあたりまで上げ、軽く敬礼の仕草をした。




　それから月日は経ち、何気ない日常が激変したのは、十一月まで間もなくのある土曜日のことだった。

　美羽は高級店として名高い、外資系ホテルのイタリアンレストランにいた。

　およそ十あるテーブル席には女性がひとりずつ座り、向かいの席に代わる代わる男性がやって来てはアピールを繰り広げる。持ち時間はひとり当たり五分。たったそれだけの時間で好みの男性を選んでおいてほしいという。

　美羽は、初めて婚活パーティーに参加中である。

　今日は、贅沢にレースが使われている上品なサーモンピンクのワンピースを着て、仕事中はシニヨンにしている髪をハーフアップで緩くまとめてきた。〝婚活で男性に好印象を与えるスタイルはこれ！〟というネット記事に従い、忠実に再現したものである。

　結婚なんてまだまだ先、恋愛も今は必要ないと考えていたが、抜き差しならない事情が発生した。

「こんなにかわいい女性と出会えるなんて僕はラッキーだなぁ」

　目の前に座った三十代後半の男性が、美羽を見て屈託のない笑みを浮かべる。手元に置いた写真付きの自己紹介カードには銀行マンとあるが、お堅いイメージの仕事の割に少し軽そうだ。

「いえ、そのようなことは……」

　目線を下げつつ首を横に小さく振る。

「いやいや、参加者の中でもとびきりですよ」

　おそらくここにいる女性すべてに同じ言葉を掛けているのだろう。セールストークのひとつだ。その証拠に、軽く周囲を見回したら美しい女性があちこちにたくさんいた。婚活パーティーに参加する必要性がまったくないような女性もいて、もしかしたらサクラなのではないかと疑いたくなる。

　でも、せっかく褒めてくれているのだから素直に返したほうがいい。

「ありがとうございます」

　グランドスタッフとして働く美羽にとって、笑顔はお手の物。でも、いつものようにビジネススマイルで返したはいいが、その後が続かない。

（いったいなにを話したらいいの？）

　困りきって目があちらこちらに泳ぐ。

　仕事でお客様を相手にするときにはスラスラ出てくる日常会話が、なにひとつ浮かばない。飛行機の話ならいくらでもできるが、初対面の男性にそんな話をしたら引かれるだろう。

　近くのテーブルでは美羽より少し年上の女性が相手男性と会話を弾ませていた。彼は数分前に美羽のテーブルにいたが、そのときとは比べ物にならないほど楽しそうだ。

（どうしたらそんなに楽しく話せるの？）

　美羽のところにはこれまで五人の男性が回ってきたが、どの人ともうまく会話が続かず、沈黙のオンパレード。相手の質問にも、あまり答えられていない。

「美羽さんは休日にはなにをして過ごしていますか？」

　定番の質問が来たものの……。

「休日ですか。そうですね、飛行機の」

　そこまで言って言葉を止めた。本当の趣味を話したら相手は反応に困るだろう。すぐに当たり障りのない映画鑑賞や旅行などの無難な趣味を頭に思い浮かべたが、彼に先を越された。

「飛行機？　あ、そうか。美羽さんは空港で働いてるんですよね」

　手元にある資料を見もせずにそんな情報が彼の口から出てくる。参加前に頭に叩き込んできたのだとしたら、なかなかの手て練だれである。

「いったいどんな――」

　男性が続けたところでタイムアップとなった。

「はい！　では皆さん、お隣のテーブルへ移ってくださーい！」

　進行役の男性に促され、彼は「縁があったらまた」と隣へ移っていった。

　その後もずっとそんな調子で男性との五分間トライアルは進み、結局ろくな会話もできないまま第一ステージが終わった。

「やっぱりこういうのは向いてないのかな」

　休憩時間に向かったレストルームで、鏡に向かって本音が漏れる。

　そもそも恋愛の場数も大して踏んでいない美羽には、スタートダッシュが決め手のこういった場はハードルが高い。友人に誘われて何度か行った合コンも、似たような状況に陥り、うまく馴な染じめなかった。

　過去にたったひとりだけいた彼氏は、大学時代に同じゼミに所属している仲間だった。告白されて付き合ったものの『美羽の趣味が理解できない』と振られ、ほんの二カ月足らず、それもキス止まりの恋愛経験だ。

　その趣味とは、言わずと知れた〝飛行機鑑賞〟である。そこまで理解されがたい趣味ではないだろうが、彼氏よりも飛行機を優先しがちだったため愛想を尽かされた。

　たとえ今日のパーティーでカップルとして成立したところで、また同じような道を辿るのではないか。それ以前にカップルにすらなれないかもしれない。恋愛スキルに乏しい美羽には、普通に恋人を作るのも婚活パーティーで自己アピールするのも、どちらも同じくらいに難しい。

「はぁ……簡単に結婚できる魔法でもあったらいいのに」

　ありもしないひとり言を呟つぶやいてレストルームをあとにした。

　これから約一時間のフリータイムがはじまる。第一ステージで気に入った相手と長時間話せるチャンスだと、休憩前に司会者が声色高く言っていた。

　でも美羽はそんな相手を見つけられなかったため、このあとの一時間をどう過ごせばいいのかわからず不安しかない。

（今日はこのまま帰っちゃおうかな……）

　そんなふうにマイナス思考になりながら、美羽がレストランに戻ろうとしたときだった。

「藤倉さんじゃないか？」

　突然、背後から声を掛けられる。足を止めて振り返ったら、予想外の人がいた。

「ほ、本郷さん!?」

　翔の姿に驚きで声が裏返る。続け様に言った「こんにちは」は頭のてっぺんから抜けるような声になった。

　オフに外で会うのは初めてだし、こうして面と向かうのは彼が機長になったときにお祝いの言葉を掛けて以来だ。

　淡いブルーのストライプシャツとベージュのスリムパンツに、ネイビーのテーラードジャケットを羽織ったカジュアルなスタイルがとても爽やか。普段職場で見るパイロットの制服に制帽とはまた違い、そのギャップが新鮮だった。

　空港で人の注目を浴びる彼は、街へ出ても同じらしい。美羽たちのそばを通り過ぎていく人たちの視線が、チラチラと彼に向けられていた。

「藤倉さん、休み？」

「はい。本郷さんもそうですか？」

「大学時代の友人と食事をね。藤倉さんは……」

　そう言いながら翔の目線が、イタリアンレストランに立て掛けてあったボードに向けられる。そこには〝本日貸切〟と書かれていた。

「パーティーかなにか？」

「あ、はい、そんなところです」

　目を泳がせて曖昧に頷く。

　どうか、なんのパーティーか聞かれませんようにと祈ったが、その願いはすぐに打ち砕かれた。

「同窓会とか？」

「……いえ、そうでは、ないのですが」

　突っ込んで聞かれて困惑する。答えに窮してしどろもどろだ。

　婚活パーティーだとは知られたくないという願いも、直後に儚はかなく消えていく。それもバッサリと断ち切られるように。

「もしかして出会い系のパーティー？」

「えっ！」

　ズバッと核心を突かれて心臓が跳ねた。

（どうしてわかったの!?）

〝出会い系〟という、あまりよくない響きのせいもあるだろう。恥ずかしさで顔を赤くしながら目を白黒させる。

「それ」

　彼の指先が美羽の左胸のあたりに向けられた。

（それ……？　あぁっ！）

　その指を辿ってハッとさせられる。なぜこのまま会場から出たの！と自分がとても腹立たしい。

「あ、こ、これはそのっ」

　美羽の胸には、ハートをかたどったネームプレートが着けられていた。

〝藤倉美羽〟と名前が書かれたピンクのそれは、男女の出会いの場の参加者の象徴ともいうべきフォルム。美羽のすぐそばを通って会場に入っていった男性はブルーのプレートのため一目瞭然だろう。

　こんな場所で知り合いに会うとは思わず、うっかりネームを着けたまま会場の外を出歩いてしまった。

「でも決して怪しいパーティーじゃないんです。結婚を真剣に考えている人たちの集まりですから」

　マイナスイメージのほうが強い〝出会い系〟という言葉がいけない。単なる同じ会社の人間とはいえ、憧れの翔に変な誤解をされたくないため急いで訂正する。

　婚活パーティーだとばれたくなかったが、軽い感じのする出会い系よりはいい。……どちらも同じだと言われたらぐぅの音も出ないけれど。

「なにも怪しいなんて言ってないよ」

　翔がクスッと笑う。キラッと音が聞こえるような眩しい笑顔だった。

　ふとしたときの彼の微笑みにノックアウトされる人が空港では続出しているという。嘘か本当か知らないが、実際に失神した女性がいるのだとか。

　つまり相当危険な笑顔だ。

「藤倉さん、結婚相手を探してるの？」

「そ、そうですね……。結婚したいわけではないのですが」

「結婚したくないのに婚活パーティーに？」

　そこまで正直に白状しなくてもよかったかもしれない。翔に突っ込まれ、余計な情報まで晒したことを後悔する。しかも、そういうパーティーに出席しておいて結婚したいわけではないなんて、支離滅裂もいいところ。

「……諸事情がありまして」

「諸事情？」

　彼の興味を引いたのか、目の奥でなにかが微かすかに光った。

　美しい顔立ちに真正面から見つめられ、言葉を発せられない。

「その話、詳しく聞かせてもらえる？」

「えっ？　な、なんででしょうか!?」

　いきなり彼に手を掴まれた。疑問形で優しく聞いた割に強引な出方だ。

「悪いけど、こっちで話をしよう」

「ちょっと待ってください！」

　そのまま手を引っ張られたため、急いで足を踏ん張る。

「まだパーティーは途中ですし困ります！」

「それじゃ、参加は取りやめますって言っておいで」

　穏やかな笑顔なのに言葉は強硬。美羽の意見には耳を貸さないように聞こえる。

「なにをいきなり」

「結婚したいんだろう？　俺ならキミのその要望に応えられる」

　話が無茶苦茶だ。結婚に応えられるとはいったいどういうことなのか。

「それとも、そのパーティーでめぼしい相手がいた？」

「……それはまだですが」

　第一ステージを終えた段階で印象に残る人はいない。

　こんな調子ではこのパーティーでカップル成立は無理だろう。自己アピールの苦手な美羽では、今日に限らずこういった場は向かない気もしている。

「だったら俺にしたらいい」

「どういう意味ですか？」

　なにをもってしての〝俺〟なのだろう。

「俺と結婚しようって意味」

　いきなり難聴になってしまったか。結婚に固執するあまりにすべての単語がそう聞こえてしまうのか。だとしたら相当重症だ。

「おっしゃっていることがわからないのですが」

「俺は今、キミにプロポーズをしたんだ」

「ですからそれがわからないと――」

「まずはパーティーを今すぐ断っておいで。話はそれからにしよう」

　優しい表情と口調だが翔は有無を言わせず、会場のレストランに美羽の背中をぐいぐい押した。

「ちょっ」

　トントンとステップを踏むように中に入ったら、にこやかな笑みを浮かべた司会者が出迎える。

「藤倉さん、そろそろお時間ですよ」

「はい……」

　今日のパーティーで美羽がカップルになる可能性は間違いなくゼロ。べつのパーティーに参加する手間や、カップルになってから結婚に漕ぎ着けるまでの時間を考えたら途方もない未来のような気がする。それに結婚できる確約もない。

（……本郷さんの話を聞いてみるだけでもいいかも）

　今の美羽にとって、翔の提案は非常に魅力的だ。どうして彼が突然あんな話を持ちかけたのか、聞いてみるだけでも価値はある。

「申し訳ありません。参加を取り下げてもよろしいでしょうか」

「はい？　取り下げる？　なにかこちらで不手際がありましたか？」

　司会者が焦ったように問いかけてくる。

「いえ、そうじゃないんです。本当に申し訳ありません」

「……そうですか、それは残念ですね。またの機会をお待ちしております」

　美羽が深く頭を下げたら、彼はそれ以上引き留めなかった。

　店の外で待ち構えていた翔に伴われてロビーラウンジへ向かう。三階まで吹き抜けになったそこは開放感があり、大きな窓の外には手入れされた中庭も見渡せる。ほどよくクッション性のある籐製のソファに翔と向かい合って座った。

「驚かせて悪かった。でも悪い話じゃないと思うよ」

　コーヒーをふたつ注文し、翔が早々に切り出す。

　悪い話ではないのかもしれないが、怪しさは満点だ。『俺にしたらいい』なんて、よく知りもしない相手に言える言葉じゃない。

「まずはキミが結婚を急ぐ理由を聞かせてほしい」

　彼は組んだ手をテーブルの上にゆったりと置き、落ち着いた声で美羽に促した。

「兄を早く結婚させてあげたいんです」

　そのひと言に尽きる。ほかに動機はなにひとつない。

「お兄さん？　キミじゃなくて？」

　意味がわからないようで、彼が眉根を寄せて首をほんの少し傾ける。

「じつは……」

　美羽はゆっくりと口を開いた。

　事の発端は、六歳離れている美羽の兄・大たい晴せいと恋人の電話にある。

『結婚はもう少し待ってほしい。妹をひとりにするわけにはいかないんだ』

　たまたま通りがかったリビングから、兄の切実な声が漏れ聞こえてきたのは一週間前のことだった。

　父親の仕事の都合で両親がアメリカのマサチューセッツに渡って三年、美羽は現在、大晴とふたりで暮らしている。

　就職して四年目、誕生日が来れば二十六歳になる美羽は十分大人の領域。ところが大晴は、美羽を自分が守らなくてはならない存在と盲目的に考えているようで、なにかにつけて美羽の保護者になりたがる。

　決してシスコンなわけではなく、幼い頃の出来事がきっかけだった。公園で拾ったガラスの破片で遊んでいた大晴は美羽の左腕を誤って切りつけ、七針縫うケガを負わせてしまったのだ。

　彼はその一件をずっと引きずり、自分のせいで妹の体に大きな傷跡を残してしまったと責任を感じている。古風な考えのため、何年も前の話だというのに『嫁入り前の体に傷を……』と思いつめ、自分の結婚を躊躇っているところもある。

　たしかにその傷は今でも左腕に残っているが、美羽自身はまったく気にしていないというのに。むしろ負担になるのがずっと嫌だった。そんな過去の出来事は早く忘れてほしいと、いつも願ってきた。

　大晴は三十歳を越え、彼女もアラサー。ふたりの付き合いは三年にも及ぶ。このまま煮え切らない態度で結婚を引き延ばしていたら、彼女はべつの人との結婚を考えるかもしれない。美羽は、常日頃から付き合いの長いふたりが心配だった。

　このまま兄のお荷物でいたくない。優しい兄の足あし枷かせになりたくない。

　そんな一心で『私なら心配いらないから』とリビングに突入し、気にせず結婚してほしいとお願いした。ところが妹の想いは届かず、大晴は頑として譲らない。

　そこでつい言ってしまったのだ、『私も近々結婚するから』と。『だからお兄ちゃんも結婚して』と。

　なんて大胆な発言をしてしまったのかと後悔したが、時すでに遅し。もろ手を挙げて大喜びする大晴に、『それならすぐにでも紹介してほしい』とグイグイ迫られる事態に発展した。

　近々会わせるから待ってほしいとお願いしつつ、大急ぎで恋人を作ろうと奔走しているのが今の状況だ。

　美羽が結婚を急ぐのは、妹の左腕の傷など忘れて、大晴に安心して恋人と結婚してもらうためだった。

「結婚は、したくてするわけではないと」

「はい。結婚はまだまだ先だと考えていたので」

　飛行機の趣味を理解してもらえないのなら、むしろ一生独身でいいような気もしている。大晴たちの会話を聞かなかったら、婚活パーティーに参加していない。

「お兄さんが無事に結婚できればそれでいいということ？」

「そうです。兄の結婚が目的です」

　翔の表情がぱっと華やぐ。太陽の光を浴び、大輪の花が咲いたような笑顔だった。

「俺たち、利害が一致するみたいだな」

「……利害、ですか？」

「じつはここ数カ月、両親から縁談をたびたび持ちかけられていてね」

　翔の父親は、国内でも人気のジュエリーブランド会社の社長である。おそらく持ち込まれる縁談は大企業の令嬢など、そうそうたる面子めんつだろう。

「でも正直、結婚には興味がない。一生、気楽な独身がいいと思ってる」

　結婚に興味がない？　一生独身がいい？

「すみません、おっしゃっている意味がわからないのですが」

　それならなぜ美羽に結婚を提案するのだろうか。話の方向性を見失った。

「俺は縁談を回避するために結婚する。キミはお兄さんを結婚させるために結婚する。目的は違っても、同じ手段で達成できると思わない？」

「でも本郷さんは結婚したくないのでは……？」

　結婚が嫌だから縁談を回避したいのではないのか。

「そう。だからキミのお兄さんが無事に結婚するまでというのはどう？」

（……お兄ちゃんが結婚するまで？）

「それはつまり……」

「離婚前提の契約結婚」

　翔は顎を引き、真剣な表情をした。

　一度結婚に失敗すれば、両親も二度と縁談を勧めてこないだろうといった思惑があるという。同じように結婚を考えられない美羽にとってもいいアイデアではないかと。

「お互いに干渉せずに生活すれば、独身の頃とそれほど変わらない生活ができる」

　頭の中を整理するのに精いっぱいで言葉を返せない。

（なんて突拍子もないことを考える人なの。契約結婚だなんて……）

　それも離婚前提ときた。驚き過ぎて、口を開いても声が出てこない。

　とはいえ、これから恋人を作っていたら大晴の結婚は遠のくばかり。今すぐ紹介するどころか、美羽の婚活が成功するかどうかも怪しい。

　変わるのは戸籍と住む場所だけ。それ以外は独身のときと変わらないというのなら……。

　ひとときだけ大晴を安心させられれば十分かもしれない。

　彼の提案のほうに振り子が大きく傾く。尋常ではない話だが、ほかの手立てを考えるより美羽にとって都合がいい。

「いい話だと思うけど、キミはどう？」

　翔が真っすぐに美羽を見据える。

　ふたりの間に愛はない。あるのはお互いの利害のみ。でも彼を逃したら、美羽はきっと悔いるだろう。

　居住まいを正して軽く息を吐き出す。膝の上に両手を揃えた。

「そのお話、お受けいたします」

　美羽が答えた瞬間、翔がホッとしたように肩を上下させる。

「ただ、ひとつお願いしてもいいでしょうか」

　なに？といった表情で翔が先を促す。

　大きな山場である結婚が決まったのだ、これ以上に難しいお願いはないだろうと、どことなく余裕のある感じだ。

「この結婚は会社では内密にしていただけませんか？」

　これはとても重要なお願いだ。

　翔が目をパチッとまたたかせる。

「どうして？」

「本郷さんが結婚するというだけでセンセーショナルなのに、その相手が私だとみんなが知ったら大変な事態になってしまいます」

　働きづらくなるのは間違いない。もっと悪いほうに考えたら、会社にいられなくなる可能性だってある。

「それはないと思うけど？」

　翔がクスッと笑う。

　自分の立場がわかっていないか、自分が周りからどう見られているのかわかっていないかのどちらかだ。

「それができないのなら、このお話はお受けできません」

　婚活パーティーをはしごして結婚相手を探すより、社内で翔との結婚が公になるほうが大変さのレベルはずっと上だ。そのくらい翔との結婚は周りの目が恐ろしい。

　しばらく考え込んでいた翔だったが、美羽の気持ちをくみ取る気になったらしい。

「キミがそうしたいと言うのならわかった、そうしよう。俺も、両親にさえ結婚した事実が伝わればいいから」

　美羽のほうも両親と兄だけ安心させられればいい。社内で内密にできれば、離婚したあとも気まずくならずに済むだろう。

「では、よろしくお願いします」

　頭を下げると、翔は手を伸ばして握手を求めてきた。

　おずおずと手を出し、ぎゅっと握られる。

「よろしくな、美羽」

　不意打ちで名前を呼ばれ、心臓がトクンと弾んだ。




　それからの展開も、結婚を決めたときと同様にめまぐるしかった。

　その日のうちに翔が美羽の家を訪れ、大晴に挨拶。マサチューセッツにいる両親にはテレビ電話で「美羽さんを僕にください」と許しを請い、驚かれながらもめでたく了承を得た。

　なにしろ父親も憧れを抱いているパイロット。素晴らしい人を捕まえたと、両親も大晴も手放しで喜んでいた。

　ただひとつ、彼との家柄の違いを不安視されたが、それは翔の「心配はいりません」との力強いひと言で取り払われた。

　その数日後に翔の両親に会い、難なく受け入れられたのは拍子抜けするほど。彼らは良家の令嬢との結婚を特別に望んでいたわけではなく、翔に早く落ち着いてもらいたかったのだという。同じ職場の美羽ならパイロットという不規則な生活にも理解があるだろうと、逆に大歓迎された。

　どちらの家族にも嘘をついている後ろめたさはあるが、美羽の結婚には兄の幸せがかかっている。ここで怯んではいられないと心を強く持った。

　結婚式は落ち着いてからゆっくり準備を進めると両親を説得し、ふたりは即日、婚姻届を提出。すぐに結婚できる魔法があればいいのにと願った通り、まさに一瞬の出来事である。

　こうして藤倉美羽は、晴れて本郷美羽となった。

　その二カ月後に想定外の事態に発展するとも知らずに――。










崩れた均衡




　カウントダウンパーティーの翌朝、美羽はホテルの乱れたベッドの上で目を覚ました。カーテンの隙間から差し込む明るい光が、ふたりの痴態をまざまざと映し出す。

（……ど、どうしよう！　私、とんでもないことしちゃった）

　体に残る情事の熱と下腹部の鈍痛が、一連の出来事を雄弁に物語っていた。美羽を抱くようにして眠る翔は、まだやすらかな寝息を立てている。

　昨夜のふたりは、きっとなにかがおかしかった。午前〇時に交わしたキスが、ふたりに魔法をかけてしまったに違いない。

　契約的な結婚をして二カ月、美羽たちは一線を越えるのはおろかキスもなかったのだから。そもそも離婚前提だから、暗黙の了解でそういった関係にはならないはずだった。

　国際線と国内線の両方に搭乗する翔は不規則な勤務のため、一緒に暮らしていても生活はすれ違い気味。ルールに則のっとりお互いに干渉せず、独身の頃とほぼ変わらない毎日を過ごしてきた。

　結婚前と変わらず会社で接する機会は少なく、マンションで顔を合わせて話すことはあってもルームシェアしているようなもの。夫婦として振舞うのは、お互いの家族に対してだけだった。

　ところが新年を迎えた午前〇時、事態が急転。友人たちにけしかけられて唇を重ね、さらには体まで重ねてしまった。

　多くの女性の憧れの的である翔が、美羽のように平凡な女にキスしたり抱いたりしたいわけがない。その場のムードに流されただけだ。

　そんな想いと裏腹に、昨夜の翔の艶っぽい声と言葉を思い出して顔がカーッと熱くなる。

『美羽、キミを抱きたい』

　翔が本気でそんなふうに思うはずがない。きっとなにかの間違いだ。

　それを断ち切るように頭をぶんぶん振っていたら、翔から「ん……」と声が漏れた。

（今、翔さんが目を覚ましたら、どんな顔をしたらいいの？）

　なにもなかったように〝おはよう〟なんて言えない。というか、顔も見られない。

　それなら今すぐここから出よう。彼が目を覚ます前にこの部屋から。

　半分パニックも同然だった。

　転がるようにベッドを下り、急いで支度をしてホテルの部屋を飛び出す。

（どうしよう、どうしよう、どうしよう……）

　焦りが頭の中を渦巻き、思い出すのはふたりで過ごした濃密な時間のことばかり。彼とひとつになった瞬間、たとえようのない幸せを感じたのはどうしてなのか。その反面、胸がチリチリと焼けつくように痛いのもどうして。

　複雑な心境でマンションに帰り着き、自室に引きこもる。

　翔が帰宅したのは、それから二時間ほど経った頃だった。

　ノックの音とともに「美羽」と呼ぶ声がドアの向こうからしたが、ベッドで頭から布団を被かぶって眠っているふりを決め込む。

　彼が無理やり入ってくる気配はなく、しばらくしたらドアの向こうは静かになった。

　その日は自室からほとんど出ず仕舞い。顔を合わせずに過ごした翌朝、翔はバンコク行きのフライトに旅立った。




＊＊＊＊＊




　パイロットはあらゆる事態に対して的確な判断と決断力が常に求められる。多くの乗客の命を預かるうえで、決して失敗があってはならないためだ。

　これまでどのフライトにおいても翔の判断に誤りはなく、推察通りの結果を残してきた。

　ところが――。

　翔は今、想定外の事態に直面している。

　カウントダウンパーティーの翌朝、ホテルのベッドで目覚めた翔は隣がもぬけの殻になっていることに気づき深いため息を漏らした。

　昨夜のキスが、すべてのきっかけ。彼女の唇に触れた途端、感じたのは説明のつかない心の変化だった。

　二十代の頃は人並みに恋愛をしたし遊んだりもした。しかし生涯を捧げたいほどの深い愛情を抱くような女性はひとりもいなかった。

　冷めた態度が相手にも伝わるのだろう。次第にふたりの間に温度差が生まれ、ケンカもしばしばあった。

　結果、付き合いはわずか数カ月で終わりを告げる。ずっとその繰り返しだった。

　そんな薄っぺらな関係を築くくらいなら、いっそひとりのほうが気楽でいい。結婚も一生しなくていいと思ってきた。

　美羽に離婚前提の契約結婚を提案したのも、そんな考えからだった。一度結婚に失敗すれば、両親もそれ以上縁談を持ち込まないだろうと目もく論ろんだのだ。

　ところが契約の名の下に彼女と結婚したこの二カ月のうちに、翔の心に少しずつ変化が生じていた。仕事に対する彼女のひたむきな一面や、お客様を第一に考えて行動する姿がやけに気になるのだ。

　困っているお客様はいないか、常にアンテナを張り巡らせている様子は見ていてわかるもの。空港内でそれほど頻繁に会わない翔がそう感じるほどだから、彼女の仕事ぶりはいつもそうなのだろう。事実、上層部の間でも美羽の評価はとても高いと聞く。

　今シーズン初の降雪があったのはクリスマスの翌日だった。その日、翔は札幌行きの便に搭乗予定だった。

　事前のブリーフィングの時点では雪の降りだしは数時間後、飛行機が離陸した後との予報だった。機体はすでに点検整備を終え、ターミナルビルにつけられている状態。翔たちクルーが搭乗のためにゲートへ向かうと、グランドスタッフのチーフである百合香から『先ほどから雪が降りはじめて、主翼がうっすらと白くなっています』との報告を受けた。

　聞けば、美羽が最初に気づき、念のために報告したほうがいいのではないかと百合香に伝えたという。

　主翼がほんのりと白くなっている程度なら大丈夫だろうと安易に片づけるのは、航空業界に身を置く人間としてとても危険である。万全な状態とのわずかな違いがエラーを生み、重大事故へ繋がる可能性を秘めているのだ。

　百合香の報告を受け、再度整備室に連絡。すぐに主翼の雪が除去され、完璧な状態で飛び立つことができた。

　乗客の命を守るのはパイロットをはじめとしたクルーたちだけではない。地上にいるスタッフたちの細やかな連携が安全に繋がり、快適な空の旅を提供できるのだ。

　美羽のそういった真摯な姿勢に触れ、機長として改めて背筋が伸びる想いを何度もした。飛行機を愛する者同士のシンパシーというのか、そういうものを感じていた。

　そんなまじめな仕事ぶりのいっぽうで、飛行機の話になると美羽は無邪気な一面を見せる。

　いつだったか仕事を終えて翔が帰宅すると、普段は自室で過ごしている彼女がリビングで本を読んでいた。熱中して読み耽ふけっているのは、翔が帰った物音にも気づかない様子からも一目瞭然。なにを読んでいるのか後ろからこっそり覗のぞいたら、それは旅客機を特集した写真集のようなものだった。

　彼女らしい本にクスッと笑みを漏らした瞬間、美羽は飛び上がるほど驚いて振り返った。『おもしろそうだね』と翔が興味を示した途端、ぱぁっと顔を輝かせて飛行機について語りだす。身振り手振りをつけて楽しそうに話す様子がかわいらしく、時間を忘れて話したものだ。

　仕事での真剣な姿とは違う一面にも惹ひかれていると自覚したのは、昨夜のパーティーだった。

　たった一度、軽く触れただけのキスで自分の気持ちに気がついた。まるでスイッチをポンと切り替えたような感覚だった。

　その後、用意されたホテルの部屋には大きなベッドがひとつだけ。友人にも離婚前提の契約結婚は秘密だったため夫婦としてあたり前の仕様だが、翔たちはそれまで食事はおろか寝室もべつにしてきた。同じ部屋で寝るだけでなくベッドまで一緒だとわかり、激しく動揺したのは美羽だ。

『あ、あのっ、私はこっちで寝ますから、翔さんはベッドを使ってください』

　目を白黒させ慌てふためいたようにソファを指差し、翔にベッドを譲ろうとする。

　彼女ならそう言うだろうとわかっていたが、自分だけがベッドで寝て女性をソファに寝かせるなどできるはずもない。

『俺がソファで寝るよ』

『それはダメですっ。翔さんはフライトもすぐに控えているんですから！　パイロットは体が資本です。ソファで寝て操縦に支障をきたしたら大変』

　オーバーリアクションで翔の言葉を却下して力説する。ひとつのベッドに寝るのがよほど嫌なのか、それとも照れているのか。

『このくらいでどうにかなるような体じゃないから心配するな』

『そうはいきません。パイロットは常に万全の状態でなければ乗客の安全を守れませんから』

　常日頃から真摯な姿勢で仕事に臨んでいる美羽ならでは。まじめな彼女らしい言葉につい破顔する。

　しかしこのままでは話は平行線。埒が明かない。

『それじゃ解決策はひとつ。ベッドにふたりで寝よう』

　思いきった提案をした。翔にしてみたら、最初からそれ一択だったが。もちろん、彼女をどうこうしようというつもりではなく。

『なな、なにを言ってるんですか。一緒に寝るなんて……！』

　一歩後ずさりをした美羽は背後にあったソファにぶつかり、そのままストンと座る格好になった。まん丸にした目をパチッと一度またたかせる。

　戸惑いを大きな瞳に滲ませる彼女がやけにかわいくて心がざわつく。

　どうしてこんなにも……。

　翔自身も自分の心の変化に戸惑いつつ、美羽の前に跪ひざまずき微笑みかけた。

『美羽は俺をソファに寝かせたくないし、俺も美羽をソファには寝かせたくない。となると、ふたりでベッドに寝る以外にないだろう？』

『ですが』

　焦っているのが手に取るようにわかる。美羽はどうしようかと視線をあちらこちらへと彷徨わせた。

『それとも決着のつかない押し問答を朝まで続ける？』

　翔のそのひと言が効いたのか、美羽は俯いてしばらく考え込むようにしてからようやく納得して頷いた。

　そうして並んでベッドに横になったはいいが、静けさと暗闇が、隣にいる美羽の存在を翔にやけに強烈に感じさせる。彼女の息遣いや些細な動きが、空気から伝わってきた。

　静寂とは裏腹に、鼓動がじわじわとスピードを上げていく。隣が気になりつつ時間だけが過ぎていく中、その均衡が崩れたのは翔が彼女のほうに寝返りを打ったときだった。

　美羽も同時に翔のほうを向き、意図せず目が合う。照れと動揺が滲んだ眼差しをぎこちなく逸らす仕草が、抑え込んでいた翔の心を動かした。

　彼女を抱きたい。手に入れたい。

　その裏側で〝いや、まさか。この俺がなんで〟と激しい葛藤もあった。

　そんな激情を抱いたのは生まれて初めてで、未だ戸惑いの中にいる。

『私、じつはこういうことは……』

　潤んだ瞳で処女だと告白する美羽を、たまらなくかわいいと思った。愛しいという感情を身をもって知ったのもそのときだ。

　強く抱けば壊してしまいそうな彼女を優しく導くつもりが、恥じらいつつ乱れる姿に抑えが利かなくなっていく。結果、何度も抱くという貪欲な自分を晒した。

　おかげで深く寝入り、彼女がひとりでベッドを抜け出したことにも気づかないという不ふ甲が斐いなさを露呈させた。

　急いでマンションに帰ってみれば、彼女は自室に籠もりきりで出てこず顔も見られない。

　フライトでバンコクへ行かねばならず、翔は話すこともできないまま空港へやって来た。

「おはよう。正月早々フライトとは、さすがエリートパイロットは大忙しだねぇ」

　制服に着替えてロッカールームを出て早々、声を掛けてきたのは同期の兼平悟さとるだった。人事部に所属するマネジャーで、グランドスタッフのチーフ、兼平百合香の夫でもある。

　短い髪をワックスでツンツンに立たせ、黒縁のスクエア眼鏡をかけたインテリの兼平は、翔と美羽の極秘結婚を社内でただひとり知る人間だ。

「それはお互い様だろ」

　兼平も二日からこうして出勤しているのだから。

「そうだな。てか、顔色があんまよくないな。パイロットのくせに体調管理を怠ったか？　新人と一緒にもう一度研修を受けるか？」

「ひと言余計だ。心配のひとつくらいしてくれてもいいだろ」

　兼平と並んで歩きながら文句を言う。

　同期の仲間として、そのくらいの気遣いは欲しい。

「残念ながら、それは奥様の役目じゃないのか？」

　兼平は声をひそめながら目を細めた。どこか嫌味っぽい口調なのは、ふたりの結婚が契約に基づいた離婚前提のものだと彼も知っているせいだ。

　婚姻の届け出は社内規定で定められているため完全に秘密にはできず、兼平に報告しないわけにはいかなかった。つまり偽りの夫婦だと知っているがゆえの発言である。

　そもそも兼平には、この結婚についてもさんざんな言われようだった。いくらお互いが了承のうえとはいえ、結婚に対する冒とくだと。

　最後には『後悔しても知らないぞ』と捨てゼリフを吐かれた。一児をもうけ、幸せな結婚生活を送っている兼平には理解しがたいものだったのだろう。

「じゃ、俺はブリーフィングがあるから」

　オフィスフロアの分岐点で兼平と別れる。彼の所属する人事部は左方向、翔は右方向に足を向けた。

「バンコク、気をつけて行ってこいよ」

「サンキュ」

　背中に掛けられた声に右手を軽く上げて応えた。

　予定している離婚まで、あと四カ月弱。翔は、兼平の放った〝後悔〟の言葉を早くも実感しつつバンコクへ旅立った。




＊＊＊＊＊




　四日後――。

　お昼休憩を迎えた美羽は交替要員とバトンタッチし、空港内にある社員食堂へやって来た。

　そこは空港で働くスタッフであれば誰でも利用できる食堂である。ほかに休憩室もあり、お弁当を持参した場合はそこで食べるのも可能だ。

　今日は朝からあいにくの雨のため、展望デッキで飛行機を眺めるのはお預け。日替わりのオムライスを注文して空席を探す。

　六人掛けのテーブルが約二十ある食堂内は、十二時半を過ぎて制服を着たスタッフたちが大勢詰めかけている。テーブルに空きはなく、ふたり組の女性に相席をお願いした。

　腰を下ろし、ようやくひと息つく。

　おいしそうなデミグラスソースの匂いにつられながらも、仕事から離れてふと思い出すのはカウントダウンパーティーの夜のことだった。

　なにがどうしてそうなったのか、四日経った今も美羽はさっぱりわからない。

（もしかしたらパラレルワールドにでも入り込んじゃったのかな）

　年が明けるタイミングで、違う世界の自分とスイッチしてしまったような感覚がする。熱に浮かされたように朝まで抱き合ったあの夜以降どう振舞ったらいいのかわからず、美羽は動揺のさなかにいる。

　幸か不幸か翔は今日までバンコクへのフライトで、あれ以降はまだ顔を合わせていない。

　いったいどんな顔をして会えばいいのか、どう接すればいいのか、考えれば考えるほどドツボにはまっていく。

　おかげでここ数日はよく眠れず、睡眠不足に陥っている。淫らに交わり、うわ言のように〝好き〟と囁き合ったあの夜を思い返すたびに、ひとり赤面することの繰り返しだった。

「美羽、ここ空いてる？」

　オムライスを前にボーッとしていたら、萌子がトレーを持って立っていた。

「うん、どうぞ」

　目の前の空席を手で差し、慌てて笑顔で取り澄ます。

「今日は雨だから展望デッキは無理かぁ」

「うん、相変わらず食堂は混んでるね」

　この時季だと寒さとの戦いは免れないが、これなら展望デッキのほうが清すが々すがしい。

「ここはいつもこんな感じでしょ。ところでボーッとしてたけどどうしたの？　今日のカウンター業務、ハードだった？」

　お疲れ様と労ねぎらいながら萌子が向かいに腰を下ろす。

「ううん、そんなことないよ。大丈夫」

　口角を意識的に上げ、首を軽く横に振った。本当は全然大丈夫ではないため、唇の端が引き攣つっている感じがする。

「そういえば、婚活パーティーにはあれきり参加してないの？」

　最初で最後の婚活パーティーに参加したのは、もう二カ月も前の話。萌子もすっかり忘れていると思っていたため、唐突に話を持ち出されて焦る。彼女には、あのパーティーではいい人を見つけられなかったと報告しただけで終わっていた。

　その日のうちに翔と契約を結んだ話は、仲のいい萌子にもしていない。あまり深く詮索されたくないため、その手の話題は避けてきた。

「あ、あぁうん、今はもう行ってないかな」

「お兄さんのために急いで彼氏を作らなきゃって言ってたのに大丈夫なの？　もしかして彼氏ができた？」

「で、できてないよ」

　飲みかけたお茶を噴きそうになった。

　婚活パーティーからたったの二カ月。彼氏を飛び越してすでに夫がいるとは、萌子も思いはしないだろう。

「本当に？　今、めちゃくちゃ焦らなかった？」

「ううん、ほんとに彼氏なんてできてないから」

　美羽が慌てて答えていたら、社員食堂内がにわかにざわめく。それがさざ波のように広がり、美羽たちのほうにまで到達した。

　周りを見回して、その原因にすぐ気づく。

「ここ、空いてる？」

　バンコクから帰国した翔だったのだ。ランチトレーを片手で持ったまま美羽の隣の席を指差した。

　四本のゴールドラインが入った制服姿の彼を目にして、意図せず心臓が飛び跳ねる。

　見慣れているはずのスタイルに動揺するのは、その格好のせいではない。翔本人が美羽の心を騒がせるのだ。それはほかでもなく、あの夜の過ちのせいである。

「本郷さん！」

　今にも歌いだしそうなほど萌子の声が弾んだ。

　うれしさが滲み出る彼女の前で、美羽は目線をさっとオムライスに落とした。

（どうして私のそばに来るの……！）

　ふたりの結婚は極秘事項。なるべく一緒にいないほうがいい。

（……というか一緒にいたくない。ううん、いられない！）

　空席ならほかにもあるし、これまでこうしてわざわざ近づかなかったのに。そのうえ翔は普段の様子と変わらず、まるで何事もなかったかのよう。

　美羽は真正面を向いたまま反応できずにいたが、萌子が「本郷さんならもちろん大歓迎ですよ」とすかさず笑顔で答えた。

　翔が美羽の隣に腰を下ろした瞬間、彼の右隣に座る女性が小さく黄色い歓声を上げる。「どうしよう！」と口に手をあて、向かいの女性と色めき立った。

　そうなるのも仕方がない。彼はほかの航空会社の間でも有名人なのだ。それは最年少機長という肩書はもちろん、類まれなる容姿のためである。

　そんな彼と結婚したのが美羽だと知られたら、大騒ぎになるのは明白。それこそ空港中の全女性を敵に回すだろう。

　だから、なにがあっても絶対にばれてはならない。このまま離婚まで、なんとしてでも隠し通すのだ。

「本郷さんはどちらへフライトだったんですか？」

　萌子が目の前のドリアそっちのけで、彼のほうに身を乗り出す。

「バンコク」

「わぁ、タイですか！　私、タイ料理大好きなんです。香辛料たっぷりのグリーンカレーとか、それから……」

　翔がひと言で簡潔に答えたのと対照的に、萌子は弾丸トークを繰り広げはじめた。

　いっぽうの美羽は、翔が隣に座ったものだから余計にご飯が喉を通らなくなる。美羽ばかりが動揺していて、彼のほうをまったく向けない。不自然に前だけをひたすら向き、体を硬直させていた。

　久しぶりに顔を合わせた彼を強烈に意識しているのが自分でもわかる。それもこれも、すべてはあの夜の過ちのせいだった。

　これ以上、彼の隣にいるのは精神衛生上よくない。

「萌子、私、先に行くね」

　トレーを持って立ち上がろうとしたが――。

「まだ全然食べてないじゃないか」

　翔が素早くそのトレーを掴んで阻止した。腰を浮かせた美羽を見上げる視線に動きを停止させられる。

「だ、大丈夫なんです」

「雨の中、展望デッキに行くつもり？」

「いえ、そうではないんですけど……」

「それならここでしっかり食べたほうがいい」

　そうまで言われては、頑かたくなに首を横に振れない。美羽は仕方なく力が抜けたようにストンと座った。

「美羽、どうしたの？　なんか様子が変じゃない？」

「えっ、う、ううん、そんなことないよ」

　萌子に突っ込まれ、誤魔化そうとしてスプーンを持つ。しかし狼狽うろたえたせいで手が滑り、フロアに金属音が響き渡った。

「ごめんなさいっ」

　大慌てで拾おうとしたが翔に先を越され、替えのスプーンを取りに行かれてしまった。スマート過ぎて言葉が出ない。

「今度はしっかり持って」

　その行動に「本郷さん、優しい！」と感動する萌子の目の前で、手渡されたスプーンをぎゅっと握る。

「……すみません、ありがとうございます」

　目も見られずに謝罪とお礼を小さく口にした。

「やっぱり美羽、なんかおかしいよ」

　萌子に何度も指摘されながらオムライスを口に運ぶが、隣にばかり神経が向かい体のどこにご飯が入ったのかわからない。

（おかしくなって当然だよ……）

　悶もん々もんとする心の内を萌子に明かすわけにはいかず、結局半分以上が喉を通らず、その日のランチタイムを終えた。




　結婚後、美羽が引っ越したのは翔が住むマンションだった。

　湾岸エリアの一等地に建つ低層マンションは、アッパークラスが住むにふさわしいエグゼクティブな仕様である。空港へのアクセスもよく、実家住まいのときより通勤時間が短くなったのはうれしいおまけだった。

　コンシェルジュはあたり前のように常駐し、居住者だけが使えるフィットネスジムやプールまで完備している。

　部屋の玄関からリビングまでベージュの大理石でできた壁やフロアが続き、四連の大きな窓の外にはルーフ付きのバルコニーがある。アイランド型のキッチンの天板にも大理石をふんだんに使い、どこを見てもゴージャスな造りだ。

　美羽にはゲストルームとして使われていた八畳の部屋があてがわれた。ほんの数カ月だけの仮住まいだが、アースカラーを基調としたファブリックでまとめた部屋にはベッドのほかにふたり掛けのソファと小さなテーブルもあり、とても快適に過ごせる。

　もちろんキッチンやバスルーム、トイレは共同で使用するが、生活のリズムが違うため彼と頻繁に顔を合わせることはない。

　仕事を終えて帰宅した美羽は、玄関でヒールを脱いだところでいきなり強烈な目め眩まいを覚えた。目の前にチカチカと閃せん光こうが走り、心拍がぐんぐん速くなっていく。

（えっ、嘘、どうしよう）

　いよいよ立っていられなくなり、その場に蹲うずくまってしまった。

　たぶんこのところの寝不足のせいだろう。それに今日はお昼ごはんもろくに食べていない。グランドスタッフは意外と激務。疲れきった仕事帰りの電車で座れなかったのも大きい。

　こめかみを脂汗が伝い、フロアに手を突いたときだった。玄関ドアが開き、翔が帰宅した。

「なんだ、どうした？」

　しゃがみ込んだ美羽を見て驚いた声を上げ、慌てたようにそばに屈かがみ込む。

「ちょっとふらついただけです。……でも平気ですから」

「平気なわけがないだろう。立てるか？」

　翔に両腕を掴まれたが、足に踏ん張りが利かない。膝から下が、まるで言うことを聞いてくれないのだ。自分の足とは思えない。

　埒らちが明かないと考えたのだろう。翔は美羽を突然抱き上げた。

「きゃっ……だ、大丈夫ですから」

　ジタバタしようにも目眩のせいで力が入らない。

「こんな状態で大丈夫だって？　立てないくらいフラフラじゃないか」

　彼の言うように、強がって抵抗しても体は脱力状態。翔に身を任せる以外になく、そのままリビングのソファに連れていかれた。

　コーナーに沿って配置されたグレーの革ソファに下ろされ、そのまま横たえられる。頭には翔がクッションをあてがってくれた。

「すみません、ありがとうございます」

　横になったおかげか少しずつ心拍も落ち着きを取り戻し、体が楽になっていく。

　でもそうなると今度は、すぐそばにいる翔を猛烈に意識するようになる。

　社員食堂ではほかにたくさんの人がいたが、ここではふたりきり。彼をなんとも思っていなくても、あの夜のせいで平静ではいられない。

　その場に屈んだ彼の手が美羽の額に伸びてくる。ついビクッと体を震わせたが、翔はおかまいなしに額に触れた。

「熱はないな。夜更かしでもしたのか」

「……夜更かしはしていません」

　でも、あれもその類かもしれない。ベッドに入っていたし自分から進んで眠らなかったわけでなくても、眠っていないのは同じだ。

「じゃ空腹か。昼も結局あまり食べてなかっただろう」

　翔に引き止められ、もう一度座りなおして食べはじめたものの、喉を通らないのは変わらなかった。それもしっかりチェックされていたらしい。

「半分くらいは食べましたから」

　摂取カロリーは少ないかもしれないが、丸きり抜いたわけではない。

「グランドスタッフの仕事は重労働だから半分では少ない」

「……はい」

「ともかく体調管理はしっかりしないと」

「以後気をつけます」

　翔の言い分は正しいため素直に認める以外にない。

　グランドスタッフはまさに体力勝負。一日中立ち仕事のうえ、お客様の重い荷物を持ったり、飛行機に乗り遅れそうになったお客様と一緒にゲートまで走ったりもする。空港はとにかく広いため、移動だけで一日に相当な距離を歩き、走る。決して華やかなだけの仕事ではない。

　寝たまま頭を下げる真似をし、彼が掛けてくれたブランケットを顎の下まで引っ張った。少し横になっていればきっと平気だ。

　立ち上がってそこから離れようとした翔が、ふと美羽を見下ろす。おもむろにその場に膝を突き、「美羽」と名前を呼んだ。

　すぐそばで見つめられたため身じろぎひとつできない。どことなく真剣な表情が美羽に緊張を強いた。

（――もしかして、この前の夜の話をしようとしてるの？）

　咄嗟にそう感じて、いったん落ち着いた心臓がドクンと跳ねる。

「ぁ、あの夜のことなら、ぜ、全然気にしていませんから」

　彼を先回りして平気だとアピールする。軽い口調にしたかったのに、うまくできずに口ごもった。

　あれは、大人の男女がひとつのベッドに寝て、起こるべくして起こった事態だから一方的に謝られたくない。誰も悪くないのだ。

　そもそもあのとき翔は『嫌だったら俺を突き飛ばせ』と、美羽に判断を委ねている。それを受け入れたのは美羽だ。

「気にしているように見えるのは俺の勘違い？」

　あからさまに狼ろう狽ばいしている態度では、そう思われて当然かもしれない。

「ほ、ほんとに気にしてないです。翔さんの勘違いです、絶対」

　最後の言葉を強く言い過ぎて声がかすれた。

「私たち、離婚前提ですし」

　どことなく懐疑的な目をする翔に明るい調子で返す。

　四カ月後にはさようならだ。あの夜は、ふたり揃って本能の赴くままに抱き合っただけ。たまたまそこにあったのが、お互いの存在だっただけだ。

（だから気にしていたらダメ。なにもなかったと思ったほうがいいの）

　頭でそう理解しているのに一抹の寂しさを覚えるのはどうしてだろう。

　不意に翔の表情が物憂げなものになる。

「美羽、離婚は取りやめようか」

　一瞬、頭の中がかく乱された。放たれた言葉が想定とはまったく違うものだったせいだ。

「……え？」

　翔の瞳が真っすぐに美羽を射る。

（離婚を、やめる？）

　どうして突然そんなことを言いだすのか。嘘なのか本気なのかわからない。

　彼の真意を探ろうとしたが、どこにも見つけられなかった。

「困ったような顔をするなって」

　翔がふっと表情を解き、美羽の頭をポンとする。

（……冗談なの？　それとも本気？）

　反応に困り言葉に詰まったが、直後にピンと来た。

「責任なら感じないでください。あのくらい全然平気ですから」

　責任だけは絶対に感じてほしくない。

「あのくらいって……美羽、初めてだったじゃないか」

「ズバッと言わないでください」

　恥ずかし過ぎて顔が熱いし、そのときのシーンを思い出すからやめてほしい。

　思わず勢いよく起き上がったら再び目眩に襲われ、上体がふらつく。

「こらこら興奮するな。もう少し寝てなさい」

　翔にソファにＵターンさせられた。

「でも、ほんとに大丈夫なんです」

　美羽の初めてを奪ったからといって責任を取らなければならないと考えてほしくない。憧れていた翔が初めての相手なのだ。それだけで十分。

「ともかく、その話はまたあとにしよう。これからなにか作るけど、美羽も食べるか？」

　話が大きく変わり拍子抜けすると同時にホッとする。

「翔さん、お料理するんですか？」

　結婚して二カ月。すれ違いの生活を送っているとはいえ、料理する姿を見た記憶はない。

「言っておくが手の込んだものは作らないぞ。お詫わびにご馳ち走そうするよ」

〝お詫び〟

　それはきっと美羽と関係を持ったことに対するものだろう。彼の中であの行為は、謝るべきものなのだと痛感する。つまり、ひどく罪悪感を抱いているのだ。

「食べたくない？」

「い、いえ、せっかくですからいただきます」

　彼がそれでお詫びをしたいのなら、美羽は受け止めなければならない。彼の誘いを受け入れた美羽も同罪だから。

　それであの夜のことはもう忘れよう。あと四カ月もしないうちにふたりは他人に戻る。ふたりの間にはなにも起こっていない。そう、なにも。それでいい。

　自分に強く言い聞かせた。




　キッチンからいい匂いが漂ってきてから十分後、翔に呼ばれてダイニングテーブルへ行くと器に盛られたチャーハンがあった。黄色い玉子と小口ねぎの緑が鮮やかな彩りだ。

「すごくおいしそう」

　目を輝かせたら、翔が「そうだろう？」と自信ありげに胸を張る。エプロン姿が妙に様になっていた。

「オイマヨチャーハン。ちなみにほんとにおいしい」

　よほど腕に覚えがあるらしい。自分からハードルを上げてきた。

　翔に促されて座り、彼は向かいの椅子に腰を下ろした。

「どうぞ」

　勧められ「いただきます」とレンゲを持ち、すぐさま頬張る。空腹のため、ちょっとがっついてしまった。

「――んっ、おいしい！」

「言った通りだろう」

　美羽の反応がとてもうれしそうだ。

「オイマヨって、オイスターソースとマヨネーズですか？」

「よくわかったね」

　翔は目を見張りながら自分もチャーハンを口に運んだ。

「細かく切った豚肉をカリカリになるまで炒めるのがポイントだ」

「これ、ベーコンじゃなかったんですね」

　ちょうどいい塩気があるから、てっきりそうだと思った。

「味つけはマヨネーズとオイスターソースのふたつだけ」

「それだけ？　コクと旨うまみが程よいですね」

　シンプルなのに本当においしい。それにご飯はパラパラだ。

　チャーハンは美羽もたまに作るが、なかなかそうならなくて苦労する。

「翔さんが料理上手なんてちょっと意外です」

　優雅な独身貴族のイメージのため料理はせず、食事はほぼ外で済ませているのだと勝手に思っていた。

「ひとり暮らしするまではほとんどやらなかったけどね。家には家政婦がいたし」

　さすが会社社長の息子である。家政婦がいるなんて美羽には別世界だ。

「仕事が不規則だから自炊してバランスを整えたほうがいいかなって。パイロットは特に体が資本だから」

　多くの乗客の命を預かるパイロットは、体調管理が最も大切と言われている。通常の会社勤めとは異なり不規則な生活になりがちでもあり、仕事中は緊張の連続でストレスもたまるだろう。健康的な食生活と十分な休養が大事だ。

「ストイックなんですね」

「俺だけが特別なんじゃない。パイロットは華やかな職業に思われがちだけど過酷だし、世間が想像するみたいに合コンやデートに明け暮れるような時間もない」

　だから翔は結婚したくないのかもしれないと、ふと感じた。

　家庭を持てば、自分だけに向ければいい意識を必然的に家族にも向けなくてはならなくなる。家を留守にしがちなため、フライト中も家族が気になるだろう。

　そういった煩わしさを回避したくて、一生独身がいいのではないか。翔なら適度に遊ぶ女性はいくらでもいるから、結婚しなくても不自由はしないだろう。家庭を持つリスクを考えたら、消極的になるのも無理はない。

「ご馳走さまでした。おいしかったです」

　空っぽになった器を前に両手を合わせる。

　翔はにっこりと笑い返してきた。

「喜んでもらえたのならなによりだ」

「片づけは私がやります」

「体調が悪いんだから無理するな。先に風呂に入っておいで」

　皿を持って立ち上がったら彼に取り上げられ、美羽は翔の言葉に甘える以外になかった。




　お風呂のあと、ゆっくり過ごしていた自室のドアがノックされたのは、そろそろ寝ようと考えていた頃だった。

　パーソナルスペースにはお互いに立ち入らないのがルールだったため、翔はこの部屋を訪れたことがない。ふたりの間にはなにもなかったのだと思い込もうとしているそばから鼓動が激しくなった。驚いた勢いのままドアまで行き、薄く開く。

「な、なんでしょうか」

　隙間からそっと声を掛けたのに、向こう側からドアを大きく開かれた。

「ひゃっ！」

　しかも、いきなり翔が中に突入。

「ちょ、ちょっと待ってください！」

「そんなに拒絶しなくてもいいだろう？　夫婦なんだ」

「ですが、それは期間限定というか離婚前提ですし！　それに部屋には入らないって！」

「具合が悪いときは例外」

　そんな特例を設けた記憶はない。

　美羽の制止も聞かず、問答無用に足を踏み入れた翔からふわりとシャンプーの香りがする。嫌でもあの夜の光景が蘇よみがえったため、頭を振って必死に締め出した。ちょっとした油断からすぐに思い出してしまって敵かなわない。

「もう治りましたから。本当に大丈夫なんです」

　なんとか部屋から追い出そうとするものの、翔に出ていく気はないらしい。部屋の中央まで一気に踏み込んできた。

（ほんとに困るの……！）

　美羽が焦りに焦るのにはワケがあった。

「よく眠れるようにカモミールティーを淹いれたから……って、これは？」

　手にしていたカップを持ったまま、翔の目が部屋の一角に釘づけになる。

（あぁっ、見つかっちゃった……）

　そこには美羽が大切にしている飛行機の模型――モデルプレーンがずらっと並んでいた。

「すごいな……」

　箱に収めたままのものもあり、大小さまざまなそれらはざっと百近く。子どもの頃から収集してきた美羽の宝物だ。

　翔はカップを美羽に押しつけ、感心したように一つひとつを手に取り眺めはじめた。

「これ、全部美羽が集めたのか」

　大きなサイズのモデルプレーンを手に取り、「うわ、結構重いな」と間近でじっくり見る。

「……はい。あの、このことは絶対に誰にも言わないでください」

　翔から手渡されたカップをテーブルに置き、急いで両手を合わせてお願いする。

「どうして」

「男の子みたいな趣味なので」

　小学生のとき、たまたま家に遊びに来た男子に『お前、男みたいな趣味してんだな』とからかわれてトラウマになった。それ以来、この収集癖は誰にも話していない。

「たしかに普段の美羽からは想像もつかないな」

　普段の自分が人からどう見られているのかわからないが、とにかく誰にも知られたくない。

「本当にお願いします」

　何度も頭を下げて必死に懇願する美羽に、翔が〝まぁまぁ〟と手を上下にひらひら振る。まるで興奮したペットを宥なだめるような仕草だ。

「わかったから心配するな。しかし本当に飛行機が好きなんだな」

　実物の飛行機はもちろん大好きだが、モデルプレーンはいつでも手に取って眺められるのがいい。過去にただひとりだけいた彼氏に愛想を尽かされた原因のひとつでもある。

「航空会社に勤めたのも飛行機が好きだからなんです」

　本当の志望は整備士だったが、適性がないため諦めざるを得なかった。何度か父親に買ってもらった飛行機のプラモデルも満足に組み立てられなかったから。手先が不器用なうえ空間認識能力が低いのだろう。

　そんな理由もあり、組み立てる必要のないモデルプレーンにどっぷりとはまってしまった。

「根っから飛行機が好きってわけだ。あ、うちの飛行機もあるじゃないか。俺が初めて操縦した機体だ」

　翔が奥に飾ってあるオーシャンエアラインのモデルプレーンに手を伸ばして取った。「懐かしいな」と言いながら、裏返したりフラップやジェットエンジンなどを見たりして唸うなる。

「へぇ、結構細部まで再現されてる」

「機体番号もちゃんと書かれているんですよ」

　ほらと得意げに言いながら主翼を指差したら、思いのほか顔が近づき過ぎてしまい、慌ててパッと離れる。目の端で捉えた翔が笑った気配がして決まりが悪い。

「それ、冷めないうちに飲んだほうがいい。リラックス効果があるから、今夜はよく眠れるだろう」

　唐突に彼がカップを指差す。なんと、美羽が寝不足だから淹れてくれたみたいだ。

「ありがとうございます」

　そそくさとソファに座る。テーブルに置いたカップを手に取ったら、ふわりと優しい香りがした。

「翔さん、ハーブティーなんて飲むんですね」

「意外？」

　よほど気に入ったのか、翔が初めて操縦したというオーシャンエアラインのモデルプレーンを見ながら、チラッと美羽に視線を投げる。

「はい。お料理もできるし」

「健康管理の一環」

　つくづくまじめだ。

「なんだか私たち逆ですね」

「逆？　あぁ、モデルプレーンとハーブティーが？」

　頷きながら「はい」と答える。

　イメージだけで言うと、翔がモデルプレーンの収集家で美羽がハーブティーを淹れるほうがしっくりくる。

「ちなみに俺は内緒にしているわけじゃないから、美羽は好きなようにばらまいてかまわないぞ」

「ギャップを狙って、女の子にモテようって魂胆ですね？」

　そうしなくても翔はモテモテだろうけど。

　クスクス笑いながら言ったのに胸に微かに痛みが走る。

（もうっ、いったいなんなの）

　自分で自分の反応がわからない。彼がモテるのはずっと前から知っているくせに。

　ふと真顔になった翔の急な表情の転換にドキッとさせられる。

「……私、なにか気に障るようなことを言いましたか？」

　自覚はなくても、美羽にはわからない地雷を踏んだ可能性がある。

　なんとなくソワソワしながら翔を見た。

「モテたい願望はない」

「そうなん、ですね」

　なんとなく不服そうだ。

（モテ過ぎるのは鬱陶しい、とか……？）

　これまでモテた経験のない美羽にはまったく理解できないが、極上の男にはそれなりに悩みがあるのかもしれない。冗談めかして微笑んだが、翔は依然としてシビアな顔つきだ。

「美羽、ひとつ提案がある」

　いったいなんだろうか。

　翔は手にしていたモデルプレーンを元の位置に戻し、ソファに座っていた美羽の前に屈み込んだ。ぐっと顔が近づいたため、軽く背中をのけ反る。

「残りの期間、夫婦らしく過ごそう」

「……夫婦らしく？」

　意味がわからない。

「いや、いっそ離婚はせず結婚生活を続けよう」

「なっ、なんでそうなるんですか？　あの夜のことなら本当に大丈夫なんです」

　たった一夜の過ちで、彼を縛りつけたくはない。翔は、一生しなくてもいいと思うほど結婚したくなかったのだから。

　今夜の食事を〝お詫び〟と言っていたのが、なによりも彼の気持ちを表している。罪悪感を覚えながら結婚生活を続けるなんてできない。

（それとも、なにかべつの事態が発生したの？　結婚生活を続けていなくちゃならないようなこととか）

　なにがなんだかさっぱりで、美羽は目を白黒させた。

「美羽が大丈夫でも、俺は大丈夫じゃない」

　意味がまったくわからない。

「離婚撤回が不服なら、美羽の気持ちを全力で変えるしかないな」

「そんなのどうやって――」

　翔が近づいた次の瞬間、視界が彼でいっぱいになり、唇にはふにゃりという感触がした。不意打ちのキスだった。

「こうやって」

　一瞬のうちに真っ白になった美羽の頭を翔がポンとして立ち上がる。

「じゃ、おやすみ。今夜はゆっくり眠れよ」

　呆ぼう然ぜんとする美羽を置き、翔は部屋を出ていった。

　あの夜のように激情に駆られたキスではなく、労いたわるような優しいキスが、美羽を戸惑いの渦に巻き込んでいく。

（今の、なに……？　どうして？）

　ボーッとしたまま無意識に唇に指先で触れる。

　ふたりの間にはなにもなかったと思い込みたいのに、激しく交わった夜の記憶がそうはさせてくれない。

　突然の方針変更についていけず、その夜もまた眠れない予感がした。




　――というのは大きく外れ、またたく間に朝が来た。

　翔の提案とおやすみのキスが美羽を絶対に眠らせてはくれないだろう。そう予想していたのに、目を閉じたが最後、スーッとそのまま眠りにつき、あっという間に朝になっていた。

　彼が淹れてくれたカモミールティーのおかげなのかもしれない。目覚めはすっきり、久しぶりに快適な睡眠だった。

　身支度を終え、ひとりで朝食を済ませる。

　翔が起きてきたらどうしようかハラハラしたが、彼はまだぐっすり眠っているようだった。昨日までバンコクだったから、今日から数日はオフだろう。

　ところが、彼はまだ寝ているだろうという予想も見事に外れた。出勤しようと玄関でパンプスを履いていたら突然ドアが開き、翔が入ってきたのだ。上下とも黒のトレーニングウエアを着ていた。

「お、おはようございます」

　目を合わせられず、視線があちこちに彷徨さまよう。パーティーに引き続き昨夜の一件まで加わったため、あからさまに挙動が不審だ。

「おはよう。昨夜はよく眠れた？」

「はい……」

　入眠作用でもあるのではないかと疑うほど、カモミールティーの効果は抜群だった。

「もう出勤？」

「はい」

「さっきから〝はい〟ばかりだな」

　クスッと笑い、こめかみを伝った汗をタオルで拭う。

「……すみません。どこかへお出かけだったんですか？」

「走ってきたところ」

　ジョギングをしてきたらしい。昨夜話していた健康管理の一環だろう。

「この後、一階のジムでトレーニングしてくる予定」

「すごいですね」

　走るだけでは飽き足らずジムにまで行くなんて、本当にストイックだ。

「それはそうと、これからはなるべく一緒に食事をしよう」

「えっ、どうしてですか？」

　昨夜はたまたま翔に作ってもらったが、これまでの二カ月間はずっと別々だった。国際線への搭乗が多い彼は不在がちだったし、不規則な生活リズムの翔との接点はそれほどなかった。

「昨夜言っただろう？　美羽に離婚を撤回させるって」

「何度も言いますが、責任なんて感じないでください」

　本気でそう願っているのに、彼はなぜか頑なに責任を取ろうとする。

　お互いの利害のうえに成り立つ結婚なのだから、それが達成できればいいのではなかったのか。

「それじゃ、こうしよう。残りの期間で美羽を振り向かせられたら離婚は回避。それなら文句ないだろ」

「なんでそうなるんですか」

　美羽に固執する理由がなにひとつわからない。

「なんでも。美羽は夫婦ごっことでも思ってくれていい。とにかくそう決めたから」

　パイロットには、どんな緊急事態にも的確に対処できる冷静な判断力と責任感が必要不可欠。最年少機長として名高い翔は、その責任感が人より何倍もあるのかもしれない。それも二倍、三倍どころではなく十倍、二十倍というレベルで。

　美羽に執着する理由があるのだとしたら、愛のないセックスで処女を奪ってしまったこと。それに尽きる。

（私が処女じゃなければ翔さんをこんなに悩ませずに済んだのに……）

　正直に初めてだと打ち明けなければよかったと激しく後悔する。とはいえ経験があるふりをしても、きっとばれたに違いないけれど。

「だから遠慮はしない」

　手を掴まれて引き寄せられ、唇が軽く触れ合う。汗の匂いに交じって、翔の匂いが鼻をかすめた。

「気をつけて行っておいで」

　翔に肩をトンとされ、その勢いで玄関を出る。

　結婚して二カ月、美羽は快適な生活を送ってきた。お互いに干渉せず、単なるルームシェアの感覚と言ったらいいのか。ただの同居人だった。

　それなのに期間満了日の離婚を目前にして崩れた関係が、さらに激変していく。美羽の頭の中は、なぜ？という疑問符だらけ。

　混乱の中マンションのエントランスを出たら刺すような冷たい風に吹かれ、マフラーを口元まで引き上げた。










一夜の過ちがもたらしたもの




　好きになってはいけない。心を揺らしてはならない。

　鏡に映った自分に向かい、心の中で呪文のように唱える。

　翔から宣戦布告のような宣言をされてから一カ月、美羽はそう自分に言い聞かせるのが癖になっている。予定通り離婚して、過ちに責任を感じている彼を解放してあげたい一心だった。

　この一カ月、フライトの都合で翔が自宅にいたのは三分の一程度。時間が合うときに食事を一緒にしたのは数えるくらいだが、問題は彼の態度にある。

　体の関係はあれ以来なく寝室も別のままだからよしとして、ふたりきりでいるときの翔は抱きしめてきたりキスをしてきたりと容赦がない。

　そこに愛はなく、翔はあの夜の責任を取ろうとしているだけだとわかっていても、美羽は翻弄されるばかりなのだ。

　マサチューセッツに住む母・芳よし江えから電話が入ったのは、美羽が仕事へ行く支度をちょうど終えたときだった。

　グレーのリブニットにアシンメトリーなブルーのプリーツスカートを合わせ、クローゼットの姿見の前で確認しながら応答をタップする。

『元気にやってる？』

「うん、元気だよ。お母さんたちはどう？」

　バッグを持ち、黒いノーカラーのコートを腕に掛け、スマートフォンを耳にあてながらリビングに向かう。

『元気よ。お父さんはまだ仕事だけどね』

　咄嗟に壁掛け時計を確認しながらバッグとコートをソファに置いた。

　日本より十四時間遅れのマサチューセッツはただ今、夕方の五時半だ。

『そうそう、美羽が送ってくれた日本酒、無事に届いたわ。いつもありがとうね。お父さんも喜んでる』

　日本酒好きの父のために美羽は時々、国際郵便で好みの銘柄を送っている。向こうでも日本酒は手に入るが、好きな銘柄は売っていないという。たまに〝これがいい〟とメッセージで一覧を送ってよこすこともある。

「あまり飲み過ぎないように言ってね」

　六十歳も間近。度を越えた飲み方は禁物だ。

『もちろん、わかってるわよ。ところで翔さんとはうまくやってるの？　ケンカとかしてない？』

「し、してないから心配しないで」

　翔の話題を出されると、反射的にパーティーの夜のことやガラッと変わったふたりの関係を思い起こして気が気でない。

『それならいいけど。大晴たちの結婚式で翔さんに会うのも楽しみだわ』

　その結婚式が無事に済めば、美羽たちには離婚が待っている。

　そう考えると胃がキリキリと痛むのはなぜか。

　美羽の両親に翔が対面したのは、結婚の許しを請うためにしたテレビ電話だけ。それ以降は電話でのやり取りしかしていないのに、両親は翔をとても気に入っている。

　でもそれも無理はないだろう。容姿や肩書は言うまでもなく、そつのない紳士的な彼に嫌な感情を抱く人はそうそういない。契約満了を迎えて離婚となったら、全面的に美羽に非があると思われるのは簡単に予想がつく。そして盛大に悲しまれることも。

「これから出勤だからそろそろ切るね」

　いよいよ電話を切ろうとしていたら、同じく身支度を終えた翔がリビングへ現れた。

　ボタンダウンのホワイトシャツの上にハイゲージの黒いＶネックセーターを合わせ、シルエットが美しいベージュのストレッチパンツを穿いた彼は、今日も麗しい。

　美羽が電話していることに気づき、〝誰？〟といった目線を送ってよこす。〝母です〟と口パクで答えたら、彼は手の平を上に向けて美羽に伸ばしてきた。電話を代わってほしいという。

「お母さん、翔さんにちょっと代わるね」

『あらっ、翔さん？』

　途端に声が弾む。うれしそうなのが丸わかりだ。

　翔は美羽が手渡したスマートフォンを耳にあてた。

「お義母様、ご無沙汰しております。お元気でいらっしゃいますか？　……そうですか、それはよかったです」

　芳江のうれしそうな声が微かに漏れ聞こえてくる。テンションの高さは声のトーンからもわかった。

「まだ寒い日は続きますから、どうぞお体をご自愛ください。……ええ、もちろんです。美羽さんのことはどうぞ僕にお任せください」

　親を相手にしたときのお決まりのフレーズだとわかっていても、最後のひと言に心が乱される。夫婦でいるのはあと少しなのに、単純過ぎる自分が情けない。

「はい、では失礼します」

　通話を切り、翔はスマートフォンを美羽に返してよこした。

「お義母様、お元気そうだね」

「翔さんとしゃべったから余計です」

「まだボロは出してないから」

「翔さんにボロなんてあるんですか？」

　そんなところがあるのなら見てみたい。

「あるよ。まだ美羽も知らない真っ黒な部分が」

　眉間に皺しわを寄せ、目を細める。悪者ぶった表情をしているつもりらしいが、美しい顔立ちを毒するまではいかない。

　そもそも彼にはダークサイドなんてないだろうから、悪く見せるのは無理なのだ。

「そろそろ出ようか」

　ヘリンボーン柄のチェスターコートを羽織り、玄関へ向かう翔を美羽も追う。パリ行きのフライトが控えている翔と出勤時間がかぶったため、今日は彼の車で一緒に行く予定になっていた。

　とはいえ、ふたりでいるところを会社の人間に見つかるわけにはいかないため、細心の注意を要する。

　玄関を施錠してエレベーターへ向かいながら、不意に手を取られた。

　ふとしたときのこういう振る舞いのたびにドキッとするのをひた隠し、平静を装うのがじつはとても難しい。好きになってはいけないと、いつもしているように必死にブレーキをかけた。




　ターミナルビルの地下駐車場に着き、周りを注意深く確認してから車を降りる。怪しさ満点なのは自覚しているが、やらないわけにはいかない。

「そんなにコソコソしなくてもいいだろう」

　翔はクスクス笑うが、美羽にとって笑いごとではない。彼の車から降りたところを目撃されたら一巻の終わり。もちろん並んで歩くのもタブーだ。

「ダメです。バレたら元も子もないですから」

「バレたらバレたでいいだろ」

「空港中の全女性を敵に回す私の身にもなってください」

「ハハッ、それは大変だな」

　翔があっけらかんと笑い飛ばす。

（この人、本当にわかってない……）

　不満いっぱいに翔を睨にらんだが、彼は伸ばした手で美羽を引き寄せ唇を奪った。

「んっ――」

　慌てて彼の胸を押し、なんとかキスを解く。軽く吸われたため、離れるときにチュッと音がした。

「だ、誰かに見られたらどうするんですか！」

　大スキャンダルだ。きっと光の速度で空港中に知れ渡ってしまう。

　ところが翔は全然意に介さない様子で、微笑みながら歩きはじめた。

　隣を歩くわけにはいかず、彼の数メートルあとをついていく。後ろ姿でさえ華麗な彼を追いながらオフィスフロアを目指していたら、背後から朗らかな声を掛けられた。

「藤倉さーん、おはようございまーす」

　髪をなびかせ満面の笑みを浮かべた桐谷が、美羽を見つけて小走りにやって来る。まるで人懐こい犬みたいで、つい顔が綻んだ。

「なんで笑ってるんですか？　あ、俺に会えてそんなにうれしいですかー。いやぁ、参ったな」

「桐谷くんって本当に楽天的ね。おはよう」

　頭を掻く彼にやんわり否定する。なかなかめげないところは、ある意味羨ましい。

「おはようございます。ところで、藤倉さんって電車通勤してませんでしたっけ？」

「えっ、そうだけど……どうして？」

　隣に並んで歩きはじめた桐谷に聞かれてギクッとする。

「今、駐車場のほうから来ませんでした？」

「う、ううん、気のせいじゃないかな。今日も電車だよ」

　忙せわしなく目を泳がせたが、並んで歩く桐谷は気づいていないだろう。向かい合って話していなくてよかったとつくづく思う。

「じゃあ、俺の勘違いですね。あ、ところで仕事が終わったら、ご飯でも食べに行きません？」

「行きません」

「即答しないで少しは悩んでくださいよ。いつなら行ってくれるんですか？」

　またいつもの挨拶の一環がはじまった。

　ふたりの話し声が聞こえたのか、前を歩いていた翔が振り返る。美羽を見て、隣の桐谷にも視線を投げてから前を向いた。ものの数秒だったが、どことなく冷ややかな眼差しだ。

　もしかしたらうるさく騒ぎ過ぎただろうか。美羽も桐谷もよく通る声だから余計かもしれない。

「それじゃ、私はこっちだから」

「あぁっ、藤倉さん！　今日はカウンター業務で一緒ですからねー！」

　ロッカールームの前に到着したため、桐谷にひらりと手を振ってドアを開けた。




　グランドスタッフは多くの場合、最初にお客様と接するポジションにいる。そこで与えた印象が悪ければその航空会社のイメージ低下にダイレクトに繋がるため、責任は重大だ。

　しかもＣＡ――キャビンアテンダントなどのように長い時間接するわけではないため、悪い印象を持たれた場合に挽ばん回かいするチャンスがほとんどない。常に緊張状態にあり、あらゆる方向にアンテナを張り巡らせる必要がある。

「すみません、藤倉さん、ちょっといいですか？」

　チェックインカウンターでお客様に応対していた桐谷が、カウンターの外で行き交うお客様の状況を見ていた美羽に助けを求める。美羽はすぐさまカウンターの中に入って彼と並び、まずはお客様ににこやかに笑いかけた。

「いつもオーシャンエアラインをご利用いただきありがとうございます」

「こちらのお客様が航空券を紛失されてしまったそうで」

　そこにいたのは五十代の夫婦だった。不安そうに美羽を見つめる。

「それは大変でございました」

　パスポート忘れや航空券の紛失は、なによりもヒヤッとする事態だろう。

　美羽も一度経験したが、生きた心地がしなかった。

「三十分くらい前だったかしら。自動チェックイン機で出したんですけど……」

　女性によると、その後買い物をしているうちにどこかにいってしまったという。もしかしたらレシートと一緒に捨てたのかもしれないと。

「まったく、お前はいくつになってもそそっかしいんだからな。旅行っていうと、必ずなにかあるんだから」

「失なくしちゃったんだもの、仕方がないじゃない」

「だからあれほど、しっかりしまっておけと言っただろう」

「だったら、あなたが持ってくれたらよかったのに」

　楽しい旅だからこそ、些さ細さいなことが揉もめ事ごとに繋がるもの。軽い口論に発展した夫婦を美羽が止める。

「ご心配いりません。すぐに再発行の手続きを取らせていただきます」

「再発行なんてできるの？」

「はい、ｅチケットの控えはございますか？」

「ごめんなさい、それもないのよ」

　女性が困り果てたように眉尻を下げる横で、男性が「ったく」と愚痴を零す。

「では、ｅチケットに記載されていた確認番号はどこかに控えていらっしゃいませんか？」

「あ、それならあるわ！」

　パッと顔を輝かせ、女性が小さい手帳をバッグから取り出す。番号を記載したページを美羽に向かって開いた。

　それがあれば再発行は簡単だ。

「ただ今すぐにお手続きをさせていただきます」

　本人確認ができるものを提示してもらい、素早くチケットの再発行手続きをする。それからすぐプリントアウトした航空券をカウンターに二枚並べた。便名や出発時刻を案内し、間違いがないかどうか確認してもらう。

「あの、ひとつ聞いてもいいですか？　座席がＨとＪってなっていますけど、これは離れた席なんでしょうか」

　アルファベット順でいくと〝Ｈ〟の次は〝Ｉ〟のため、〝Ｊ〟ではひとつ飛ばしではないのかという質問だった。

「航空機のシートに〝Ｉ〟はございませんので、隣り合ったお座席になっております」

　数字の〝１〟と間違いやすいため飛ばされているのだ。

「あなた、隣同士ですって。よかったわね」

　ふんと鼻を鳴らすだけだったが、そっぽを向いていた男性の頬がほんのり赤くなる。

　もしかしたら離れたシートなのではないかと心配していたのは彼のほうだったのかもしれない。口論をはじめたときにはヒヤッとしたが、じつは仲のいい夫婦のようだ。

「どうもありがとう。ご面倒をおかけしました」

「快適な空の旅をお楽しみくださいませ」

　お辞儀をしてふたりを見送り、すぐ後ろに控えていた桐谷にバトンタッチする。彼は、美羽のやり取りや操作方法を小さなノートにメモしていた。

「藤倉さん、ありがとうございました」

「ううん。次からは平気？」

「はい。しっかりメモも取りましたから、あとで復習しておきます」

　桐谷は元気よく返事をして、その後すぐにやって来たお客様の応対をはじめた。




　午後になり、空港内の人出が一気に多くなる。金曜日のため、週末をどこかべつの場所で過ごす人たちが増えるためだ。

　ロビーで迷子になっている七十代の女性を国際線カウンターまで送り届けた美羽は、視線の遥はるか先にクルーを従えて歩く翔を発見して足を止めた。パリ便の搭乗口へ向かう途中だろう。

　パイロットやＣＡたちが空港内を歩くとそれだけで華やかさがあり、多くの人の注目を集める。みんなが潮が引くように道を譲っていく中を颯爽と歩く彼の姿は、その中でも別格。とても絵になる。

　以前だったら遠目では気づかなかった翔を、すぐさま見つけられるようになったのはどうしてだろう。

　美羽が立ち止まったのはクルー一行が歩く道筋とは少し離れた場所のため、きっと翔は気づかずに通り過ぎていくはず。

　そう予想したが、翔は隣のコーパイにひと言断って道筋を逸れ、美羽のほうに向かってきた。彼の後ろを歩いていたＣＡの視線まで連れてくるからハラハラする。

　決して急がず、余裕のあるオーラをまとう翔が近づくにつれ、なぜか速まっていく鼓動。いっそのこと見なかったふりをして反対方向へ足を向けようとしたが、命じられたわけでもないのに動けない。

　美羽の前で立ち止まった翔が、屈託のない笑みを浮かべる。

「出発前に美羽に会えるなんてラッキーだな」

　そういった甘い言葉は〝責任〟の名の下に紡がれる偽りの愛だ。

「誰かに聞かれたら大変です」

　ドキッとしたのを悟られまいと、態度が素っ気なくなる。

「聞かれたっていいじゃないか。俺はもう隠さなくてもいいけど？」

　こういう話題になると彼は決まってそう反論するが、少しは美羽の立場も考えてほしい。

「ともかく、気をつけて行ってきてください」

「お土産買ってくるよ」

「お土産なんていりません。無事に帰ってきてくださればいいですから」

　すんなりとそんな言葉が出てきて焦った。それもこれも翔が美羽を妻として扱うようになったせいにほかならない。

　翔がふっとやわらかな笑みを零す。

「今の、まさに夫婦って感じだな」

　そう言われると余計に意識して顔が熱くなる。パタパタと手で頬を仰いだら翔にクスクス笑われた。

「けど、夫なら妻にお土産のひとつやふたつ買ってくるものだ」

「無理に夫婦ぶらなくてもいいんです」

「ごくごく自然だよ」

　握り拳を振って力説したが、翔はまったく取り合わない。美羽の声が言葉を理解する脳の回路に届いていないのでは？と疑いたくなる。自然ではなく、必死に責任を取ろうとしているように感じてならないのだ。

　あれから一カ月以上が経つのに、美羽を傷つけてしまったと未だに思い込んでいるのだろう。

　あの夜がきっかけで態度が変わったため、美羽はどうしてもそういう目でしか見られないでいた。

「それから、桐谷と食事なんて行くなよ」

「えっ？」

「朝、誘われてただろ」

　やはり今朝の会話はしっかり聞こえていたみたいだ。

「彼の誘いは挨拶と同じですから」

　呼吸するように誘うのはいつものこと。美羽に対して特別な感情があるわけではなく、ほかの同僚に対するのと同じだ。

「そう思ってるのは美羽のほうだけ。じゃ、行ってくる」

　美羽の脇をすれ違いながら、翔が軽く左手を握る。瞬間、トクンと胸がうずいた。

（次に会えるのは三日後か……）

　小さなため息が零れる。

（ってやだな、今、寂しいって思った？）

　まさかそんなはずはないと、心の動きを全力で否定する。もしもそうだとしたら、それはきっと夫婦ごっこの副作用だろう。ここ一カ月で、翔が美羽の日常に普通に存在するようになってしまったから。

　今のはきっと幻覚の一種だと言い聞かせる。ところが、その日常から抜け出すときを考えて、胸の奥はなぜかざわついた。




　翌日、仕事を終えた美羽は、同期の萌子とふたりでイタリアンレストランへやって来た。

　二十階という高層階にはラグーンを模したプールがあり、ＳＮＳなどでもよく紹介され、女子会などにうってつけのおしゃれな店である。

　店内は満席だが、萌子が予約を入れていたためすんなりテーブルへ案内された。窓のすぐ外には青い光に照らされたラグーンがあり、その向こうにはスカイツリーが見える。真冬でなかったらオープンテラスで食べるのも気持ちいいだろう。

　ピザやパスタはもちろんサラダなどを注文して、ひとまずオレンジフィズで乾杯をする。

「ねぇ美羽、結婚ってどう思う？」

「な、なにをいきなり」

　唐突に聞かれてオレンジフィズを口から噴きそうになった。美羽が隠れて結婚しているなんて萌子は想像もしないだろうが、核心を突かれたように勝手に感じてひとりでドギマギする。

「私もそろそろ結婚を考えてもいいかなーって」

「萌子、彼氏できたの？」

　たしか二年くらい前に別れて、それきりだったはず。そろそろ欲しいなというのが、ここ最近の萌子の口癖だ。

「ううん、親にお見合いしてみないかって言われてね。うちの親、若くして結婚したから、私にも早くって思うみたいで」

「えー！　お見合い!?　どんな人なの？」

　ついウキウキして質問する。

　自分の結婚が〝結婚らしくない〟ため、お見合いからきちんと段階を踏むのが少し羨ましくもある。ふたりでしっかりと愛を育み、相思相愛で結ばれるのは美羽にとって理想だ。

「省庁に勤めてるんだって」

「わ、エリートだね」

　萌子はスマートフォンをバッグから取り出し、写真アプリを開いた。顔写真があるらしい。

「この人」

　萌子が美羽に差し出した画面には、スーツ姿の男性が写っていた。いわゆるお見合い写真のような堅苦しいものではなく、スナップ写真のよう。

「優しそうな人だね」

　写真だけでは断言できないが、穏やかな笑みは好印象だしまじめそうなところもポイントが高い。

「それでどうするの？」

「まだ悩んでるんだけどねー。美羽はもう結婚相手、探してないの？　お兄さんを早く結婚させてあげたいって言ってたじゃない」

「お兄ちゃんの結婚なら決まったの」

　結婚式は四月。つまり美羽たちの離婚もそのあたりの予定だ。

「え？　だって美羽をひとりにできないって言ってたのに？」

　萌子はフォークの手を止めて美羽を見た。

「う、うん。ほら、私も来月には二十六歳になるし、そろそろ大丈夫だって考えなおしたんじゃないかな」

「ようやく妹離れする決心がついたのね」

　美羽が結婚していなかったら、大晴はきっとまだ自身の結婚を先延ばしにしていただろう。そうしているうちに彼女に愛想を尽かされていたかもしれない。

「そういえば、結婚相手には〝一緒にいて楽しい人じゃなくて、いないと寂しいと感じる人を選びなさい〟って昔、誰かが言ってたっけ」

「いないと寂しい人を？」

　聞き返した美羽に、萌子がピザを頬張りながら頷く。

「一時的に楽しい人はたくさんいるけど、離れたらすぐにでも会いたい、寂しいって思える人は本当に大切な人だからって」

　美羽の頭をふと過よぎったのは昨日、翔を空港で見送ったときのことだった。

（たしかに寂しいなって思ったけど……。でもそれは、いるのがあたり前になっているからだよね？）

　自分に聞いてみても、心は深い霧の中。真っ白に霞かすんではっきりしない。寂しいと感じたのはきっと、偽物夫婦なのに翔が自分を妻のように扱うから。心が勝手に本物の夫婦だと錯覚を起こしてしまっただけだ。

　これ以上近づくのは危険。

　警告音が鳴るのを感じながらフォークにパスタを巻きつけていたら、萌子がバッグからなにやら錠剤らしきものを取り出した。

「薬？　萌子、どこか具合悪いの？」

「ううん、女の子の日だから痛み止め。朝飲んだけど効果が切れたみたいで」

　お腹なかをさすってつらそうな表情を浮かべる。

「そっか。お大事にね」

　萌子は生理痛が比較的重いほうらしく、生理がはじまる前日から三日間は毎月鎮痛剤のお世話になっているという。

（……あれ？　そういえば私、今月まだだよね）

　ふと自分の生理が気になった。最後はいつだったか。

（先月は来たっけ……？）

　それすら曖昧。バッグからスマートフォンを取り出して、生理を記録しているアプリを開く。

（えっと……あれ？　先月、記録しそびれた？）

　毎月しっかり記録しているはずなのに、なぜか生理の日が入力されていない。

　最後に来たのはいつか遡ってみたら、なんと二カ月近く前だった。

（嘘……。三週間も遅れてるの？）

　美羽は普段から規則正しく生理が来るタイプで、ずれても二、三日程度。そんなに遅れたことは一度もない。

　――まさか。

　背筋がひやりと凍りつく感覚がした。

（排卵日っていつだったの……？）

　焦る気持ちが指先に伝わり、スマートフォンを持つ手が震える。

　アプリでおおよその排卵日を確認して、さらに愕がく然ぜんとした。

　翔と過ちを犯した日がまさにそうだった。

（で、でも、翔さん、ちゃんと避妊してくれてたし、そんなはずはないでしょ……）

　あの夜、彼はしっかり避妊していた。……と思う。そんな仕草をしていたから。

　だからきっと妊娠とは違う。きっとたまたま遅れているだけ。このところいろいろあったから、ちょっとしたストレスが原因だろう。

　そう自分に言い聞かせる。

「美羽、深刻そうな顔してどうかした？」

　向かいから萌子が心配そうに美羽を見る。

「え？　あっ、ううん、なんでもないよ」

「そう？　顔色が悪いよ？」

　血の気が引いていくのは美羽自身も感じていた。

（でも、たったひと晩で授かるわけないでしょ……。妊娠なんてないない）

　そう否定するのに、鼓動は反比例して速まっていく。耳の奥で共鳴しているみたいにドクドクと音を立てている。

「ちょっと疲れたのかな。で、でも大丈夫」

　笑みを浮かべるが、唇の端が引き攣る。

　スマートフォンをバッグに戻し、ピザに手を伸ばすが、頭の中は生理でいっぱい。絶対に違うと否定しても、もしかしたらという疑惑がひょっこり顔を覗かせる。

「今日も忙しかったもんね」

「うん……」

　萌子に話しかけられてもうわの空。その後は会話の半分も耳に入ってこなかった。




　萌子との食事を終えて自宅マンションへ帰ってきた美羽は、ドラッグストアで買った妊娠検査薬を手にトイレへ駆け込んだ。

　避妊していたから勘違いだとは思うが、念のためはっきりさせておきたかった。不安なままで悩むよりずっといい。

　説明書をよく読み、手順に従い使用する。結果が出るまで三分かかるらしく、それをトイレに置いたまま、リラックスするためにお茶でも飲もうと思い立つ。

　以前、翔が淹れてくれたカモミールティーにしようと電気ケトルにミネラルウォーターを入れてセットした。いつでも好きなときに飲んでいいと彼が言ってくれていたのだ。

　すぐにお湯が沸き、茶葉を入れたティーポットに注ぐ。それを蒸らしている間に、結果を確認しようとトイレへ向かった。

（きっと違うけどね。たまたま周期が狂っただけ。これまで順調だったのが奇跡なの）

　そう何度も頭の中で繰り返しつつ、スティック状の検査薬を手に取る。瞬間、目が点になった

（……え、嘘でしょ）

　心臓がドクンと大きく脈を打つ。

　ふたつある小窓の両方にピンクのラインがくっきりと浮かび上がっていた。

　片方は検査が正常に終わった証、もう片方は陽性の場合にだけラインが出ると説明書に書いてあった。

　ということは――。

「妊娠、してるの……？」

　慌てて説明書を読み返す。しかしどこをどう読んでも、その結果は妊娠を示すものだった。

「う、嘘でしょう!?　……どうしよう！」

　無意識にお腹に触れる。信じがたい状況を前にして、美羽は途方に暮れるほかになかった。




　翌日、幸運にも公休と重なった美羽は産婦人科へやって来た。

　説明書を穴が開くほど読み、そこに〝あくまでも目安です。確定診断は病院で受けてください〟と書いてあったためだ。

　もしかしたら、なんらかの理由でたまたま妊娠したときのホルモンが分泌されたのかもしれないし、検査薬が不良品だったのかもしれない。きちんと避妊していたのだから、妊娠なんてありえない。きっとなにかの間違いだ。

　一いち縷るの望みを託し、問診票を記入し尿検査を受けて待合室で待つ。ラックに並べてある料理雑誌を手に取るが、内容はまったく頭に入ってこない。ただページの上を目が滑るだけで気はそぞろ。まったく集中できなかった。

　しばらくして診察室へ呼ばれ、先生と向かい合う。

　三十代後半くらいだろうか。穏やかな感じのする女性医師が、不安そうな表情を浮かべる美羽に優しく微笑んだ。

「内診をしますので、そこに横になってみましょうか」

　看護師に介助されながら内診台に乗る。体は硬直。恐る恐る足を開き、胸の上で両手を握りしめた。

「本郷さん、見えますか？」

　カーテンの向こうから言われ、ベッド脇に設置されたモニターに目を向ける。

「これが子宮の中になります。赤ちゃんがわかりますか？」

　看護師がモニターの一部分を指で差す。そこには白い物体が映っていた。

「妊娠されていますね」

　ガツンと頭を一発殴られたような衝撃だった。実際、瞬間的に目の前が真っ暗になり、火花が散ったような気がした。

　昨夜、検査薬で一度結果を見ているにもかかわらず、先生の言葉がとてつもない破壊力をもって美羽から言葉を奪う。

「本郷さん？　大丈夫ですか？」

　先生が心配そうに美羽に問いかけた。

「……は、はい」

　声が震えているのが自分でもわかる。いや、声だけではない。体が小刻みに揺れていた。

「黒い部分が胎たい嚢のうで、白いのが胎芽です。ピコピコと小さく点滅しているのがわかりますか？　それが心臓です」

　いきなり見せられた映像に動揺する。

　ここへは、妊娠していない証拠を求めてやって来たはずだった。おめでたの報告は求めていなかった。

　どこかうれしそうに説明する先生と対照的に、美羽は未だに現実が受け入れられない。なにしろほんの数分前までは、疑いこそ持ったものの自分が妊娠しているとは考えもしなかったのだから。

　昨日、生理を思い出すまでは、それこそまったくそんな考えなどなかった。

「大きさはだいたい十ミリくらいですね。あずき程度です」

　小さな存在が今、美羽の体の中に息づいているという。

　先生はエコーの画像をプリントアウトし、美羽に手渡した。

　内診台を下り椅子に座る。

「あの、今……どのくらいなのでしょうか」

「七週ですね。二カ月の後半に差し掛かります」

「えっ、二カ月？」

　生理の遅れは一カ月なのに、妊娠二カ月なのかと聞き返す。

「勘違いされる方もたくさんいらっしゃるんですけど、妊娠の週数は最後の生理の一日目から数えるんですよ」

「そう、なんですか……。……あの、ひとつお聞きしてもいいでしょうか」

　どうぞ、と先生が手をひらりと美羽に向ける。

「避妊していても妊娠ってするんですか？」

「避妊というのはコンドームですか？」

　具体的な名称を口にするのが恥ずかしく、頷くだけで答える。

「コンドームで避妊した場合の成功率は一〇〇パーセントではありません。正しく使用していても三パーセントほどの失敗率はあります。たとえば……」

　装着のタイミングが遅れたり、コンドームの破損に気づかなかったり、精液の漏れ出しがあったりなど、先生がいくつかの例を挙げていく。

　避妊については完全に翔任せだったため、そういったことがあったのかどうかが美羽自身にはわからない。そもそも初めての経験。失敗なく避妊できていたかなんて考える余裕なんてない。

「……本郷さん、望まない妊娠だったんですか？」

　不審に思ったのか、先生が真剣な表情で尋ねる。

「あ、いえ、その……」

「ご結婚されていらっしゃいますよね？」

　カルテを確認してから、もう一度美羽に向きなおる。

　受付で提出した書類に既婚か未婚か記入する欄があり、美羽は当然ながら既婚に丸をつけていた。

「……はい」

　こんな場所で〝じつは離婚前提の結婚なんです〟とは暴露しづらい。しかも普通であれば喜ばしい状況下なのだ。

「旦那様と一度よくお話ししてみてください。もしも人工妊娠中絶という選択肢をお考えであるならば、なるべく早いほうがいいです」

「中絶……」

　とてつもなく恐ろしい言葉に聞こえた。

　先生は、その場合の手続き方法などが書かれた書類と、出産に向けての準備などが書かれた書類を看護師に指示して用意させ、美羽に手渡した。

「妊娠の継続をご希望でしたら母子手帳をもらって、次回は二週間後にいらしてください」

　複雑な表情をした先生は次の患者を呼ぶ準備に入った。










二度目の夜はキスで明ける




　この妊娠は、絶対に知られてはならない。

　処女を奪ったくらいで責任を感じる翔のこと。彼の子どもを身ごもったなんて知ったら、それこそ全力で離婚を阻止するだろう。

　そこに愛はないのに、このまま結婚を継続させるわけにはいかない。

　翌日の夕方、仕事を終えて帰宅すると玄関に翔の靴があった。彼が機長を務めた十三時着の便は定刻通り空港に到着。美羽より早く帰っているのはわかっていたのに、会えるうれしさに鼓動が乱れる。

（もう……だからどうしてそうなるの）

　勝手な動きをする胸をトントンと叩き、少し黙っていてと宥める。

　しかしそれとは逆に、妊娠した事実を隠さなければならない使命感に緊張も走った。

　きっと部屋で休んでいるだろうと静かにリビングへ行ったら、翔はダイニングでコーヒーを淹れているところだった。いい香りが立ち込めている。

「おかえり、美羽」

「た、ただいま。翔さんもおかえりなさい」

「ただいま」

　長時間のフライトを終えた後とは思えないほど爽やかな笑顔を向けられ、言葉がつかえる。頭の中では〝妊娠〟の文字がぐるぐる回っていた。

「美羽もコーヒー飲むか」

「あ、いえ……」

　妊娠を継続するかどうかはわからないが、ひとまずカフェインは控えたほうがいいだろう。

「じゃ、カモミールティーでも淹れる？」

「それも大丈夫です。なにもいりませんので」

　ハーブティーもなるべく控えたほうがいいと、昨夜ネットで調べたら書かれていた。

「どうかしたのか。なんか様子がおかしいな」

「なっ、なんでもないです」

　慌てて首を横に振りながら、無意識にお腹に手をあてる。

　翔が訝いぶかしげに目を細めながらコーヒーカップを片手にリビングへやって来たため、つい逃げるようにして自室に足を向ける。ところが即座に翔に引き留められた。

「少し話そう」

　ソファまで手を引かれ、彼との間をひとり分ほど空けて腰を下ろす。

「フライトお疲れさまでした」

　たった二日会わなかっただけなのに、とても久しぶりのような感覚がする。顔を見ただけで胸の奥が騒がしいのは妊娠を隠しているせいか。

「俺がいない間、なにも変わりはなし？」

「あ……はい」

　大事件が起きているため、目があちこちへ泳ぐのを止められない。

「ものすごく久しぶりのような感じがするな」

　翔も同じように感じていたのだと知り、脈がひとつ乱れた。頭とちぐはぐな動きをする心を制御するのが、この頃とても難しい。

　予想外の妊娠という一大事に見舞われ、ものすごく心細かった。つわりはなく、妊娠している実感もない。お腹に宿った命をどうしたらいいのかわからず、今も大きな不安の中にいる。

「少しは寂しかったか？」

「……寂しかったです」

　勝手に動いた唇に自分で驚き、ハッとして口を押さえた。

（今、私、なんてことを言ったの……！）

　オロオロして視線が彷徨い、どう訂正しようかと焦りに焦る。

「あ、いえ、そのっ、今のは違うんです」

　寂しかったなんて、とんでもない失言だ。妊娠に心が惑い、言葉のチョイスも間違える。

　翔は一瞬だけ見張った目を細め、ふっと息を漏らした。

「どう違うか教えてくれる？」

　小首を傾げ、繰り出される彼の流し目はとても危険だ。

　翔は腰を浮かせ、美羽との間に空いていたスペースを詰めた。

「ふ、夫婦らしく振舞ってみたんです。そう言ったら奥さんっぽいかなって。だからその――」

　それとなく距離を取ろうと腰を上げようとしたら、腕を掴まれてぐいと引き寄せられた。

　奥さんっぽくしようなんてこれまで実践してこなかったくせに。言い訳も甚だしい。

「夫婦らしくするなら逃げるのはおかしくないか」

　そのまま腕の中に抱き込まれる。

「そう、でしょうか」

「それにおかえりのキスもまだだ」

　翔は美羽を引きはがし、触れるだけのキスをした。

　この一カ月間、何度となくそうされてきたが、美羽はそのたびに息が止まりそうになるほどドキドキさせられている。夫婦らしくするためのエッセンスだと頭で理解していても、容姿も肩書も最上級の男にキスされて心を揺らさない女性はきっといない。

　でもふたりの関係は偽物夫婦。この胸の高鳴りが〝好き〟に変わらないように念じ、抑え込むのに必死だった。

「これから食事行こうか」

「だけど長時間のフライトでお疲れですよね」

「かわいい奥さんのキスでチャージしたから全然」

　恥ずかしげもなく言われて顔がみるみるうちに熱くなっていく。心の伴わないセリフに容た易やすく翻弄され、美羽は彼の手の平で軽く転がされているのだ。

「でもやっぱり私が作ります」

　宣言した瞬間、翔はパッと顔を輝かせた。

　妻らしく振舞おうというつもりはない。ただ、フライトで絶対的に疲れがたまっている翔を休ませたかった。

「それはうれしいね」

「あまり期待はしないでください」

　翔の帰国に合わせ、じつは昨夜のうちにローストビーフを仕込んでいた。なにかしていないと妊娠にばかり気が取られ、にっちもさっちもいかなくなる。気を紛らわせるために料理に打ち込んでいたのだ。

「美羽が出してくれるものならなんだっていい」

「納豆でも？」

　わざと意地悪で言ったら、翔がさらにその上手を行く。

「卵かけご飯でもいい」

「本気でそうしちゃいますよ？」

「いいよ。美羽が出してくれるものなら全部ご馳走だ」

　この人はいったいどこまで夫婦らしい演技をするつもりだろう。新婚ならではのセリフにどぎまぎさせられ、上手な切り返しができない。

「で、では準備してきますね」

　そそくさと立ち上がってキッチンへ急いだ。

　ローストビーフはすでに完成していたため、ミネストローネとミモザサラダを手早く作り、テーブルに並べていく。

　その間、翔はリビングで本を読んでいた。料理が並んだ気配を感じ取ったのか、ダイニングにやって来る。

「短時間で作ったように見えないご馳走だね」

　テーブルを見て翔が目を見張る。

「おいしいかどうかの保証はできないので」

「いや、絶対においしいはずだ」

「食べる前からハードルを上げないでください」

　美羽の抗議に翔がクスッと笑う。「ワインを開けよう」とワインセラーからボトルを一本取り出してきた。向かい合って座り、準備したグラスに注ぐ。

「ごめんなさい、ワインはよしておきます」

「体調でも悪いのか？」

　美羽の分のグラスにボトルを傾けようとしたまま、翔が心配そうにする。

「そういうわけではないのですが……」

「それじゃなにかべつのものにしよう」

「自分で取ってきますから」

　立ち上がった翔を制して冷蔵庫へ向かう。取り出したのは水出しで作ったお茶のボトルだった。

「それはなに？」

「ルイボスティーです」

「珍しいものを飲むな」

　翔はルイボスティーをワイングラスに注ぎ、美羽の前に置いた。

「じゃ、乾杯」

「無事帰国を祝って？」

　グラスを持ち上げた翔に問いかける。

「それと俺の誕生日も」

「えっ！　今日お誕生日なんですか!?」

　思いがけない記念日が飛び出してきた。

　あまりにも驚いたせいで椅子まで揺らし、ガタンと大きな音を立てる。

「一応ね」

「ごめんなさい！」

　いくら仮面夫婦とはいえ夫の誕生日を知らないなんて失礼極まりない。

「気にしなくていい。祝うような歳でもないし」

「だけど、なにも用意してなくて……。あっ、だから食事に行こうって」

　ハッとして口を押さえる。

　高級ホテルや一見さんお断りの料亭で、豪華にディナーを食べたかったのかもしれない。それなのに半ば強引に自分の手料理を押しつけてしまった。それも高級料理とは程遠い料理を。

「そういうわけじゃないよ。美羽の手料理のほうが俺はいい」

　それは美羽を気遣った言葉にほかならない。

　今日誕生日を迎えた人にプレゼントを用意していないどころか、気まで使わせてしまった。

「なんだかほんとにごめんなさい。明日ケーキを買ってきます」

　一日遅れでも、なにもないよりはいい。

「そんなに気になるなら美羽の誕生日に一緒に祝おう」

「私の誕生日に？」

「来月の十五日」

　ドンピシャで当てられたため目を見開く。まさにその通りだ。

「知ってたんですか？」

「婚姻届を書いたときにチェック済み」

　美羽だって婚姻届は見ている。それなのに夫となる翔の誕生日を覚えようとしないどころか、目も向けなかったなんて。

「……私、本当に失礼ですね」

　いくら紙切れだけで繋がった夫婦とはいえ最低だ。

「今日の分しっかり祝ってくれるのを期待してるよ」

「なんだかプレッシャーです」

「それが狙い」

　ふたりで笑い合いながら、翔の誕生日を祝ってグラスを傾ける。

「早速いただこう」

　翔はローストビーフにナイフとフォークを伸ばした。

　口に合わなかったらどうしようかとハラハラしながら彼の反応を待つ。翔が料理上手だから余計に心配だ。あんまり凝視したせいで「じっと見られると食べづらい」と笑われてしまった。

　それでもめげずに見続ける美羽の前で、翔がナイフで切り分け口に運ぶ。

「……どうですか？」

　待ちきれずに聞いたら、翔は「おいしい」と実感を込めて言った。

「よかった。じつは初めて作ったので心配だったんです」

「俺は実験台だったのか」

　ホッとしてふぅと息を吐いたら、翔がおどけた口調で文句を言う。

「舌が肥えた翔さんを唸らせられれば、どこに出しても恥ずかしくないですから」

「どこの誰に作るつもりだ。俺以外にはダメだろう？」

　翔は美羽に対する責任を愛と思い込もうとしているだけ。そんな言葉に流されてはダメだ。曖昧な笑顔で返し、美羽もナイフで切り分けて頬張った。




　食事を終え、後片づけを済ませた美羽がリビングへ戻ると、翔はやけにニコニコしながら「おいで」と手招きをしてきた。大きな紙袋をフロアに置き、美羽をソファに座らせる。

「これ、約束のお土産」

「……こんなに？」

　チラッと中を覗いたら、ラッピングされたものがいくつか入っていた。それもひとつやふたつどころではない。たしかにお土産を買ってくると言ってはいたが、ひとり分の量ではないのだ。

「どれがいいか迷いに迷って、結局全部買った」

「いくらなんでも買い過ぎです」

「以後気をつけるよ。とにかく出してみて」

　ちょっとバツが悪そうにしながら、翔が紙袋ごと美羽の膝の上にのせる。

　上からひとつずつ取り出してリボンを解いていくと、ブランド物のバッグやアクセサリーが次から次へと出てくる。しかも普段、美羽が好んで使っているブランドだ。

「……ありがとうございます」

　美羽の好みのものを選んでくれた気遣いに心が揺れる。

「あれ？　これって……」

　一番下に入っていたお土産のラッピングを解いた美羽は、姿を現した箱を見てテンションが一気に上がった。美羽の大好きなモデルプレーンだったのだ。

　エアフランスのＡ３１９。フランスで生産され、日本に出回っていないものだから一大事も同然である。

「えーっ！　嘘みたい！」

　箱を手にしたまま声が弾む。

「それが一番うれしそうだな。お土産の中でも安い部類なんだけど」

「でもこれ、生産数が少なくて日本では手に入らないものなんです！」

　珍しいモデルではないが、世界中で人気のキャラクターとコラボした機体にはそのイラストが描かれている。

　ネットにあげられている画像を見て〝いいなぁ〟と羨んでいたものを今、手にしているなんて信じられない。つい興奮して翔に力説する。

「それはよかった。喜んでもらえて光栄だよ」

「本当にありがとうございます！」

　そこでふと大事なことを思い出した。

「……ごめんなさい。翔さんの誕生日プレゼントも用意してないのに私ばっかり」

　これではどちらが誕生日かわからない。

　先ほどの高いテンションはいったいどこへ。シュンと肩を落とし、情けなく眉尻を下げる。

「美羽の誕生日と一緒に祝おうって決めただろう？　気にするな」

「……わかりました。それじゃ、翔さんの希望をできるだけ叶かなえるように努めます。なんでも言ってください」

「それは頼もしいね。楽しみに待つとしよう」

　翔に髪を優しく撫なでられてうれしい反面、こうしたやり取りをするのも残りわずかだと思うと妙に寂しさを覚えた。




「やっぱりカッコいいな」

　お風呂を済ませた美羽は、先ほどもらったばかりのモデルプレーンをいろんな方向からじっくり眺めたあと、自室のコーナーに早速並べた。二〇〇分の一スケールだから三十センチはあるだろうか。結構な大きさだ。

「……そうだ。この前のあれ、翔さんにあげようかな」

　ふと、奥に並んでいるモデルプレーンを手に取る。オーシャンエアラインの三〇〇分の一スケール、翔が初めて操縦したと言っていたモデルだ。誕生日プレゼントの代わりにはならなくても、なにもあげないよりはいい。

（翔さんも気に入っていたみたいだったもんね。もしかしたら喜んでくれるかもしれないし）

　自分勝手な解釈をして部屋を出る。リビングやダイニングに姿がなかったため、寝室に向かう。美羽のすぐあとにお風呂に入ったから、もう出ただろう。

　ノックをしたらすぐに彼がドアから顔を出した。

　ボタンをふたつほど外し、パジャマから胸元を覗かせているため目のやり場に困る。まだ少し濡れた髪や全身から立ち上る色香にノックアウトされそうだ。

「どうした？」

　美羽が手にしていたものを見て目をまたたかせる。

「これをどうぞ」

「美羽の大事なコレクションじゃないか」

　モデルプレーンと美羽の間に視線を行き来させる。

「そうですけど、もらってください」

「本当にいいのか？」

「はい。あ、でもこれを誕生日プレゼントの代わりにしようって策略じゃありませんから」

　急いで釈明する。紙袋にいっぱいのお土産をもらっておいて、自分の持ち物をお返し代わりにするわけではない。

「いや、これはこれでうれしいよ。ありがとう」

　社交辞令のひとつかもしれないが、翔は喜びに溢あふれたような笑みを浮かべた。

「じゃ、美羽にディスプレイしてもらおうか」

　ドアを大きく開き、美羽を中に誘おうとする。

「私が？」

「どこに飾ったらいい？」

　おいでと、美羽の腕を引いて部屋に引き入れた。

　今のようにドアから中を見ることはあっても、足を踏み入れたのは初めて。わけもなく緊張して体が硬くなる。

「それは……翔さんのお好きなところにご自由に」

　十四畳くらいあるだろうか。アイボリーの壁にベージュの落ち着いた雰囲気のファブリックでありながら、アクセントカラーとしてベッドカバーにパープルを使っているせいか、ゴージャスな印象もある。

「そんな冷たいことを言うのか」

　そう言われると肩身が狭い。なにしろ美羽はブランド物のバッグ類はもちろん、大好きなモデルプレーンをプレゼントされた身。突き放したような言い方は、彼の言うように冷たさ満点だ。

「……では、ここに」

　なにも考えず、いや考えられずに部屋のコーナーラックにポンと置く。そこにはスタンドライトや本が何冊か立て掛けてあった。

「今、適当に置いただろ」

「いえ、そんなことは……」

　ギクッとしつつ否定する。バレバレとは情けない。

「でも、たしかにそこが一番いいな」

　美羽の背後で翔がピタッと足を止める。

　なんとなく緊張を強いられて体に力が入った瞬間、後ろから彼に抱きすくめられた。ふわっとシャンプーの香りが漂い、トクンと心臓が跳ねる。

「今、何時か知ってる？」

「……十一時……半、でしょうか」

「そんな遅い時間に男の部屋に来るんだから、なにが起こってもいい覚悟があるってことだ」

　囁いた吐息が耳元にかかり、背筋が泡立つような感覚になる。

「で、でも翔さんは夫ですから」

「そう、俺たちは夫婦だ。だから今夜はこの部屋で一緒に寝ようか」

　優しい口調の中に抗えない強さを感じて、鼓動がスピードを上げていく。

「でも……」

　ここで一緒に寝るといったら……。

　どうしたってパーティーの夜を思い出す。

「希望を叶えてくれると言ったのは、俺の聞き違いだったか」

　美羽の誕生日に、一緒に翔の誕生日も祝いなおそうと決めたときのことだ。

　あのときはその場のノリもあったが、本当にそうしたかったのは事実。

「じゃあこうしよう。俺の誕生日が終わるまででいい」

　美羽が返答に困っているのが伝わったのか、翔が妥協案を提示した。

「……誕生日が、終わるまで？」

　聞き返した美羽の肩を掴み、翔がくるりと反転させる。真向かいに立った彼は美羽の顔を覗き込んだ。

「午前〇時まで一緒にいよう。おいで」

「ぁっ」

　ベッドまで手を引っ張られる。勢いでストンと座ったら、そのまま毛布の中に引きずり込まれた。

　ベッドサイドに手を伸ばし、翔がリモコンで部屋の明かりを落とす。ふっと暗闇に包まれ、翔の体温と香りが美羽を包み込んだ。

　向かい合って横になり、美羽を逃がすまいと翔の両腕が抱き込む。美羽は両手を胸の前で小さくまとめていた。

　静けさが舞い降り、次第に目が暗闇に慣れてくると、彼の喉仏がすぐそばにあるのがわかる。首筋が脈を打っているのも見え、それが美羽と同じように通常よりも速いリズムを刻んでいるような気がした。

（翔さんもドキドキしてるの……？）

　まさかそんなはずはないと打ち消すが、自分の心音と共鳴しているのは錯覚に思えない。それがわかると余計に緊張して、息をひそめ体が強張る。

「美羽」

　甘さを秘めた声色で呼ばれ、胸の奥がきゅうっと詰まる。なにも返せず、ただじっと動かずにいたら、もう一度同じように呼ばれた。

　翔の手が髪を撫で、そこから頬へ移動する。優しく導かれるようにして顎を持ち上げられ、彼の顔が近づいてきた。

「キスくらいは許せ」

　答えるまでもなく唇が重なる。

　強引なのに嫌じゃない。夫婦ごっこの世界に入り込み、役柄になりきっているのか、むしろうれしいと感じてしまう。

　合わせていた唇が熱を持つのは必然。彼の舌は呆気なく侵入を果たし、美羽の口腔内を蠢うごめきはじめた。

　ゆっくりと焦らすように舐め回され、唇の隙間から吐息が零れる。それも単なる息漏れどころではなく、鼻にかかって甘い。

　翔は胸の前で所在なさげにしていた美羽の手を自分の背中に回させた。

　密着度が高まり、胸の高鳴りも増していく。キスの合間に漏れる吐息の熱さに目眩を起こしそうになる。

（あと何分こうしていられるのかな……）

　言葉を交わさず、ただキスだけにのめり込む。翔のパジャマをギュッと握り、彼の舌によって与えられる刺激にひたすら溺れた。

　このままずっと……。

　そう願ったそのとき、不意に彼がキスを解く。

　午前〇時。ベッドサイドのデジタル時計がそう指し示していた。

「約束の時間だ」

　まるで死刑宣告でもされたような気がした。

　これ以上、一緒にはいられない。そう突き放された感じがして、ひどく悲しいのはなぜ。

　そんなの簡単だ。もっと一緒にいたいから。このままここに彼といたいから。

　夫婦ごっこの妻という役柄が憑ひょう依いしただけなのかもしれない。翔の色香に惑わされて、場の雰囲気に流されているだけなのかもしれない。

　でも、そばにいたいという想いは誤魔化しようもなかった。

　翔の腕が美羽を解放する。

「今すぐ俺から離れないなら、ここから帰さない」

　思えば美羽はいつも、翔にふたつの選択肢を与えられてきた。

　契約結婚するかしないか。突き飛ばすか否か。

（離れなければ、今夜は翔さんのそばにいられるの？）

　刹那的な想いが美羽を翻弄する。

「……あんなキスをしておいて、そんな意地悪な選択をさせないでください」

　彼のパジャマをギュッと握った瞬間、もう一度ふわりと抱きしめられた。

「出て行かなくていいんだな？」

　彼の腕の中でコクンと小さく頷く。でも、体の震えは止まらない。

「心配するな。今夜はこれ以上なにもしない」

　それはたぶん、あの一夜で懲りたせい。欲望に任せて迂う闊かつに手を出し、気持ちのないセックスをするという罪を重ねないため。

「そのかわり……」

　薄暗闇の中、彼の瞳に宿った熱にはどんな意味があるのか。その熱に惑わされてはいけないのに、胸は急加速で高鳴っていく。

「翔さ――」

　名前を呼んだ瞬間、言葉ごと奪うようなキスをされた。

　さっきまでのキスが〝静〟だとしたら、今のキスは〝動〟。唇を食みながら吸われ、息を吸おうとしてわずかに開いた隙間から一気に彼の舌が挿入される。まだ熱の冷めていない唇に早くも火がついた。

「……っふ」

　翔は美羽の頬を撫で、髪をすき、キスの温度を上げていく。

「美羽、舌を出せ」

　とろけるほど甘い声で出される指図に抗う術すべはない。先のほうだけ出した舌を彼の口腔内に引き込まれ、強く吸われた。

　交わる吐息が熱くて、意識が遠のきそうになる。

　キスで浮かされ、甘い吐息が唇から零れていく。

　思いがけず訪れたふたりの時間に、美羽は心を大きく揺さぶられたのだった。










大きな秘密と大切な命




　大きな秘密を抱えたまま、時間がいたずらに経過していく。お腹の中に宿った命は、日を追うごとに美羽の中で大切な存在になりつつある。

　それと同時に、翔に対する気持ちは目を逸らせないほど大きくなっていた。離婚はすぐそこまで迫っているのに心はどんどん囚われ、好きだと認める以外になかった。

　そもそも契約的な結婚とはいえ、憧れの人にキスをされ、甘い言葉で抱かれて気持ちを制御できるわけがない。好きになったらいけないと制している時点で、とっくに好きになっていたのだ。

　婚活パーティーの日に彼の提案に乗った軽率な自分が恨めしくて、美羽は深いため息をついた。

「美羽が仕事中にため息なんて珍しい。なにかあった？」

　一緒にゲート業務に就いていた萌子が心配そうに美羽を見る。

「あっ、ごめん。なにもないよ」

「そう？　さっきからしんどそうだけど？」

「ううん、お昼に食べ過ぎちゃったのかな」

　胃のあたりを押さえてはぐらかす。

「それならいいけど。具合が悪かったら言ってね」

「ありがとう」

　萌子の優しい言葉に笑い返し、気を引きしめなおす。

　午後一番の大おお阪さか行きは、ビジネスマンの多い午前中の便のような慌ただしさはない。乗客の搭乗がはじまるおよそ四十分前、ブリーフィングを終えたクルーたちが歩いてきた。

　その先頭を歩く人物が誰なのかを認識する前に、心臓が先に反応する。自宅でスタンバイしているはずの翔だった。

　キス止まりとはいえ一緒に朝まで過ごした日から三日、美羽は颯爽と歩く彼の姿に釘づけになった。

「あれ？　大阪便、本郷さんが乗るのかな」

　萌子が手元のパソコンを操作して状況を確認する。朝一で確認したときには翔の名前はなかった。

「あ、機長が体調不良で交替したんだね」

　モニターをチェックした萌子は、搭乗クルーの中に翔の名前を確認したようだ。

　ゲートまでやって来ると、翔はコーパイ以下ＣＡたちに先を譲り、足を止めた。

「この便、本郷さんに代わったんですね」

「急きょ任されたんだ」

　萌子の言葉に翔が返す。

　翔と美羽たちをチラチラと横目にしながら、クルーたちが機内に乗り込んでいく。どこにいても注目の的である翔がそばにいるときほど、居心地の悪いものはない。彼が誰と話したかという情報が、またたく間に広がるからだ。相手が女性ならなおさら。

「それじゃ、乗客のアテンドをよろしく」

「お任せくださいませ！」

　元気よく答える萌子の隣で、美羽は会釈だけした。顔を上げたときに翔と目が合い、ぎこちなく逸らす。その背中をぼんやりと見送っていたら、萌子に肘で小突かれた。

「やっぱり本郷さんって素敵だよねー。彼の乗る便の案内だと、俄が然ぜん張りきっちゃうなぁ」

　萌子はご機嫌な様子で搭乗アナウンスの準備をはじめた。

　彼にとってこの結婚は、あくまでも本当の結婚回避のため。一度目の過ちも、二度目にキスで明けた朝も、かりそめの夫婦の間に起きたハプニングのようなもの。

　彼は残りの期間で美羽を振り向かせると意気込んでいるが、それは自らの過ちを償うため。結婚生活は予定通り、大晴の結婚式を無事に見届けたら終わらせなければならない。

　まだぺったんこのお腹を無意識に撫でる。芽生えつつある母性と先行きの不安との狭はざ間まで、美羽の心は激しく揺れた。




　搭乗アナウンスを終え、乗客を出迎えて機内に案内していく。すべての搭乗が済み、ゲートが閉じられた。

　大きな窓の向こうで離陸準備を終えた機体がターミナルビルからゆっくりと離れていく。大きな機体を自在に操っているのが翔だと思うと、胸の奥がなんともいえずそわそわする。本物の妻ではないのにパイロットの彼を誇らしいなんて図ずう々ずうしい。

　滑走路に向かって走行していくコックピットの中で、ふと翔が手を振っているのに気づいた。

　ドキッとしつつ、ぎこちなく手を振り返す。その表情まではわからないが、じっと見つめられているように感じて頬が熱くなった。

　いよいよ真横を向いた機体の全貌が美羽の前に現れる。その美しさに見惚れるのはいつもだが、今日はそれ以上の胸の高鳴りとなんともいえない複雑な想いが交錯した。




　数日後。

「藤倉さんが連日休憩室にいるなんて珍しい」

　隅のテーブルでひとりお弁当を広げている美羽に声を掛けてきたのは、チーフの百合香だった。「ここ、座っていい？」と美羽の向かいの席を指差す。

「もちろんです」

「展望デッキはもういいの？」

　美羽が展望デッキでランチをとっているのは、グランドスタッフの間では有名な話である。雨や雪さえ降っていなければ必ずといっていいほどそこにいるため、ここ最近休憩室にいるのが不思議なのだろう。

「暖かくなるまで控えようかと思いまして」

「そうだよね。この時季は極寒だから食べてるどころじゃないでしょうし」

　本音を言えば寒かろうがそこで食べたいのはやまやま。でも体のことを考えると躊躇われる。

「って、藤倉さん、お昼はサラダだけ？」

「あ、はい……」

　美羽のお弁当箱を百合香が二度見する。生野菜だけを詰め込んだサラダは、ドレッシングもあまりかけていない。

「ちょっと食欲不振で」

「じゃ、あったかいお茶でも淹れてこようか」

「あっ、大丈夫なんです。お茶ならここに」

　ステンレスボトルには冷たいルイボスティーを入れてある。

　妊娠を告げられた直後はまったくなかったつわりが、ここ数日のうちにはじまったようなのだ。味の濃いものやあたたかい食べ物を受けつけなくなった。

　社員食堂で食べられるものがなく、独特の匂いや人混みも苦手になってしまった。そのためこうしてサラダを持参して、人の少ない休憩室でとるようにしている。

　自宅でもこのところずっと生野菜ばかり。吐き気がないのは助かるが、胃のあたりがずっとムカムカしている。

「ね、藤倉さん、ひとつ聞いてもいい？」

　百合香が真剣な表情をして美羽を見る。

「なんでしょうか」

「違っていたらごめんね。もしかして妊娠してる？」

「えぇっ!?」

　あまりにも驚いて大きな声になった。

「最近ずっと元気がないし、顔色も悪いなって思ってたの。それに少し痩せたでしょ。食欲不振で冷たいものばかり食べてるのって、私のときと同じだから」

「兼平さんもそうだったんですか？」

　自分と同じだったという言葉に乗せられ、思わず口走った。

「やっぱりそうなのね」

　そう言われて自分の問題発言に気づく。

「あっ、いえ、違うんです。そうじゃなくて、兼平さんのときはそうだったんですね、という単なる世間話です。ほんとに――」

「そんなに慌てなくても大丈夫」

　大慌てで否定するが、百合香はお見通しらしい。取り乱す美羽と対照的に、慈悲深い笑みで宥める。

　たぶん彼女には嘘をつき通せない。いくら誤魔化しても無駄だろうと即座に察する。妊娠経験者だからなおさらだ。

「それで体は大丈夫なの？」

　優しい口調が心に染みた。

　妊娠を知ってから今日までずっとひとりきりで抱え込んできたため、百合香のそのひと言が美羽の胸を震わせる。翔にはもちろん両親にも言えず、ひとりぼっちだった。

　どうしたらいいのかわからなくて、心細くて、誰かにすがりたかった。

「……兼平さん」

　なんとか開いた口から漏れたのは、情けないほど震えた声だった。

「どうしよう……」

　ポタリと涙まで零れる。

「えっ、藤倉さん、ちょっと待って」

　泣くつもりなんてなかったのに、さらにもう一滴涙が頬を伝った。すぐにハンカチを取り出して涙を拭ったものの、泣いた事実はもう消せない。

　急いで美羽の隣の椅子に移動した百合香が、背中を優しくさする。

「ここじゃゆっくり話せないだろうから、仕事が終わったら話を聞かせてくれる？」

「でも、兼平さんは保育園のお迎えが」

　時短勤務にしているのはそのためだ。

「後輩の一大事なんだもの。そっちは夫に任せるから心配しないで。子どもの面倒は妻だけに課せられるものじゃないでしょ？」

　百合香の夫はオーシャンエアラインの人事部に所属している。翔とは同期入社で、ただひとり、美羽たちの契約結婚を知っている人物でもある。他言無用と念押ししているから、妻の百合香も知らないだろう。

「ご迷惑をおかけして申し訳ありません」

「謝らないの。それじゃ仕事が終わったら、じっくり話を聞かせてね」

「はい」

　気を取りなおして食事を続ける。向かいの席に戻った百合香とふたり、その後は他愛のない話をして休憩時間を終えた。




　その日の夕方、仕事が終わった美羽はマンションの最寄駅にあるカフェに百合香とふたりでやって来た。空港の近くでは落ち着いて話せる内容でないため、百合香の提案でその店になった。偶然にも、彼女の住むマンションはそこから二駅先と近い。

　百合香はホットカフェラテ、美羽はノンカフェインのアイスコーヒーを注文して、窓際の隅のテーブルに腰を落ち着ける。

「ここならゆっくり話せるかな？」

　百合香は向かいの席でカフェラテに砂糖を入れてスプーンでかき混ぜた。

　美羽が話しやすいように優しげな雰囲気を作ってくれているのは、声の調子からわかる。

「今、何週なの？」

「九週に入るくらいだと思います」

　病院で診断されたときには七週で、そこから約十日が経っている。

「相手には？」

　首を横に振って答える。

「でも話さないわけにはいかないでしょう？　子どもはひとりでできるものじゃないんだから」

「だけど彼はしっかり避妊していたんです。それなのに妊娠しちゃって……」

「そうだとしても藤倉さんひとりの責任じゃないよ。ふたりの間で結婚の話をしたことは？」

「結婚は……」

　百合香の質問に答えられず口ごもる。結婚の事実を話すか否か、高速で回転する思考回路。忙しなく動くくせに収拾がつかずに右往左往した。

「話題にあがったことはない？」

「結婚は、その……じつはしてるんです」

　勢いをつけてひと思いに白状する。

　忙しい百合香がこうして時間を取ってくれているのに、嘘をついて相談に乗ってもらうのはフェアじゃない。

　百合香の目が点になった。

「えっ……藤倉さん、結婚してたの？」

「隠していてすみません」

　テーブルに頭をつけるほど下げる。

「なんだ、それなら旦那様に黙っている必要も、悩む必要もないじゃない」

「それがそうはいかないんです」

「……どういうこと？」

　百合香は目をまたたかせて首を捻ひねった。

　美羽の言わんとしていることが理解できないのは当然だろう。結婚していれば子どもができるのは自然な流れ。それなのに夫に話せず、涙を零すほどに悩んでいるなんて状況が理解できないはずだ。

　このまま百合香に真実を打ち明けずにいたら相談に乗ってもらえない。幼い子どもと過ごす貴重な時間を美羽のために割いてくれているのだ。正直に話す以外にないだろう。

「じつは離婚を前提とした契約結婚なんです」

　百合香の表情がにわかに険しくなった。眉根を寄せ、首を少し捻る。

「ちょっとよくわからないんだけど」

　訝しがる百合香に、美羽は兄との過去から結婚に至った経緯を話しはじめた。

　相手が翔だと知ったときには落ちてしまいそうなほど目を見開き、しばらく呆然とするほど。人事部のマネジャーを務める百合香の夫だけはふたりの結婚を知っていると告げたときには、「ええっ!?」と素っ頓狂な声を上げた。

　いつも冷静で凛とした雰囲気の百合香が、椅子から転げ落ちそうなくらいの驚きぶりだ。

「だけどそれならなおさら本郷さんに話さなきゃダメ。離婚前提だと自分から持ちかけておいて藤倉さんと関係を持つなんて」

「でも無理やりではなかったんです」

　急いで訂正する。翔ひとりの責任ではない。

「それに彼はちゃんと避妊をしてくれていましたから。私が不慣れだったからきっと……」

　避妊は彼が子どもを望んでいない証拠。離婚を取りやめようと言いだしたのも、処女だった美羽を傷つけたと思い込み、好きになろうと努力しているからだ。

「藤倉さんが不慣れだとかそういう問題じゃない。彼との子どもが今、たしかにあなたのお腹にいるの。本郷さんにも責任がある」

「その責任を感じてほしくないんです」

　ただでさえ美羽の初めてを奪ったことを気にしている彼が、妊娠を知ったらもっと重い責任を背負い込んでしまう。

「そうは言っても実際に責任はあるんだから」

「子どもを理由に彼を繋ぎ止めたくないんです」

　だからこのまま隠し通したい。もう自分のせいで誰かに責任や義務を負わせるのは嫌。大晴のように何年も縛りつけたくないのだ。

「ひとつ聞いてもいい？」

　百合香がテーブルに両腕をついて身を乗り出す。

「……はい」

「藤倉さんは本郷さんをどう想ってるの？」

　ストレートな質問をぶつけられ、瞬間的に息が止まる。瞳が大きく揺れ、視点が定まらなくなった。でもここで百合香に嘘はつきたくない。

「……好きです」

　自分の気持ちを言葉にしたのは初めてだった。小さい声だけどきっぱりと。

「子どもはどうしようと考えてる？」

　病院で妊娠を告げられたときには気が動転して、どうするか考えられなかった。でも日が経ち、つわりという形で体に変化が現れてきた今、小さな存在に途方もない愛しさを感じている。

　一枚だけもらったエコー写真を何度も見返しては、お腹に手をあてる毎日。人工妊娠中絶の選択肢は頭から綺麗さっぱり消えていた。

「産みたいです」

「それならやっぱり本郷さんに話さなきゃ」

「それは……できません」

　自分でも意地っ張りだと思う。だけど彼を好きだからこそ、子どもを理由にしてそばにいられない。

「藤倉さんって意外と頑固だったのね」

　それまで真剣な表情を貫いていた百合香が、ふっと頬を緩める。諦めにも似た表情だった。

「だけど、ひとりで産んで育てていくのは簡単じゃないの。夫婦揃っていたって毎日てんやわんやなんだから」

「そうですよね……」

　まさに今そんな事態に直面している百合香の言葉には重みがある。ひとりで育てていく厳しさも頭ではわかっているつもりだ。きっと美羽が今考えているより遥かに険しい道だろう。〝大変〟などという言葉で片づけられないほどに。

「藤倉さんが悩んでいるのはわかった。本郷さんとのことは納得できないけど、妊娠や出産のことだったらなんでも聞いて。いろいろアドバイスできるから」

「ありがとうございます」

　ほかに相談できる相手がいないため、とても心強い。両親にもまだ話せないため、頼れる人は本当にいないのだ。

「それから、仕事は立ち仕事じゃなく座ってできるコントローラー業務に配置換えしましょう」

　コントローラー業務とは、バックオフィスで各便の運航状況や旅客情報を把握し、関連部署や担当者へ適切な指示を出すなど、グランドスタッフ全般をコントロールする業務である。

　正直言うと、このところの体調の変化でカウンター業務やロビー業務が少し負担だったため、とてもありがたい。

「ですが、妊娠のことは」

「もちろんわかってる。誰にも言わないから心配しないで。夫にも話さないから」

「ご迷惑をおかけします」

　頭を深く下げる。美羽の秘密を知った百合香にも負担を掛けてしまった。

「兼平さんにお話を聞いていただいて気持ちがとても楽になりました。泣いたりしてすみません」

　自分ひとりで抱えるには大き過ぎるため、誰かに共有してもらえて肩が少し軽くなった気がする。当然ながら実際に軽くなったわけではなく、秘密を背負い込む覚悟は日に日に重くなっているのだけれど。

「妊娠中は情緒が不安定になるものだから気にしないで」

「そうなんですか？」

「うん。感情の起伏が激しくなるの。私も泣いたり怒ったりして、悟さんをよく困らせたっけ」

　いつも落ち着いて冷静な百合香が、泣いたり怒ったりするような取り乱し方をする姿は想像できない。職場だからあたり前かもしれないが、私生活でも常に凛としている印象だ。

「だけど私は、彼に話さないっていうのは反対だからね？　もう一度よく考えてみて」

　百合香は眉根をキッと寄せシビアな顔をする。でもその表情はどこか優しくて、子どもに諭すような口ぶりだった。

「離婚前提の結婚を申し込んだ本郷さんもちょっと頭に来るし」

「私も困っていたので、彼のせいじゃないんです。ですから本郷さんをあまり悪く思わないでください」

　翔ひとりが悪者にされるのはいたたまれないため、慌てて取りなす。この結婚はふたりの同意のうえで成り立ったものだから。

　あのとき美羽は本当に困っていたのだ。今だって翔には感謝している。彼があそこで〝プロポーズ〟してくれなかったら、きっと今も美羽は結婚相手を探して奔走していただろう。兄の結婚も遠のいていたはず。

「そんなに一生懸命庇かばうなんて、本郷さんを本当に好きなのね。でも、健気でかわいい藤倉さんをここまで悩ませて、やっぱり本郷さんには頭に来る」

　結局、翔に対する怒りは振り出しに戻ってしまった。

「その反面、ふたりの結婚を妻の私にもしっかり黙っていた悟さんは、ちょっと誇らしいな。でも、だからこそ藤倉さんの妊娠のことは彼にも絶対に話しません。心配しないで」

「ありがとうございます」

　百合香は優しく笑い、すっかり冷めきったカフェラテを一気に飲み干した。




　翔の母、有ゆう子こが彼に伴われてマンションを訪ねてきたのは、その二日後の夜のこと。翔がちょうど韓かん国こくのフライトから戻ってきたタイミングだった。

　彼女に会うのは結婚の挨拶をしたときから数えて三回目。まだまだ慣れないし緊張するが、有子のほうはそんな素振りは微み塵じんもない。

「美羽さん、お久しぶり！　元気にしてた？」

　玄関で出迎えた美羽を抱きしめ、頬と頬を合わせる。前回会ったときもそうだったが、熱烈な抱擁に美羽は面食らうばかり。抱きしめ返すべきかどうか迷って、結局体を硬直させておしまいだ。

「母さん、美羽が困ってるだろ」

「あらなによ。美羽さんに会えたうれしさを表現してるだけじゃない」

　翔に制止されてもなんのその。最後にトントンと背中を優しく叩いてから美羽を解放した。

「お義母様もお元気そうですね」

「私はいつだって元気よー」

　有子は屈託のない笑みを浮かべた。

　目鼻立ちの派手な有子は六十歳とは思えないほど若々しく、軽くパーマをかけたショートカットが似合う美人だ。

　ジュエリーブランド会社の社長夫人らしくセンスのいい宝石を身に着け、キラキラした女性である。

　今日はモスグリーンのニットのセットアップに、大粒のパールとベビーパールを交互に繋げたネックレスがとてもおしゃれ。イギリス育ちの帰国子女のため英語が堪能で、再会のときの抱擁もヨーロッパならではの挨拶である。

　コーヒーの準備をして、リビングに案内した有子と翔の前に置く。

「美羽さんは飲まないの？」

「あ、私はさっき飲んだばかりなので」

「そう？　それじゃこれでもいかが？」

　有子が紙袋をテーブルに置く。人気のあるパティスリーのロゴが入っていた。

「ありがとうございます。ケーキですか？」

　普段だったら大好きな生クリームやチーズはこのところ全然受けつけないため、もしもケーキだったらどうしようかと密かに狼狽する。

「ゼリーよ」

「ゼリーですか！」

　有子の言葉についテンションが高くなる。ケーキでは食べられるか心配だったから余計に。

　箱を開いたら黄色やオレンジ、グリーンなどカラフルなゼリーがたくさん詰まっていた。

「わぁおいしそう！　うれしいです！」

「新作なんですって。そんなに喜んでもらえると私もうれしいわ」

「最近、美羽はやたらとゼリーにはまってるもんな」

　そうなのだ。このところはゼリーばかり。同じ冷たい食べ物でもアイスクリームは受けつけないのに、どういうわけかゼリーは平気なのだ。スルンと喉越しがいいのも今の美羽にはありがたい。

「それなら翔にはあげないで、美羽さんがひとりで全部食べるといいわ」

「息子にずいぶんと冷たいもんだ」

「当然よー。かわいい娘ができたんですから」

　不満そうにする翔に有子があっけらかんと返す。ねー？と同意を求められ、反応に困った。

　普通だったらうれしい言葉なのに美羽にはとてもつらい。こうして好意を示してくれている有子を裏切っているも同然なのだから。

「美羽さん、早速食べてみて」

「ありがとうございます」

　どれにしようかと迷いに迷いマスカットゼリーを選ぶ。箱の中に一緒に入っていたスプーンですくい上げて口に運んだ。

「んー！　おいしい！」

　つい実感がこもる。プルンとしたゼリーの中に丸ごと入っているマスカットも甘さがちょうどいい。

「俺にもひと口くれ」

　翔が隣から美羽に〝あーん〟と口を開けてねだる。

（お義母様の前でそんな……！）

　照れくささに焦るが、「ほら早く」とせっつかれておずおずとスプーンを彼の口に入れた。有子が〝あらあら〟と微笑ましいものでも見るような顔をするので余計に恥ずかしい。

「ほんとだ、おいしいな」

　美羽に向けられた満面の笑みにぎこちなく笑い返した。

「この分だと、ふたりの赤ちゃんの話もすぐに聞けそうね」

「えっ！」

　有子は何気なく言っただけだろうが、美羽が過剰に反応する。気が動転してスプーンを落とすほどだった。

　翔が拾い上げ、箱から新しいスプーンを取り出す。

「母さん、そういう先走った発言はやめてくれ。美羽が驚くじゃないか」

「そう？　でも仲がいいからきっとすぐよ」

「だからその発言」

　翔にもう一度諌いさめられ、有子が肩をすくめながら美羽を見る。

「プレッシャーになっちゃう？」

「あ、いえ、私はその……」

　どう返したらいいのか言葉が見つからずしどろもどろ。まだぺったんこのお腹を無意識に触った。

「美羽さん、以前より少し痩せた？」

　今度はいきなり体のことを指摘されて動揺する。事実、有子の言うように妊娠以前よりも体重は減っている。吐きづわりではないが、あまり食べられないせいだろう。

「仕事が忙しいのかしら。あまり無理しないでね」

「……ご心配をありがとうございます」

「俺がついてるから大丈夫だ」

「しっかり支えてあげるのよ。働く女性はいろいろあるでしょうから」

　支えなければならないのは、むしろ妻の立場の美羽のほうだろう。同じ職場にいる美羽なら不規則な生活を強いられるパイロットの夫を上手にサポートできると、有子に期待を込められたのは結婚の挨拶をしたときだ。

　翔と有子、どちらに対しても隠し事をしているうえ、なにからなにまでダメなことばかりで気持ちが落ち込んだ。

　それからほどなくして有子が帰り、賑にぎやかだった部屋が急に静かになる。玄関からリビングへ戻りつつ、翔が肩越しに美羽を見た。

「母さんが余計なことを言って悪かった。気にしないでくれ」

　子どもの話題を指しているのだろう。女の勘は鋭いものだと百合香で思い知らされたから、もしかしたら有子にも気づかれやしないかとハラハラした。

「大丈夫です」

「ひとり娘が出戻ってきた分、俺にかける期待が大きくて敵わない」

　翔の姉には一度だけ会ったが、離婚して実家に戻っているのだとか。父親が経営するジュエリーブランドの会社を継ぐべく、バリバリ働いているという。

「お義姉さん、お子さんはいらっしゃらないんですか？」

「できる前に離婚したからね。その分、俺に早く子どもをと思ってるんだろう。俺たちはまだそんな段階にも達していないんだから気にしなくていいよ。美羽の心を掴まなきゃ話にならない」

　翔は、たった一度の過ちをどうしてそこまで重く受け止めてしまったのだろう。たしかに美羽は処女だったが、初めての相手が翔でよかったと心から感じているのに。

（どうしたら翔さんの気持ちを軽くしてあげられるんだろう……）

　そのうえ妊娠までしているなんて知られたら取り返しがつかなくなる。

　作り終えていた翔の分の夕食をテーブルに並べ、美羽はいつも飲んでいるルイボスティーだけを置いた。

「美羽は食べないのか？」

「あ……私はお腹が空すき過ぎて翔さんが帰ってくる前に食べちゃったんです」

　肉や魚など同じメニューはどうしても食べられないため、時間をずらしてこそこそ食事している。

　一番困るのが、翔が作ってくれたときだ。食べないわけにはいかず、でも食欲がないため『会社でおやつを食べ過ぎちゃったので、あとで食べますね』と逃げる以外にない。

「最近一緒に食べてないよな」

「そ、そうですか？」

「母さんも言ってたけど、少し痩せたみたいだし」

　翔の真っすぐな視線が注がれて身の置きどころがない。

「スリムになりましたか？」

　おどけるしかなくてニコニコ笑ってみるが、頬が引き攣る。

「美羽は痩せる必要ないだろ」

「と、とにかく私のことは気にしないで食べてください」

　早く話を切り上げたくて、お茶を淹れるふりをしてキッチンへ向かう。

　あれからも百合香には翔に話すべきだと何度も説得されているが、やはりそんな踏ん切りはつかずにいる。

「そういえば、コントローラー業務に配置換えになったんだって？」

「あぁ……はい、そうなんです」

　耳の早さに驚かされた。

「兼平が言ってた」

「えっ、兼平さんって」

　まさか彼女からなにか聞いたのではないかとギクッとする。

「俺の同期の」

「あっ、そちらでしたか」

　密かに胸を撫で下ろしたが、あの百合香が美羽に都合の悪い話を翔に勝手にするわけがない。一瞬でも疑い申し訳なくなる。

「なに、どうかしたのか」

「いえっ……し、仕事はちょっとした配置転換です。ほかの業務もそろそろ覚えてほしいと言われて」

「そうらしいな」

　部署が変わる人事異動でなくても、人事部には届け出るものなのだろう。人事マネジャーの兼平が知っていてもおかしくない。

「がんばれよ。ところで来月の美羽の誕生日、ふたりでどこかへ行かないか」

　お茶を淹れてテーブルに戻ると、翔は唐突に切り出した。

（ふたりでどこかへ？）

　目をまたたかせて見つめ返す。

「沖おき縄なわでも北ほっ海かい道どうでも、もちろん海外でも美羽の行きたい場所に。俺の誕生日の分一緒に祝う約束だ」

「旅行するんですか？」

　ちょっと外出するというレベルではない。

「でも、ふたりで一緒に飛行機に乗るわけには」

　会社の人たちになんと思われるか。ここまでふたりの関係は秘密にしてきたのに、あと少しのところでバレたら元も子もない。

「べつの航空会社ならいいだろ」

「うちじゃない、飛行機？」

「そう。マークパシフィック航空。それで美羽の気持ちが済むなら」

　翔が妥協案を提示する。

　現金にもうれしい気持ちと、この先に訪れる別れを思って悲しい気持ちがないまぜで複雑だ。

（だけど妊娠中って飛行機に乗っても平気なのかな）

　べつの不安も頭をかすめる。

「少し考えさせてください」

「俺の希望は叶えてくれるって言ってなかったか？」

「そうなんですけど、シフトもありますし」

　そう言われるととてもつらいけれど、もっともらしい理由をつけて結論を先延ばしにする。

「わかった。休暇を取れるよう前向きに検討してみて」

「はい……」

　食べはじめた翔は「どこへ行こうか」と楽しそうだった。




　妊娠の陽性判定を受けた二週間後、母子手帳をバッグに詰め、美羽は再び病院へやって来た。

「九週目に入りましたね。まださくらんぼ大くらいですが、よく見るとすでに手足がここに……。わかりますか？」

　先生がエコー画像を指で差しながら説明する。

「はい……」

　彼女の言うようにものすごく小さいのに人間の形になりつつあるのがわかり、なんともいえず胸が熱くなる。

（私、この子の母親なんだ……）

　二週間前には丸い形でしかなかったのに、短期間のうちに成長した姿を見て愛しさが込み上げてきた。まだお腹は大きくなっていないのに、着実にここで育っている。

（きっと大丈夫。私ひとりでもちゃんと育てていける）

　百合香が言っていたように、ひとりでの子育ては並大抵ではないだろう。でも、小さな命が美羽に勇気を与えてくれた。

「先生、私、産みます」

　エコーを終えて椅子に座り、静かに、だけどしっかりと告げた。もう迷いはない。

「それじゃ、これから一緒に見守っていきましょうね」

「よろしくお願いします」

　手を膝の上で揃えて頭を下げる。

「それと先生、妊娠中は飛行機に乗っても大丈夫でしょうか」

「飛行機？　乗るのはいつ？」

　デスクにあったカレンダーで数える。

「二週間後です」

「とすると十一週ね。長時間の移動はお勧めしないけど、短い時間であれば大丈夫ですよ。ただし無理は禁物。ちょっとでも体調が悪いなら避けたほうがいいです」

「わかりました。ありがとうございます」

　プリントアウトしてもらったエコー写真を母子手帳に挟み、診察室をあとにした。

　待合室にはお腹の大きな女性が何人かいて、数カ月後の自分をつい想像する。

　ひとりで育てていかなければならないから不安がないわけではない。でもそれ以上の愛しさが美羽の心を強くした。










思いがけない告白




　離婚を回避すべく、翔が美羽に『振り向かせる』と宣言してから二カ月が過ぎた。

　たった一度とはいえ、美羽は翔に体を許している。少なからず好意を抱いているだろうという目論見は見当違いだったのではないかと、このところの翔は鬱々とした毎日を送っていた。

　いくら近づいても、キスをしても、彼女にはどうにも取り払えない壁がある。

　最近は食事もまともに一緒にとっていない。なにかと理由をつけては避けている節があり、振り向かせるどころか離れていく感じすらあるのだ。

　彼女の誕生日に誘った旅行も、あまり乗り気ではない様子。シフトを理由に断るつもりではないかと気が気でなかった。

　香ほん港こんから帰国し、デブリーフィングを終えた翔がオフィスから出ると、そこに美羽の姿を見つけた。社内で内緒にしていることを忘れて駆け寄ろうとした足を慌てて止める。

「藤倉さん、今日こそご飯に行きましょうよー」

　いつも美羽にちょっかいを出している桐谷が一緒だった。

「何度誘われても行きません」

「そう言わずにー。藤倉さんがコントローラー業務に就くようになってから仕事はべつだし、全然話すチャンスないんですもーん」

「今、話してるでしょう？」

　彼女のほうは適当にあしらっているが、桐谷もなかなかしつこい。

（美羽を誘うとはいい度胸だ）

　小さな苛いら立だちを覚えて足を踏みだす。

「今じゃなくて、俺は食事しながら話した――」

「仕事中にナンパか？　そういうことは一人前の仕事がしっかりできるようになってからにしろ」

　あまりにも見ていられず、思わずふたりの間に割り込んだ。

「ほ、本郷さんっ」

　桐谷が驚いて一歩飛びのく。まるで鬼軍曹にでも会ったようなビビり具合だ。

　そんなに恐ろしい形相をしている自覚はない。

「ほらほら、さっさと仕事に戻れ。お客様がお待ちだぞ」

「は、はいっ、すみません！」

　背筋をピンと伸ばし、逃げるようにして駆けだす。すぐにその背中は通路の角を曲がって見えなくなった。

「すみません、ありがとうございました」

「その前に、なにかひと言ない？」

　美羽はなんだろうという感じで目線を彷徨わせ、周りをチラッと確認してから「おかえりなさい」と小さく言った。

「では、私も仕事に戻りますので」

　翔が引き止める隙もない。美羽も桐谷に負けない速さで翔から遠ざかっていった。いくら人目があるからといって、三日ぶりに会ったというのにずいぶんと素っ気ない。

　憮ぶ然ぜんとした表情で突っ立っていたら、兼平に声を掛けられた。

「利害のうえに成り立った結婚じゃなかったか？　そんな関係でも嫉妬ってするもんなのかねー」

　たった今目にしたばかりの光景をおもしろがるような笑顔にイラッとする。美羽につれない態度を取られたせいもある。

「誰が嫉妬だって？」

「本郷くん、キミですよ。ところで昼飯は食べた？」

　人差し指でリズムを刻むように、翔の胸のあたりを何度も突く。

「今、香港から帰ったところだ」

「なら付き合ってくれ」

　翔の返事も聞かず、手で〝ゴー〟というサインをして歩きだす。

「強引な男だな」

「本郷に言われたくない」

　悪態をつき合いながらふたりが向かったのは、空港内に店を構える老舗の蕎麦屋だった。

　昼時をとうに過ぎた店内は人の姿もまばら。翔たちは店の奥のふたり掛けのテーブル席に向かい合って座った。揃って鴨かも南なん蛮ばん蕎麦を注文し、出されたお茶で喉を潤す。

「それで離婚に向けた今の心境はどう？」

「離婚はしない」

　翔がそう答えた瞬間、兼平は眉を上げ下げして、からかうように口笛を吹いた。

「愛が芽生えたか？」

　両肘をテーブルに突き、翔のほうに体を乗り出す。

「茶化すな」

「茶化してなんかない。ドストレートに聞いたまでだ。美羽ちゃんに惚ほれたか」

「お前がちゃんづけで呼ぶな。なんか腹立つ」

「桐谷だけでなく俺にまで突っかかるなって」

　桐谷にも突っかかった覚えはない。仕事に遅れるのを注意しただけだ。

「彼女のほうも離婚を取りやめることに合意してるのか？」

「いや」

　軽く頭を振る。

「まさか本郷が片想い!?　だから言っただろう？　結婚を冒とくするような真似をしたら泣きを見るって」

　耳が痛い。だがあのときは、美羽に恋するなど考えもしなかったのだ。数カ月間だけ婚姻関係を結び、予定通り離婚したら一生ひとりで気楽に生きていくのだと。

　恋愛の駆け引きも女性の嫉妬や束縛も、全部遠ざけて生きていくつもりだった。それなのに今の翔は、それとは真逆の道を進んでいる。

「兼平は、百合香さんをどう落とした？」

「おっと、数々の恋愛を経てきた本郷が、この俺に恋愛相談か？」

「相談じゃない。雑談だ」

　目を丸くする兼平に口を尖とがらせて返す。

　そういえば兼平の恋愛話を詳しく聞いたことがないと思い出しただけ。べつに困っているわけではない。

「素直じゃないねぇ。まぁ同期のよしみとして話してあげようじゃないか」

　ずいぶんと上から目線だ。兼平は大まじめな顔をして続けた。

「ずばり愛を語ることだね」

　翔が思わず噴いたら、兼平が不満そうに眉間に皺を寄せる。

「お前な、愛を笑う者は愛に泣くんだからな」

「いや、悪い」

　手をひらりと振って謝るが、〝一円を笑う者は一円に泣く〟みたいな言い方もやめてほしい。

「冗談抜きで、とにかく愛を伝える。これに尽きるね」

「兼平がそんなに甘い男とは知らなかった」

「俺は甘いよ？　百合香にはとことん甘い。とにかく毎日〝好きだ〟〝愛してる〟ばっかだ。言葉にしないものは絶対に伝わらないからね」

　そう言われて気づく。至極当然のことを翔はできていなかったのだ。

　これまでの経験がなにひとつ役に立っていない。つまり翔は、恋愛初心者も同然だ。

（情けなくて笑えてくるな）

　あまりにも滑稽過ぎて鼻を鳴らした。

「とにかく自分の気持ちを言いまくる。これに尽きるよ」

　言葉に勝るものはない。たしかにそうだ。

　思えば翔は美羽に、自分の気持ちをはっきりと伝えていない。ただ離婚をやめようと言うだけでは彼女の気持ちは動かせないだろう。

「お待たせいたしました」

　店員が運んできた蕎麦を前に「いただきます」と揃って手を合わせる。

「そういえば」

　割り箸を割って、ひとつ思い出したことがあった。

「百合香さんから俺の話をなにか聞いてないか？」

「百合香から？　……いや、べつになにも」

　兼平は宙に視線を彷徨わせて考えるようにしてから頭を振った。

「なんで？」

「最近、俺に対する態度がおかしい。というか素っ気ない」

　友人の妻というだけで特に親しいわけではないが、ビジネススマイルですら最近はどことなく硬い。挨拶も目を逸らしたままだ。

「なにかしたのか？」

「心当たりがないからお前に聞いたんだ」

「俺は知らないぞ。あとで百合香に聞いておくよ」

　兼平はそう言って蕎麦をズズッとすすった。




＊＊＊＊＊




　仕事を終えた美羽は、今夜の夕食の不安を抱えながらロッカールームを出た。

　午後一時過ぎの便で香港から戻った翔は、もうすでに帰宅しているだろう。夕食をどう誤魔化そうか悩んでいた。

（萌子と食べてきたって遠慮する？　それともランチが遅かったからまだお腹が空かないって言う？）

　考えられる言い訳を頭の中で並べながら、電車乗り場へ向かってゆっくり歩いているときだった。

「藤倉さん」

　よく知る声が不意に飛んできて、一瞬頭が混乱した。

（えっ、どうして……!?）

　翔だったのだ。少し離れた場所で壁に体をもたせかけていた彼が、美羽のほうに向かって歩いてきた。

「翔さん、こんなところで――」

「ここでそんなふうに呼んで平気？」

　自分の唇に人差し指を立て、〝しー〟といった仕草をしながら翔に指摘された。ハッとして口を押さえる。

　冷静な彼のほうは美羽をしっかり名字で呼んでいたというのに、驚いた弾みで普段通りに呼んでしまった。急いで周りを見渡したら、ひとまず見知った顔がいなくてホッとする。

「ま、俺は平気なんだけど」

「だめです。だけど、どうしてここに？　とっくに家だと思っていました」

「美羽を待ってた。一緒に帰ろう」

　翔は自分の車で帰ろうというのだろう。でもそういうわけにはいかない。この前も駐車場から歩いていた姿を桐谷に目撃されてヒヤヒヤしたのだから。

「それもだめです。一緒にいるところを誰かに見られたら大変ですから」

「なら車まで離れて歩けばいい。ほら、行こう」

　翔は美羽の返事も待たずに駐車場の方向に歩きだした。

「あっ、ちょっ……」

　ここで大きな声で呼び止めて注目を集めるわけにはいかない。仕方なしに美羽もその後を追った。

　本音を言えば、この時間に電車に乗らずに済むのはとても助かる。座るのはおろか、つり革も掴めないほど混雑しているだろうから。

　区役所で母子手帳をもらったときにバッグにつけるタイプのマタニティマークをプレゼントされたが、結婚も妊娠も内緒にしている美羽は当然つけていない。

　そもそもそれをつけていても優先席はめったに譲ってもらえないと、プレママたちが集うネットの掲示板に書かれていた。それどころか嫌がらせを受けることもあるというから悲しくなる。

　美羽の数メートル先を歩きながら、翔がチラチラと振り返る。ちゃんとついてきているか心配なのか、なんだか彼のペットにでもなった気分。犬みたいだ。

　誰の目にも触れず、無事に彼の車に乗り込めたときには胸を撫で下ろした。

（よかった……）

　しかし次の瞬間にはべつの危機が美羽を襲う。

「どこかで食べて帰ろう」

「えっ!?」

「えってなに」

　早速突っ込まれた。

「あ、いえその……そうですね」

　仕事帰りに掴まえられたら、夕食は済んでいるという嘘は通用しない。

「なにか食べたいものはあるか？」

「んー……」

　さてどうしたものか。

「さっぱりしたもの？　でしょうか？」

「なんで疑問形？」

　クスリと翔が笑う。

「あまり気が乗らないみたいだな」

「そういうわけではないのですが、ちょっと胃もたれが……」

　胃のあたりをさするようにして訴えた。

「それじゃ外食はやめよう」

「でも、せっかく待ってくださってたのに」

「外食したくて美羽を待ってたわけじゃないから」

「そうなんですか？」

　首を傾げて聞き返す。

（それならどうして何時間も待っていたのかな）

　香港便が到着してからは四時間以上が経っている。フライトで疲れているだろうから、早く帰ってゆっくり休みたいだろう。

「美羽がまた桐谷に誘われるんじゃないかとね。つまりヤキモチだ」

「……え？」

「信じてないって顔だな」

　翔はハンドルに右腕をもたせかけ、美羽に流し目を送ってよこした。

「だってヤキモチっていったら……」

　好意がなければ成り立たない。

「美羽を好きだってこと」

「はいっ!?　な、な、なにをいきなり」

　いったいどうしたというのか。香港へのフライトでなにかあったのだろうか。

　美羽は咄嗟にドアのほうに体を寄せるようにした。

「もっと早くはっきり言っておけばよかったな。とにかくそういうことだから」

（そういうことって……！）

「それから今夜の夕食は俺が作る。胃もたれに優しいメニューを今思いついた」

　次から次へと畳み掛けるように言った翔は、エンジンをかけて車をゆっくりと発進させた。

　いきなり好きだと告白され、美羽は放心状態。あとから胸がドクドクと高鳴りはじめた。

（でもでも違う。きっと翔さんは、あの夜の責任を取ろうとして私を好きになろうとしてるだけ。好きだと自分に暗示をかけているんだ）

　兄との一件が、どうしても美羽にそう思わせる。責任を感じて自分の結婚を遅らせていた大晴と翔は同じ。責任に縛られて続ける結婚生活に幸せな未来はない。

　素直に受け止められず、ここで喜んではいけないと心を思い留まらせた。




　その夜、翔が作ってくれたのは〝冷やしネバネバうどん〟だった。

　茹ゆでたうどんにおくら、みょうがや大葉などの香味野菜、豚肉をのせただけのさっぱりうどんだ。

　翔と向かい合って座り、目の前に置かれた器をじっと見つめる。

「これなら胃もたれしてても食べられるだろ？」

「……はい」

　そう答えたものの、最近の美羽の主食はゼリー。このところ食事らしい食事をとってこなかったため食べるのが少し怖い。

　かといってせっかく作ってもらったものを食べないわけにはいかず、美羽は意を決し箸を持ち、恐る恐るうどんを口に運んだ。

　ところが――。

「おいしい」

　胃のむかつきで飲み込めないかもしれないという予想が見事に外れる。白だしの旨みと香味野菜のバランスが絶妙で、つるんとした喉越しもいい。

　まじまじと器を見つめる。

「だろう？」

「はい、本当においしい！」

　炭水化物を避けていたため麺を食べたのは久しぶり。飲み込めないどころか、どんどん箸が進んであっという間に皿が空になった。

「胃もたれはどこ行った？」

「ほんとですね」

　自分でもびっくりだ。

　綺麗に平らげた美羽を見て、翔がクスクス笑う。

「まぁ食べられたのならよかったよ」

「ありがとうございます。翔さん、お料理が本当に上手ですよね」

「上手って言えるほどの料理は作ってないよ」

　これなら結婚せずにひとりで気楽に生きていきたいと考えて当然。今までひとりで生きてきたのなら結婚なんて煩わしいだけだろう。

「それと私の誕生日の件なんですけど、シフトはなんとかなりました」

　誕生日当日から三日間の休みをなんとかもらえた。

「そうか」

　翔の顔がパッと華やぐ。

「あ、でも近場でお願いできれば」

「海外じゃなく？」

「三日間のお休みなので国内でお願いします」

「わかった。じゃ今回は国内にしよう。どこがいい？　北海道？　沖縄？　それとも九きゅう州しゅう？」

　楽しそうに候補地を挙げていく。

　その旅行は最初で最後の思い出になるのに、翔がうれしそうにするから美羽まで気持ちが弾みそうになる。

（浮かれたらダメ。予定通りに離婚して、翔さんを〝責任〟から解放してあげなくちゃならないんだから）

　複雑な気持ちを抱えながら翔の話に相あい槌づちを打った。










迷い揺れる心




　仕事以外で空港を訪れるのはどれくらいぶりだろう。

　さんざん行き先に迷った末に決まったのは沖縄だった。寒い本州を抜け出し、海開きも近い南国へ。体調面に不安のある美羽は泳がず、せいぜい水に足をつける程度だろう。

　小さなキャリーバッグを揃って引きながら、いつも忙しなく働いている空港内を翔とふたりで歩く。

　つわりがはじまってから常にあった気持ち悪さは、不思議と影をひそめている。最後の思い出になる旅行だと気を張っているからかもしれない。

「この格好、逆に目立つんじゃないか？」

　帽子を目深に被り、サングラス姿の翔が周りをチラチラと気にする。

「だけどそのくらいしないと空港内を翔さんと一緒には歩けませんから」

　そう言う美羽も帽子に伊だ達てメガネというお揃いコーデだ。

　べつの航空会社を使うにしても、いつどこで誰の目に触れるかわからない。そんな危機的状況を回避するには、ふたりで変装する以外になかった。

　ところがその直後、美羽は翔の言い分が正しいことを痛感する。

　彼は、ただでさえオーラのある男。「芸能人なんじゃない？」という声がすれ違う人たちから漏れ聞こえてきた。おかげで悪目立ちしてハラハラする。

　間が悪いことに今日のロビー業務は萌子が担当。彼女に見つからないようにコソコソする美羽の様子に、翔が笑いを堪こらえて肩を揺らす。

「もうっ、翔さんってばひどい」

　囁き声で文句を言うが、彼は余計に楽しげにするばかり。

「悪い悪い」

　謝る割にサングラスの奥で目が笑っていた。

　変装しているとはいえ、ふたりでいるところを誰かに目撃されたら一大事。滞在時間をなるべく短くするために、搭乗アナウンスがはじまる頃に合わせて空港へやって来たふたりは、自動チェックイン機で手続きを済ませて、すぐにゲートに向かった。

「ちょっと待ってください。この座席、ファーストクラスなんですけど……！」

　チケットを見て初めて気づく。翔に向かって突き出した。

「気に入らない？」

「そうじゃなくて、どうしてそんな高いシートにしたんですか」

「それ聞く？　美羽の誕生日だからに決まってるだろ」

「だからって……！」

　チケットもホテルも手配は翔任せにしていたが、エコノミーだと信じて疑わなかった。オーシャンエアラインの航空券だったら割引もきくだろうが、他社だからそうはいかない。

「大切な女性に快適な空の旅をプレゼントしたらいけないのか」

「大切って！」

　あまり血迷わないでほしい。

「美羽が好きだと言ってるだろ」

「どさくさに紛れてやめてください」

　この頃の翔はおかしい。隙あらば『好きだ』と口走り、熱っぽい目で見つめてくるのだ。

　美羽を好きになるために自己暗示をかけているようにしか思えず、どう反応したらいいのかそのたびに困惑して心がにっちもさっちもいかなくなる。

「ほらほら、こんなところでイチャイチャしてたら、キミが最も嫌がる人の視線を浴びるだけだ」

　イチャイチャしているつもりはないが、そう言われて周りを見たらたしかにチラチラと好奇の目を向けられていた。翔が目立つから余計だ。

　隠れる場所もなく、翔に手を引っ張られてそそくさと機内に乗り込んだ。

　他社の航空機ではあるけれど、ファーストクラスに足を踏み入れるのは研修以来。ゆったりとした座席間隔やオフホワイトのレザーシートは、やはり特別感がある。

　ワクワクしながら座ったら、ほどよいホールド感に「わぁ」と声が漏れた。

「さすがファーストクラスですね」

　ついはしゃいで声が弾む。

「エコノミーじゃなくてよかっただろ」

　翔がいたずらっぽく目を細めるものだから決まりが悪い。ファーストクラスなんて！と抗議したのはほんの数分前なのにあっさり懐柔されてしまった。

「もうサングラスも帽子も外していいだろう？」

「はい」

　ＣＡの目があるため本音を言えばそのままでいてほしいが、狭い機内でそれは酷だ。もしも翔の存在に気づいたとしても、仕事中の彼女たちはスルーしてくれるだろう。

　外から機体を眺めるのが好きな美羽でも、久しぶりの搭乗はやはりワクワクする。飛び立つ前の微かな緊張感は心地いいほど。当日に体調が悪くなったらどうしようかと不安だったのが嘘のようだ。

「なんかやけにうれしそうだな」

「久々の飛行機なんです」

　機内に響く飛行機特有の音や漂う空気は、新幹線や車とはまったく違う。これから高度一万メートルもの彼方かなたまで飛ぶのだと想像して、気分が高揚してくる。

「それじゃ楽しんでいこうな」

　ポンと頭を撫でた翔に眩しいほどの笑顔を向けられ、気持ちがさらに弾んだ。

　ほどなくしてシートベルト着用のサインがつき、飛行機が滑走路に向けてゆっくりと動きだす。天気は曇り。空は薄いグレーの雲を抱えている。

（この旅行が終わるまでは体調を崩しませんように。翔さんにも不審がられませんように……）

　美羽がそう祈っているうちに機体は那な覇はに向けて離陸した。

　上空で水平飛行になり、サインが消えると同時にシートベルトを外す。やはりお腹を圧迫されるのは気になるため、〝苦しくしてごめんね〟と心の中で呟きながらそっと手をあてた。

「お腹痛いのか？」

「いえっ、違います。大丈夫です」

　妊娠に繋がる話題になると焦るため、どうしても早口になる。翔になにか感づかれるのが一番怖い。

「ならいいけど、体調が悪いときはすぐに言えよ？」

「はい。……ところで翔さんはほかの人が操縦する飛行機に乗るときって、どんな気分ですか？」

　こういうときには話題を変えるのが一番だ。

「乗客のひとりと同じ」

「そうなんですか？　操縦の仕方が気になったりしませんか？」

「全然」

　翔は笑顔で首を横に振った。

「マニュアルに忠実に従って操作するのがパイロットの役目だからね。もしも違和感があるのだとしたら、エラーに繋がるなにかが隠れてるってことだから。大げさに言ったら事故とか。飛行機の場合、それはかなり危機的な状況になるけど」

「そういうものなんですね」

　優秀なパイロットほど、ほかの人の操縦が気になるだろうと思っていたがそうではないらしい。

「今、俺が一番気になることを教えてあげようか」

「な、なんですか」

　今まさになにか違和感を覚えているのかとヒヤッとする。もしかしたら妊娠に気づかれたのではないか。じっと見つめられ、体に力が入る。

「美羽。美羽のことばかり考えてる」

「――っ、な、なにを言ってるんですか」

　どうしてそうなるのか。

　あわあわといった様子で口をパクパクさせたら、翔はぷっと噴き出した。完全に面白がられている。

　とそのとき、不意に機体が上下に大きく揺らいだ。

　翔と目を合わせて首を傾げる。

（水平飛行に入ったのに、そんなに揺れるもの？）

　漠然とした不安を覚えて窓の外に目を向けたが、白い雲に覆われてなにも見えない。

「どうしたんでしょうね」

「ああ」

　揺れたのは一度きり。きっとたまたま、なんでもないだろうと思いなおしたが、それからしばらくしてＣＡが忙しない様子で通路に出てきた。

「お客様の中にお医者様はいらっしゃいませんか？」

　ドラマや映画などで観たことのあるセリフを言いながら、シートの乗客に声を掛けていく。同様の機内アナウンスも流れた。

「急病人ですか？」

　通路側に座っていた翔が、そのうちのひとりを呼び止めた。

「機長が体調を崩しまして」

　彼女の言葉に愕然とする。

（えっ、機長が!?　それじゃこの飛行機はどうなっちゃうの？）

　ヒヤリとしたものが背筋を駆け抜けた。

「今、操縦桿は？」

　焦る美羽と対照的に、翔が冷静に聞き返す。

「副操縦士が握っております」

　先ほどの揺れはそのせいもあったのかもしれない。

「機長は戻れそうなんですか？」

「副操縦士がおりますので問題はございません」

　きっぱりと言うが、機長が操縦から離脱したとなると大ごとだろう。

「どうかご安心ください」

　乗客を安心させようとＣＡは笑みを浮かべているが、どことなく不安げな様子は隠しきれてない。もしかしたら機長は相当悪い状態なのではないか。

「私が代わりに操縦桿を握ります」

　そう言ったのはほかでもなく翔だった。

　ＣＡが訝るように翔を見つめ返す。

「オーシャンエアラインの本郷です。この機体のライセンスなら持っています」

　翔はいつも携帯しているライセンスを取り出して彼女に向けた。

　ＣＡが目を見張る。

「やはりそうでしたか。もしかしたらとは思っていたのですが」

　やはり翔の存在に気づいていたらしい。

「すぐに代わりますから、あなたは医者を探してきてください」

「ですが」

「緊急事態に迷ったり悩んだりしている時間はないはずです」

　断固として強い口調で諭す翔の顔は、これまで見たこともないほど真剣だ。

　彼女が宙に視線を彷徨わせたのはものの数秒だった。

「承知いたしました。ではこちらへ」

「案内なら不要。あなたは機長の命を、私は乗客の命を守ります」

　翔の明瞭な言葉が、ガイドしようとした彼女を引き留める。翔は「ちょっと行ってくるから」と美羽の手を軽く握ってから席を立った。

　引きしまった彼の表情から伝わる緊張感。ひとり残され、美羽はたちまち不安に包まれる。機長が搭乗中に体調不良なんてただごとではない。

（でも、翔さんが交代すれば大丈夫だよね）

　そう言い聞かせ気持ちを落ち着かせようとするが、鼓動のスピードが速まり手には変な汗をかく。お腹に手をあて深呼吸を繰り返すものの情緒が不安定気味なせいか、なかなかうまくいかない。

　そうしているうちに次第に気分が悪くなっていく。しかしこんな状況下で乗務員に声を掛けるわけにはいかない。しばらくするとシートベルトを締めるサインがつき、美羽はそれに従った。

　窓の外を覗くと、前方にある大きな雲が白い光を放っているのが見える。

（あれはなに？　もしかして雷？　あの中に突っ込むのかな。平気なの……？）

　さらに不安が色濃くなっていく。翔が隣にいない心細さの中、美羽は胃の不快感を覚えながらシートで大人しくしているほかになかった。




＊＊＊＊＊




　那覇空港まで残り三十分弱。コックピットで必死に操縦桿を握っていたのは、キャリア一年目の副操縦士だった。

　機長が体調を崩して操縦を任されたとなれば、彼の動揺が機体に伝わるのも無理はない。先ほどの大きな揺れは、操縦を代わったときに起こったものだったのだろう。

　翔がオーシャンエアラインの機長だと知り、彼の表情に安あん堵どの色が滲む。

「前下方に積乱雲が発生しているんです」

　城しろ田たと名乗った彼の言うように、翔たちの眼下に大きな雲が横に列をなしていた。

　積乱雲といえば夏の風物詩と考えがちだが、大気が不安定で上昇気流が起こっている条件を満たせば季節に関係なく発生するものである。

　積乱雲はパイロットにとって怖いもののひとつ。勢力が強いときには垂直尾翼が折れるといった事故が起きることもある。

　城田はこの難敵を前にして、どうしたらいいのかと途方に暮れていたという。羽はね田だに引き返すか、ほかの空港へ降り立つか、迷いに迷っていたのだと。

　パイロットの世界で重要なのは時間である。いくら正解を選んだとしても、それまでに一時間も要していては燃料切れを起こしてしまう。その都度最も的確な選択をスピーディーにできなくては、たくさんの乗客の命は守れない。

　レーダーで雲を確認すると横に一〇〇キロ、頂上の高さは七五〇〇メートル。通常の那覇への進入だと積乱雲の中を通過していかなければ降りられない。

「どこかに雲の隙間があるはずだ。レーダーを駆使して降下していこう」

「はい」

　シートベルトを締めるサインを客室に出し、クリアランス――管制官の承認を要求して機体を降下させていく。

（頼むから無事に通過させてくれよ）

　祈る思いで降下を続けていたが、高度が九〇〇〇メートルになったところで状況が変わった。

　目の前に迫った雲の中が、ランプを灯したかのように白く光っていたのだ。雷が発生しているのだろう。あるだろうと考えた雲の隙間もほとんどない。

「本郷さん、どうしましょう！」

　このままでは雷の中に突入することになってしまう。動揺を隠しきれない城田は操縦席で体を真横に向け、焦ったように翔の指示を仰いだ。

「落ち着け。とにかくキミは計器から目を離すな」

「は、はいっ」

「このまま通過するのは無理だ。積乱雲の上空を飛び越していこう」

「ええっ!?　上空を!?　飛び越していったら空港を飛び越えてしまいます！」

　慌てた城田の声がコックピット内に大きく響く。

　たしかにそうだが、決められたルートに縛られるばかりにあの雲の中に突っ込み、乗客の安全を脅かすわけにはいかない。

「心配するな。計器を見ていてくれ」

　管制官に連絡し、いったん高度を一万メートルまで上げることを要求する。北からではなく、南からの進入で那覇空港へ降り立とうと考えたのだ。

　お客様の安全で快適なフライトという目標が達成されるのならば、そのための方法はフレキシブルに考えるのが鉄則。管制官にそのようにレーダーで誘導してくれるよう頼み、翔は真っすぐ前を向いた。




＊＊＊＊＊




　飛行機が那覇空港の滑走路にソフトランディングする。

「当機は無事、那覇空港に着陸いたしました。サインが消えるまではベルトをお締めになったままお待ちください。なお、スマートフォンなどの電子機器は……」

　翔の機内アナウンスを遠くのほうで聞きながら、美羽は目眩と気持ち悪さでシートにくたりと体を預けていた。

　しばらくして飛行機が完全に止まり、ほかの乗客たちが次々と降りていく中、美羽ひとりだけそこから動けない。

「お客様？　いかがされましたか？　大丈夫ですか？」

　ＣＡに声を掛けられて〝はい〟と答えたつもりが、声にならない。空気だけが口から漏れる。

「お客様？」

　もう一度声を掛けた彼女の後ろで人の気配がした。

「美羽？　どうかしたのか？」

　コックピットから戻った翔だった。

「翔さん……」

　か細い声で呼び返した美羽だったが、彼の声を聞いて安心したのか意識が遠のいていく。どうしてこんなときにと思いながらも遠く遠く霞んでいく意識を自力では引き留められず、美羽はそっと目を閉じた。




　とても心地のいいぬくもりだった。手から伝わるあたたかさが、全身に注ぎ込まれるような感覚がする。

（私、今どこにいるんだっけ……）

　ぼんやりする頭の中、突然思い出した。――そうだ、飛行機。

　ハッとして目を開ける。するとそこには、美羽の手を握った翔の心配そうな顔があった。

「翔さんっ」

　起き上がろうとして翔に制される。そうされて初めて、自分がベッドに寝ていることに気づいた。

　目に入った状況から察するに、ここは病院だ。白い壁と天井、揺れるカーテンは病室そのもの。飛行機で気を失って運び込まれたのだろう。

　咄嗟にお腹に手を添える。

（えっ、無事だよね!?　まさか――）

　嫌な予感に包まれた。

「美羽」

　いつもとは少し違う静かな声が、美羽に緊張を強いる。

「お腹の赤ちゃんは!?」

　うっかり口を滑らせる。翔に内緒にしていたことも、このまま隠し通そうとしていたことも、すべてが一瞬に頭から吹き飛んだ。

　今度こそ起き上がり、翔の手にすがりつく。

（無事なんでしょう？　お願いだから、そう言って……！）

　翔は困ったように微笑んで、美羽の手を握り返した。

「心配いらない。無事だ」

「よかった……」

（ってちょっと待って。どうして翔さんはすんなり答えたの？　まるで子どもがいるなんて、とっくに知っていたみたいな。……この病院に運ばれたときにわかっちゃったの？）

　ホッとしてお腹をさすった美羽を次に襲ったのは、秘密が明らかになってしまったという由々しき出来事だった。

「あ、あ、あのっ、翔さん、これは」

「どうして黙っていたんだ」

　そう言った彼の手には美羽の母子手帳とエコー写真が握られていた。

「あぁっ」

　思わず変な声になる。どうして美羽のバッグに入っているそれを翔が手にしているのか。

「美羽を抱き上げたときに、落としたバッグからこれが出てきた。一瞬目を疑ったよ」

「ごめんなさいっ。で、でも心配しないでください。子どもは私がひとりで育てていくつもりです。翔さんにはなんの迷惑もかけません。だから中絶しろって言わないでください。もちろん認知してくれなんて言いませんから」

　口を挟む隙を与えないように一気に言いきる。ここまで早口でしゃべったのは人生初ではないか？というくらいにまくし立てた。それでもまだ足りない気がする。

「だからお願い、翔さん！」

「美羽、ちょっと落ち着け」

　あまりに勢いがよ過ぎたせいか、息はあがり肩が上下する。

　翔は宥めるように美羽の手を取った。

「堕おろせなんて言うわけがないだろ」

「……ほんとですか？」

　諭すように優しい声が、美羽の強張っていた体から力を抜かせる。

「ほんと」

「ありがとうございます。私、ひとりでしっかり育てていきますから心配しないでください」

　翔にはこれ以上責任を感じてほしくない。

「ひとりで育てていくなんて言うな。結婚してるんだから、なんの問題もない」

「だけど私たち、もうすぐ離婚するのに……」

　兄の結婚式が終わったあとだから、あと二カ月ほどだ。

「離婚は撤回しようと言ったはずだ」

「責任は取らなくてもいいですから」

「責任どうこうの問題じゃない。俺が美羽と一緒にいたいんだ」

　翔の最後の言葉が美羽の反論を封じ込める。

　握られた手から伝わるぬくもりが、その言葉に嘘はないと言っているように思えてならない。

（ううん、違う。ダメダメ。翔さんはそう信じ込もうとしてるだけだから）

　処女を奪ったうえ子どもまで孕ませてしまい、引くに引けなくなったから。

「美羽がこのところ体調が悪かったのも、食欲がなかったのも妊娠してたからだったんだな。そんなことにも気づかないなんて、自分の鈍さに呆れるよ」

　翔は顔を撫でた手で、そのまま髪をくしゃっとかき上げた。

「鈍いだなんて、言われなきゃ気づかなくて当然ですから」

「美羽が言えなかったのは、俺の気持ちをまだ信じられないからだろう？」

　自分の気持ちを誤魔化そうとしているのではないかと指摘はできなかった。ほんの少しでも美羽に気持ちが向いているのなら、それにすがりつきたいズルイ想いも美羽の心の片隅にたしかにある。

「俺は美羽が好きだ」

「えっ……」

　そう明言した翔の目はいつになく真剣だった。

　心が揺さぶられ〝私も好き〟と口から出そうになったが、土壇場で奥へ引き返していく。どうしても拭い去れない〝責任〟の二文字が、美羽の心に根強く染みついていた。翔を好きだからこそ、それに囚われてほしくない。

「だから美羽が俺の気持ちを信じられるようになるまで、俺は一つひとつ不安を取り除いていこうと思う」

　翔は優しく笑って美羽の髪を撫でた。




　病院で少し休んだあと、美羽たちは宿泊先のホテルへやって来た。

　異国情緒漂うスパニッシュリバイバル様式の建物は、スカイブルーの海に映えてとても美しい。飛行機の中で見た雲はどこかへ消え失せ、頭上にはビーチリゾートにふさわしい青空が広がっていた。

　案内された客室に足を一歩踏み入れた美羽は、思わぬ光景に一瞬言葉を失くす。

「翔さん、この部屋ってもしかして……スイートルーム？」

　スタンダードなツインならドアを開けたらすぐにベッドがあるはずなのに、目の前に現れたのは広いリビングだった。ベッドがどこにもない。

「もしかしなくてもそうだけど」

　クスクス笑いながら、翔が美羽の手を引いて部屋の奥へ誘いざなう。

　最上階の十階でエレベーターを降りたときにまさかとは思ったが、その予感が当たってしまった。飛行機のチケットもホテルも手配をすべて翔に任せていたため、美羽はまったく知らなかった。

　エレガントな調度品を配した優しい色合いのリビングは、天井でシーリングファンがゆったりと回り、優雅な時を刻んでいる。テラスの向こうは青い海のパノラマビューだ。

「すごく素敵」

「美羽の誕生日を祝うならこのくらいはね。俺の気持ち、これで少しはわかるだろ？」

　おどけて笑いつつ、美羽の反応を逃すまいと探るような彼の眼差しにどう答えたらいいのかわからない。不自然に目を逸らしつつ、彼の手をすり抜けて部屋の奥へ足を向けた。

（こっちはなんだろう）

　ドアを開けた瞬間、美羽の目に飛び込んできたのはシンメトリーが美しいベッドルームだった。それも、ただのベッドルームではない。ピンクや赤のハートバルーンでデコレーションされていたのだ。

　ベッドの中央にはバラの花びらで〝ＨＡＰＰＹ　ＢＩＲＴＨＤＡＹ〟の文字がかたどられている。

「翔さん、これ！」

　パッと振り向こうとした途端、彼に後ろから抱きしめられた。ふわりと彼の香りに包まれ、ドキッとさせられる。

「どう？　気に入った？」

　気に入る気に入らないというレベルではない。サプライズが待っているなんて誰が思うだろうか。

「とっても素敵」

　ため息交じりの声になる。

「喜んでもらえてなによりだよ。改めて、美羽、誕生日おめでとう」

　囁いた翔の唇がチュッと音を立てて耳みみ朶たぶに触れた。

　くすぐったさに身をよじると、そのまま体を反転させられ、今度は唇同士が軽く重なる。間近でいたずらっぽく微笑んだ翔の顔が眩しくて直視できない。

「美羽、俺を見て」

　強制的に目を合わせられ、至近距離で視線が絡む。

「好きだ」

　決して答えを求めないストレートな言葉に動揺して、瞳を揺らさずにはいられない。そう言われてうれしいのに、美羽はまだ飛び込む勇気を持てずにいる。

　このまま彼の気持ちに甘えてもいいのか、翔は本当にそれでいいのか、彼を好きだからこそ決心がつかない。

「そんな困ったような顔をするな」

　両頬を軽く抓つねられた。

「少しベッドに横になるか？　休んだほうがいい」

「いえ、大丈夫です」

「さっき病院で言われたのを忘れたのか？　しばらく安静にしていたほうがいいって。無理は禁物だ」

「あぁっ、待ってください！」

　翔がベッドのデコレーションを崩しにかかったため、急いで引き留める。せっかく綺麗に飾ってあるのにもったいない。写真にだって収めたい。

「待てって、このままじゃ寝られないじゃないか」

「それはそうですけど……あっ、ソファ！　ソファに寝ますから」

「どのみち夜には崩すのに」

「せめてそれまではこのままにしたいです」

　そう言い張り、なんとか翔を説得した。

　リビングのソファに横になり、翔が掛けてくれた毛布を肩まで被る。

「沖縄まで来たのにごめんなさい。そうだ、翔さん、私に構わず泳いできてください」

　目の前には清々しいくらいに真っ青な海はあるし、大きなプールもある。部屋でただ寝ているだけの美羽に付き合っているのはもったいない。旅行の準備をしているときに、ウキウキした様子で翔が水着を詰めていたのを知っているから余計だ。

　翔は美羽の頭のすぐそばに腰を下ろし、寝ている美羽の髪を撫でた。

「俺は泳ぎたくて沖縄に来たわけじゃない。美羽とゆっくり過ごしたかっただけ」

「でも」

「とにかく美羽は余計なことを考えずに休む。いいな？」

「……はい」

　そうまで言われたら、大人しく引き下がる以外にない。翔が掛けてくれた毛布を顎まで引っ張った。

「そういえば、乗ってきた飛行機の機長さんは大丈夫だったんでしょうか」

「美羽が病院で眠っているときに快方に向かっていると連絡が入ったよ。会社のほうから、また改めて連絡をくれるそうだ」

　航空法に規定された、乗務員が運航中に正常に業務を行うことができなかった事案と言えるから重大インシデントに該当するかもしれない。

「翔さんが操縦を代わっていなかったらどうなっていましたか？」

「通常ならコーパイがいるからなんとかなるけど」

「……けど？」

　変なところで言葉を止めるから気になる。

「今回の場合は一年目の新人だったからどうだろう。気象条件も悪かったから」

「……墜落、ですか？」

　口にするのも恐ろしい。胃の奥のほうがきゅうっと詰まるような感覚だ。

「いや、管制官の誘導もあるし、一年目とはいってもしっかり訓練は受けているだろうから。そんな話より、俺たちの子どもの話をしよう」

　翔が唐突に話題を切り替える。

「今どのくらい？」

　美羽のお腹に視線を向けた。表情がいきなりやわらかなものになる。

「十二週目です」

「というと四カ月か。予定日は？」

「九月二十三日だそうです」

「秋には生まれてくるんだな……。触ってもいい？」

　美羽が頷くと、翔の手がお腹に伸びてきた。恐る恐るといったタッチでふわりと触れる。あたたかくて大きな手が心地いい。

「まだ真っ平だな」

「二週間前にあずき大だったので、そこから育ってもまだまだ小さいですから」

「へぇ、あずき大？」

　だいたいこのくらいかと親指と人差し指で円を作って美羽に見せる。

「今はもう少し大きくて……このくらいです」

　翔の指を広げて円を大きくした。

　ネットで調べた一般的な大きさは四センチくらいだという。

「なんかすごいな。小さな命がここに宿ってるなんて」

　しみじみと言いながら美羽のお腹を優しく撫でる。

「体調不良でつらかっただろう」

「吐きづわりではないので、そこまででもないです。ひたすら胃がムカムカしている程度なので」

「そんなことにも気づかないで、痩せたか？なんてデリカシーの欠片かけらもないな」

「大丈夫ですから気にしないでください」

　はぁと深くため息をついた翔にヒラヒラと手を振る。男の人なら気づかないのが普通だろう。

「もしかしてコントローラー業務に配置換えになったのは……」

　ピンと来たらしい。翔が目を見開く。

「兼平さんが気を回してくれて」

「兼平って、悟？」

「あ、いえ、百合香さんのほうです。……ごめんなさい、妊娠に気づかれてしまったので、翔さんと結婚していることを話さないわけにはいかなくて」

　翔は顎に手を添え、細めた目を泳がせた。

「本当にごめんなさい」

　咎とがめられた感じがして急いでもう一度謝る。

「でも秘密にしておいてくださいってお願いしましたから。兼平さんなら絶対に誰にも話さないと思います」

「いや、そうじゃなくて……もしかして契約結婚って話した？」

　首を縦に振って答えた。

　さすがにそれはまずかっただろうかと不安になる。翔にひと言断るのが筋だろうが、今回の話はそうもいかなかった。

「そうか、だからか」

「なにがですか？」

「最近、彼女の俺に対する態度が冷ややかでね」

「兼平さんが？」

　百合香がそんなふうに翔に接しているとは知らなかった。

「その理由がわかったよ。契約的な結婚をしておきながら妊娠させるなんて最低！ってところか」

　小刻みに頷きながら、翔が困ったような笑みを浮かべる。

　たしかに百合香は翔を『頭に来る』と言っていたが、それを態度に出していたとは。美羽を想うがゆえの言動だとうれしくなる。

「本当に最低だよな、俺」

　後悔しているように聞こえて胸が痛い。やはり翔は、心のどこかでこの状況に迷いがあるのではないか。普通の夫婦ならまだしも、いきなり妊娠を告げられて、すぐに受け入れられるわけがない。

「でも美羽、子どものことは心配しなくていい。俺が責任をもってしっかり守っていくから」

〝責任〟という言葉が美羽に重くのしかかる。

　美羽の手を取りそう宣言する翔は、自分にも言い聞かせているようだった。




　いつの間に眠っていたのか。美羽が目を開けると、窓の外は夕暮れを通り越して暗い空を映し出していた。

　ゆっくり起き上がった美羽に気づいた翔が、すぐさまそばにやって来る。

「気分はどう？」

「だいぶいいです」

　ホテルに到着したばかりのときは足のふらつきも少しあったが、今はそれもない。気持ち悪さも解消された。隠しておかなければならないというプレッシャーがなくなったのも大きいのかもしれない。

「少しでいいからなにか食べよう。さっきルームサービスを運んでもらったんだ」

　テーブルのほうへ美羽の手を引いていく。

「いつも美羽が好んで口にしていたものを中心に用意してもらったけど、食べられそうなものはあるか？」

　そこにはここ最近、美羽の主食だったゼリーはもちろん、そうめんや冷製パスタなど喉越しのよさそうなものが並んでいた。おそらく翔なりに悩んで用意してくれたのだろう。

　翔が椅子を引き、美羽を座らせる。

「ありがとうございます」

「ルイボスティーも用意してもらったから」

　中サイズのピッチャーから、翔がグラスに注ぐ。

「なにからなにまで本当にありがとうございます。でも翔さんはほかのものを食べたほうが……」

　美羽と同じでは味気ない。せっかく南国に来たのにホテルに缶詰めのうえ、おいしいものも食べないのでは楽しさが半減だ。

「このホテルで出されるトマトの冷製パスタはなかなかイケるんだ」

「翔さん、食べたことがあるんですか？」

「フライトで泊まったときにね」

　翔が大皿から取り分け、美羽に差し出す。ミニトマトとトレビスの彩りがとても鮮やか。

「無理にとは言わないけど、まずはひと口食べてごらん」

　向かいに座った翔は両肘を突いた手に顎をのせ、優しい微笑みを向けた。

　以前、翔に作ってもらった冷やしネバネバうどんが大丈夫だったから、きっとこれも食べられるだろう。

　パスタをフォークに巻きつけ、そっと口に運ぶ。ゆずの爽やかな香りが鼻から抜け、とても上品な味だ。カニの甘味とトマトの酸味が程よく調和され、トレビスの苦みがいいアクセントになっている。

「すごくおいしい！」

　思わず目を輝かせた。翔が言うだけはある。

「だろう？　なんなら、これ全部美羽が食べたらいい」

「さすがにそんなにたくさんは無理ですから」

　大皿を美羽のほうに滑らせる翔に笑いながら返す。

　食事をおいしいと感じたのは、翔が作ってくれたうどん以来。するすると喉を通り、気持ちがいいほどに食が進む。

「美羽のそんな顔、久しぶりに見た気がする」

「……そうですか？」

「やっぱりおいしいものには敵わないな。俺では笑顔にできないらしい」

「そんなことないですよ。翔さんといてうれしくない女性なんて、きっとこの世にいないですから」

　自虐する翔に最上級の褒め言葉を捧げる。

「俺は、美羽にだけそう思ってもらえればいい」

　真っすぐな視線が美羽に飛んできた。彼の真顔にどぎまぎして目が宙を泳ぐ。

「えぇっと……そうだ、翔さんに渡したいものがあるんです」

　パチンと手を叩いた。

　話を逸らしたわけではなく、大事なことを思い出して席を立つ。キャリーバッグを開けてポケットから小さな包みを取り出し、テーブルに戻る。

「遅くなりましたが、誕生日プレゼントです」

「俺に？」

　リボンのかかったケースを翔のほうに滑らせる。

　なにをあげたらいいか散々迷い、ようやく準備できたのは昨日だった。

「開けていいか？」

「もちろんです。気に入っていただける保証はないですけど」

　翔がやけにうれしそうにリボンを解いていく。開いたケースから中身を取り出した。

「カフスボタンとネクタイピン？」

「はい。制服にも使えるかなって」

「これ、飛行機だろう？」

　どちらも飛行機をモチーフにしたもの。独特のフォルムは、カジュアルでありながら知的な印象もある。

「見つけたときにコレだ！って思っちゃいました」

「美羽が欲しかったんじゃないか？」

「バレました？」

「バレバレだ」

　翔がクスクス笑う。

「でも、かなりうれしい」

「よかった」

「仕事中にも俺に身に着けてほしいって思ってくれた美羽の気持ちもね」

「そ、それは……」

　言われてみれば、なるべく身に着けられるものを基準にして考えていたと気づく。翔の重荷になりたくないのとは裏腹に、ずっとそばにいたいという気持ちはどうしても隠しきれない。

　ごにょごにょと口ごもっていたら、今度は翔が席を立った。戻ってきた彼の手には小さなケースが握られている。

「俺も美羽に渡したいものがある」

「えっ？　この旅行自体がプレゼントなのに？」

「それはそれ、これはこれ」

　翔は迷いなくそう言って、美羽に手渡した。ちょうど手の平にのるくらいの箱だ。

「開けてみて」

　言われるままにラッピングを解いたら、中からさらにケースが出てきた。

「これってもしかして……」

「あげずに結婚したから、ずっと心残りだったんだ。誕生日プレゼントとは意味合いが違うけど」

　ふたを開けると同時にリングが煌きらめいた。

（……エンゲージリングだよね？）

　プラチナのビーズでまばゆく縁取りされたリングは光沢があり、センターダイヤモンドが鮮やかに輝いている。神聖なもののような気がして、思わずテーブルに置いた。

「受け取りたくないなんて言うなよ？」

　すかさず翔が言い含める。

「でも……」

　これを受け取ったら、翔を縛りつけ妊娠した責任を負わせることになる。彼の一生を美羽が奪ってしまうのと同じ。

「じゃあこうしよう。美羽が俺と一緒に生きていきたいと思えたときに着けてくれればいい。それまでしまっておいてくれ」

　翔とふたりで歩む人生を改めて提案され、心が惑う。

（私にそんな選択肢があってもいいの？　……ううん、ダメ。責任と愛情は別物だもん。これ以上後悔させたくない）

　とはいえ覚悟をもって指輪を用意してくれた彼に、この場ですぐには突き返せない。

　美羽はそっとふたを閉じ、自分のほうに引き寄せた。










答えはエンゲージリングとともに




　沖縄旅行から帰った一週間後――。

　美羽はお昼に百合香を誘って展望デッキにやって来た。日差しはだいぶ暖かくなったが、風はまだ冷たい。

　美羽がいつも座っているベンチに並んで腰を下ろす。前日のうちに百合香に【お昼に時間を取っていただけますか】とメッセージを送っておいたため、ふたり揃ってお弁当持参。そうは言っても、美羽は相変わらずゼリーだけれど。

　本当は旅行から帰った翌日には百合香と話したかったが、彼女の子どもが風邪をひいてしまい急きょ一週間の休みとなっていた。

「藤倉さん、冷えない？　大丈夫？」

「ありがとうございます。大丈夫です」

　風を通さない厚手のコートで防寒をしっかりしているから、手と顔以外はまったく寒さを感じない。背中にはカイロも背負っている。

「それで話って本郷さんと沖縄に行ったこと？」

「えっ、どうしてご存じなんですか!?」

　美羽が話す前に百合香から言われてしまった。ほかの航空会社を利用したのにどうして知っているのだろうか。

「本郷さん、操縦代わったでしょ？　マークパシフィック航空からうちの上層部に報告があったみたいでね」

「そう、だったんですね……」

　操縦を代わったとなれば、翔個人とのやり取りで終わらなくて当然かもしれない。

「藤倉さんも三日間お休みしてたから、そうなのかなと」

「ご報告もしないですみません」

「プライベートをどう過ごすかの報告義務はないから気にしないで」

　百合香が笑みを零す。

「だけど咄嗟に操縦を代わるなんて、さすが本郷さん。気象条件も悪かったそうね。一年目のコーパイだったから九死に一生を得たってマークパシフィックも言ってたそうよ」

「そうみたいですね」

「その一件で、国土交通省から各航空会社へ乗務員の体調管理を厳重にするように通達があったんだって」

　その機長が搭乗前から体調不良だったかどうかは美羽も知らないが、万一その場合は航空法に反する。

「ところで沖縄はどうだった？」

　お弁当箱を開き、箸を片手に百合香が美羽を見た。

「じつは妊娠してることを彼に知られてしまって」

「えっ、そうなの？」

「行きの飛行機で私が体調を崩して」

　経緯を簡単に話して聞かせる。

　翔が美羽の体調を最優先にしてくれたため、沖縄ではほぼホテルに缶詰め。外に出たのはプライベートビーチやプールサイドを散歩したときだけ。それ以外は部屋でゆっくり過ごしていた。

「本郷さんに知ってもらってよかったじゃない。いつまでも内緒になんてできないんだから」

　百合香があっけらかんと言う。彼女は最初から秘密にしておくのには反対だったからなおさらだ。

「そうなんですけど、これでまた責任が重くなっちゃったなって」

「藤倉さん、そう考えるのはもうよそうよ」

　百合香は箸を置き、美羽を真顔で見た。

「他人の想いを大切にするよりも、自分がどうしたいかが大事じゃないのかな」

「私が、どうしたいか？」

「そう。だって本郷さんが好きなんでしょう？　その彼がずっと一緒にいたいって言ってくれてるのに、どうして逃げちゃうの？」

　逃げているというひと言が、美羽の心に深く刺さる。まさにそうかもしれない。彼を縛りつけたくない一心で、自分の気持ちから目を背けて逃げているのはたしかだ。

「だいたい大人なんてみんな、なにかしら責任を負ってるものでしょう？　仕事に対する責任だとか、悟さんには私に対する夫としての責任や、子どもに対する父親の責任ってものがあって当然だし。それを負わせたくないっていうのは、ちょっと違う気がする。藤倉さんはもっと自分の想いを大切にしたほうがいいと思うな」

　責任を感じないのは土台無理な話だと百合香が言う。

　だとしたら、それも愛情の一部になるのだろうか。もしもそうなら、責任を負わせたくないと思うのは、相手に愛してほしくないと言うのと同じになる。

　翔はこれまでに何度も自分の想いを精いっぱい伝えてきてくれた。それなのに美羽は〝でも〟と否定するばかり。翔の気持ちを受け止めようともしなかった。

　妊娠を知ったときに彼が悲しそうな顔をしていたのは、美羽が黙っていたことに対する寂しさだったのかもしれない。

　沖縄から帰ってきてからのこの一週間も、翔はなによりも美羽の体を最優先にしてくれている。食欲のない美羽が食べられそうなものを作ってくれたり、掃除や洗濯まで率先してやってくれたり、まるで子どもに対するような過保護ぶりだ。

　なにかにつけて美羽を抱きしめて〝好きだ〟と囁き、必死に想いを伝えてくれている。これ以上なにを求めるというのか。

「兼平さん、ありがとうございます」

　手元にぼんやりと落としていた目線をぐっと上げる。

「あれ？　なんだか吹っ切れたような顔になったね」

「私、彼にきちんと自分の想いを伝えます」

　相手の気持ちを疑ってばかりいるのはもうおしまい。自分の心と素直に向き合っていく。

「この子のためにも、私がしっかりしなくちゃいけませんもんね」

「そうこなくちゃ。女性は母親になると一段と強くなるからね」

「みたいですね」

「守るべきものがあると一気にパワーアップしちゃう。けど藤倉さんはその前にまず、たっぷり愛されてからね」

　百合香の笑顔が弾はじけた。

　ふたりの目の前を飛行機が力強く飛び立っていく。

　翔は今日バンクーバーへ旅立ち、帰るのは四日後。そのときに思いきって好きだと伝えよう。翔と一緒に生きていきたいと。

　小さくなっていく飛行機を眺めながら、美羽は翔と会える日が待ち遠しくてたまらなかった。




　自宅マンションのダイニングでお決まりの朝食のゼリーを食べていたら、テーブルに置いていたスマートフォンが着信を知らせて鳴りはじめた。マサチューセッツにいる母、芳江からだ。

『美羽、変わりはない？』

「うん、元気だよ」

　まだつわりの真っ只中ではあるけれど、気持ちの整理がついたせいか一時ほどしんどくはない。

『翔さんは？』

「今日の午後、バンクーバーから帰る予定」

　もうとっくに向こうを飛び立ち、今頃は太平洋上だろう。

　電話の向こうから明らかに落胆する様子が伝わってくる。翔と話したくて電話をしてきたようだ。

『大晴の結婚式はフライトなんてことはないわよね？』

「ちゃんと休みを取ってるから心配しないで」

　よほど彼に会いたいらしい。

「なんか、娘の私に会うより楽しみにしてない？」

『あたり前じゃないのー。やっと娘婿に会えるんだから。素敵な青年なのはわかってるけど、早く直じかに会って話がしたいわ』

　翔の話になると声がウキウキと弾むのが丸わかりだ。会ったら何時間も拘束されるかもしれない。

「お母さんたちが帰国したら、話したいことがあるの」

　美羽の妊娠を知ったら両親はどんな反応をするだろう。初孫の誕生に歓喜するのは簡単に想像がつく。

『あら、なぁに？』

「帰国してから話すから」

『それは楽しみね。それじゃ、翔さんにもよろしく伝えてね』

　芳江との電話を切り、残っていたゼリーを平らげる。支度を済ませてマンションを出た。

　ここ数日、昼間の気温が急激に上がったせいで、左手にある公園の桜の木は早くも蕾つぼみを大きく膨らませている。

　まるで美羽の心とリンクしているよう。翔への想いが膨らみ、花開くときを待っている。

　このまま暖かい日が続いたら例年より早い開花になるだろうと、昨夜の天気予報で気象予報士が言っていた。

（早く翔さんに会って伝えたいな）

　美羽の左手の薬指には、彼からプレゼントされたリングが煌めく。

　彼には昨夜のうちにメッセージで【帰ったら伝えたいことがあります】と送ってあった。

　今にも蕾が開きそうな桜の木を左手に見ながら自然と笑顔になる。

　こんなふうに思えるのも百合香のおかげ。ウジウジ悩んでいたのが嘘のように心は晴れ渡っていた。




　電車を降りオフィスフロアへ向かう途中、人事の兼平の姿を見つけ、その隣に並ぶ。

「兼平マネジャー、おはようございます」

「あれっ、藤倉さんか。おはよう」

　珍しいものでも見るように目を丸くする。

　そういえば、こうして声を掛けるのは初めてかもしれない。いつもすれ違いざまに挨拶を交わしておしまいだ。

「百合香さんはご一緒じゃないんですか？」

「今日は午後だけの勤務だからね」

　言われて今日のシフトを思い出した。たしか午前中は保育園の用事があるのだとか。

「藤倉さんは、このまま本郷と別れるつもりなの？」

「えっ」

　唐突に振られて言葉に詰まる。兼平には離婚前提の契約結婚だと報告していたため、持ち出されてもおかしな話ではないが。

「本郷にはそのつもりはないみたいだけど。キミに相当惚れ込んでるみたいだしね」

「そうなん……ですか？」

「あれはマジだね。あんな本郷を初めて見た」

　なにか思い出したのか、兼平がクスッと笑う。

　好きだという想いはたしかに彼の言動から伝わってくるが、それが〝相当〟なのかは美羽にはわからない。過去に重ねてきた数々の恋愛とどう違うのだろう。

「突然ですが、兼平マネジャーは百合香さんに対して責任って感じますか？」

　百合香との会話がふと蘇り問いかける。

「もちろんだよ。百合香を幸せにしたい、守りたいっていうのは責任から来るものだからね。男にとっての愛は責任だよ。まぁこれは男と女の感覚の違いなのかな」

　美羽にとっての愛は、あくまでも愛情。翔を好きだという気持ち、愛おしいという気持ちだ。

「自分はこの女性を一生守れるか、この女性にそれだけの価値はあるのか、自分には守れる能力があるのか。つまり、愛情の最終判断は責任だ。少なくとも俺はそうだと思う」

「……愛は責任」

　ゆっくりと噛かみしめながら呟く。

　美羽には翔に愛される、責任を負わせるだけの価値があるから自信を持ってもいいと言われた気がした。

「だから藤倉さんは、責任を取らせてあげればいいんだよ。契約結婚なんてバカげた提案した本郷にね。アイツもそうしたいと願ってるんだから」

　翔に責任を取ってもらうこと。それが愛情の証だという。

　百合香に背中を押され、兼平には大きな自信をもらった。あとは翔の帰国を待つだけだ。

　ロッカールームの前での別れ際、兼平は「がんばって」と爽やかな笑みを浮かべた。




　バックオフィスに並んだパソコンの前に座り、各部からの情報を取集し運行上問題がないかの確認をするのが今の美羽の仕事である。

　その中には手伝いが必要な旅客の情報、天候状況や飛行機の遅延、機体の重量バランス、機内食の数など多様なものが記載されている。つい先ほどは、保安検査の締め切り時刻間際にカウンターに現れた旅客の搭乗可否の判断を行ったところだ。

　いつも通りに滞りなく進んでいた社内の空気が一変したのは、美羽がお昼休憩から戻ったときのことだった。

「バンクーバー発の便にエンジントラブルが発生したらしい」

　耳を疑う話し声が聞こえたため、席を立ちその輪の中に飛び込む。

「バンクーバー発の便って」

「３１５便。本郷さんが機長を務めてる便だよ」

　心臓を刃物でひと突きされたような感じだった。

「あ、あのっ、エンジントラブルって？　そんな大ごとじゃないですよね？　機体は大丈夫なんですよね？」

　その情報を持ってきた人間にすがりつく。心臓が早鐘を打ちはじめ、息もうまく吸えない。

「いや、大ごとだろう。右側のエンジンが止まったらしいから」

「嘘……」

　視界がぐらりと揺れ、近くのデスクに手を突いた。

　翔が搭乗している機体には二機のエンジンが搭載されている。その片方が停止した場合、当然ながら動力は半分になる。もちろんバランスだって崩れるだろう。それも太平洋のど真ん中。緊急着陸できる空港はない。

「で、でも完全に停止したわけじゃないから大丈夫ですよね？」

　なんとか望みを繋ぎたくて、必死にそれを探る。誰かに〝大丈夫だ〟と言ってほしかった。

　しかしそんな重大な結論をこの場にいる人間が出せるはずもなく、誰も彼も深刻な表情で唇を噛みしめるだけ。オフィス内は騒然とし、みるみるうちに緊迫感に包まれていく。

（翔さんの乗った飛行機が……）

　思いも寄らない事態に美羽の顔から血の気が引いた。

　もしかしたら翔ともう会えないかもしれない。素直な気持ちも伝えられないまま、さよならなのかもしれない。

　最悪の事態を想像して、とてつもない恐怖が美羽を襲う。

「藤倉さん、大丈夫？」

　呆然とする美羽に声を掛けてきたのは百合香だった。

「兼平さん、どうしよう、彼の乗った飛行機が……！」

「私も今聞いてびっくりして……」

　百合香も言葉少なげに深刻な表情を浮かべる。

　お願いだから、そんな顔はしないでほしい。まるで翔の命が危ういと言われているような気になる。

「大丈夫ですよね？　ねぇ兼平さん、飛行機は大丈夫ですよね？」

「本郷さんだもの……きっと大丈夫。藤倉さん、顔色がよくないからこっちに座って」

　取り乱す美羽の手を握り、近くの椅子に座らせる。百合香が背中をさすってくれるが、寒くもないのに全身の震えが止まらない。どうすることもできず、両腕で自分をかき抱く。

　オフィス内の一角にはたくさんの人が群がっていた。その先には飛行機の航行状況がリアルタイムで見られるモニターがある。

「百合香、大変な事態になったな」

　人事の兼平が慌ただしい様子でやって来た。美羽に気づき〝あっ〟といった顔をする。泣きそうになっている美羽を見て、なんともいえない表情をした。

「藤倉さん、心配いらないよ」

「本当ですか？」

　すがりつきたい気持ちをぐっと堪えるが、必死の形相になる。

「エンジンがひとつ停止しても、フライトコントローラーが構成してくれるから」

　フライトコントローラーとは、機体の姿勢や速度を制御するシステムである。それが作動すれば問題ないと兼平は言う。

「それにパイロットにも調整は可能で、その訓練は十分に受けている。補助の動力装置も備えているから絶対に帰還できる」

（フライトコントローラーがあれば大丈夫。……翔さんなら操れる）

　兼平の強い言葉が美羽の気持ちを落ち着かせていく。

「あの本郷だ。このくらいのトラブルで終わるような男じゃない」

　鼓舞するように美羽の肩をトンと叩いて、兼平も航行状況を見守るみんなの輪に加わる。

　到着予定時刻まで、あと三十分。乗員乗客ともにどうか無事で――。

（神様、お願い……）

　今の美羽にできるのは祈りを捧げることだけ。お腹に手をあて、子どもと一緒に強く念じる。

「藤倉さん、体に障るから少しここで休んでいたほうがいいと思う」

「でも仕事が」

「大丈夫、私に任せて」

　今の美羽の状態では冷静な判断ができず、このまま業務に就いたらほかのエラーを引き起こす要因になる。百合香はそれを見越して美羽とバトンタッチしたのだろう。

「すみません、よろしくお願いします」

　美羽はその言葉に甘えることにした。




　およそ二十分後、オフィス内に漂っていた空気が一段と張りつめた。翔たちの乗った飛行機が、いよいよ着陸態勢に入ったという。

　バックオフィスを出ていく人たちを美羽も追いかける。

　いつも静かな展望デッキには話を聞きつけた人たちが大勢詰めかけていた。マスコミの姿もあり、リポーターがマイクを片手に興奮気味にカメラの前に立っている。

　非常事態に備え、ターミナルビル前のエプロンには赤色灯をつけた消防車や救急隊の車が停まっている。すぐそこまで迫る春のうららかな陽気とは真逆の光景が広がっていた。

「あっ、見えたぞ！」

　誰かの声につられるようにして空を見上げる。

　一点の曇りもない青空の遥か彼方、太陽の光を浴びて小さくまたたいた白い光が徐々に大きくなり、機体の姿がはっきり捉えられた。

　こちらに向かって真っすぐ進む様子に異常は感じられない。わずかに左右に振れているようだが、たぶん正常範囲内だろう。

　大丈夫。そう自分に言い聞かせ、胸の前で手をぎゅっと握る。

　ここまで戻ってこられたのだから絶対に平気。

　見守るすべての人が無事にランディングできることを祈り、固かた唾ずを呑んで待った。

（翔さん、どうか無事に帰って……）

　いったんほかの航空機の離発着を止め、地上ではレスキュー隊がすぐに駆けつけられるよう出動態勢が取られている。

　機体はどんどん降下し、車輪が出たのが確認できた。

　ジェットエンジンの轟音がぐんぐん近づいてくる。機体が接地するまで、あともう少し。

（お願い！）

　緊張に震える胸の奥で強く祈ったそのとき、キュッとタイヤの軋きしむ音が響く。同時に美羽の心臓もドクンと跳ねた。

　バウンドしたり左右に揺れたりもせず、機体が滑走路に真っすぐ降り立つ。

　ランディングは無事に成功。徐々に速度が落ちていき、数十秒後、機体はゆっくりと停止した。

　瞬間、展望デッキで拍手が巻き起こる。

「バンクーバー発のオーシャンエアライン３１５便、ただ今無事に着陸いたしました！」

「乗員乗客ともに無事の模様です！」

　リポーターの声があちらこちらから響き渡る。

（よかった……）

　その様子を見ていた美羽は、その場で力が抜けてへなへなと座り込んだ。




　その後、上空で待機していたほかの旅客機や離陸を待っていた旅客機の誘導が終わり、管制塔は平穏を取り戻した。

　緊張の糸が解けたオフィス内は飛行機から乗客を無事に降ろしたあとも騒然としたまま。マスコミからの問い合わせへの対応や事後処理で大わらわだ。

　美羽も本来の業務に戻りパソコンに向かっていたが、背後のほうが輪をかけて騒がしくなる。振り返るとそこに、帰還した翔以下クルーたちの姿があった。

　反射的に椅子をガタンと鳴らして立ち上がったが、駆け寄りたい気持ちを必死に抑え、その場に留まる。

「皆様、大変お騒がせいたしました。乗員乗客、誰ひとり欠けることなく、怪我人も出ず、なんとか無事に帰還できました。ありがとうございます」

　翔の言葉にフロアじゅうから拍手が巻き起こった。

　彼の姿を見て初めて、本当に無事に帰ってこられたのだと実感して鼻の奥がツンとする。

「おかえり！」

「よくやった！」

　そんな声が方々から上がり、オフィス内が歓喜に揺れる。

　少し疲れた様子の翔だが、その顔はさらに精悍さが増して凛々しく、遠くからでも美羽をドキドキさせた。

　その彼とふと目が合い、心臓がトクンと跳ねる。〝おかえりなさい〟と口パクで告げたら、翔は微かに笑みを浮かべて頷いた。

　その日の夕刻、仕事を終えた美羽は、迷わず地下駐車場へ向かった。

　あのあとも翔とは話せず、事故に関する上層部との話し合いをしている彼はまだ社内に残っている。一刻も早く翔に会いたいため、彼の車のそばで待とうと決めたのだ。

　昼間は春のポカポカ陽気でも日が落ちれば途端に冷え込む。地下だから余計なのか、駐車場は冷たい空気に満ちていた。

　翔の車の後ろにあるポールに体をもたせ掛ける。

　会ったら、まずなにを言おう。どんな顔をしよう。

　お腹の赤ちゃんにも話しかけながらソワソワ待つ時間が、途方もなく長く感じられる。気持ちが固まると、早くそれを伝えたくて落ち着いていられない。

　そうして待つこと三十分、遠くから足音が近づいてきた。

　首を伸ばして、足音の主を探る。

（――翔さんだ！）

　わかった瞬間、車の後ろから飛び出して駆け寄る。翔が美羽に気づくより早く、彼に抱きついた。

「翔さん、おかえりなさい！」

「……美羽!?　なんでこんなところに？」

「翔さんに早く会いたかったから」

　素直な気持ちが早くも零れ落ちていく。

　いつだったか〝寂しかった〟と伝えたことはあったが、あのときのは意図せずポロリと零れた言葉。自分から進んで素直な言葉を口にするのは初めてで、言った本人の美羽も鼓動が速まっていく。

「バカ。こんなに体を冷たくして」

「会いたかったんです」

　頭にはそれしかなかった。

　会いたくて、顔を見たくて、こうして抱きしめてもらいたかった。

「……初めてだな、美羽がそんなことを言ってくれたの。めちゃくちゃうれしい」

　翔の腕が美羽を大きく包み込む。

「翔さんにもう会えなかったらどうしようって、ものすごく怖かった」

「俺を勝手に殺さないでくれ」

「だって、あんな事故が起きるなんて……」

　本当に生きた心地がしなかった。

「心配させて悪かった」

　翔の腕の力が強まる。それに応えるように美羽も翔をギュッと抱きしめ返した。

「本当なら乗客を第一に考えるべき場面なのに、美羽の元に帰らなきゃならないってことばかり考えてた。美羽の気持ちを聞かせてくれるんだろう？」

　美羽をそっと引きはがし顔を覗き込んだ翔に頷く。

「それじゃ聞かせて」

　囁くように言った翔の目の前に左手をかざした。

「……これを着けてきました」

　薬指には翔からもらったエンゲージリングが輝く。

「つまり？」

「翔さんが好きです。……大好きなんです」

　そう伝えた瞬間、唇が重なって離れる。

「俺も美羽が大好きだ」

　翔の腕が美羽を抱き寄せた。

　とても力強く、そしてホッとするぬくもりだった。

「でも、こんな場面を誰かに見られたら大変だな」

「……それでもいいです」

　美羽が翔を好きだという事実を、ふたりの結婚を、もう隠す必要もない。

「それならもう遠慮はしないぞ」

　美羽の腰を引き寄せた翔が、もう一度唇を塞ぐ。優しく食み、冷えた唇を翔の熱で溶かしていく。翔の体温に触れ、彼の存在を肌で感じた。

　もう二度と迷わない。自分の気持ちも翔の想いも、疑ったりはぐらかしたりしない。

　これから先の未来は、大好きな翔とお腹の子どもと三人で――。










エピローグ




　昼のピークタイムを過ぎた休憩室は、人もまばら。昨日のうちに一緒にお弁当を食べようと約束していた萌子とふたり、美羽は一番奥のテーブルに腰を落ち着けた。

「しっかし、美羽が本郷さんと結婚してたなんて未だに信じられないんだけど」

　社内で公表する前に萌子には知らせておこうと、翔に想いを伝えた翌日こっそり打ち明けていた。

　最初は『エイプリルフールはまだ先だよ？』とまったく信じなかった萌子だが、真顔の美羽を見て悲鳴を上げるほどの驚きぶりだった。

　先週末には兄、大晴の結婚式が開かれ、両親と翔の対面も果たした。式のあとに四人でとった食事の場で、美羽の妊娠も発表。両親は『今日はダブルでおめでたい日ね！』と大喜びだった。

　美羽はもちろん、翔と父の三人で飛行機談義に花が咲き、夜が更けていった。

　翔の母、有子に至っては、報告した直後から自宅マンションにちょくちょくベビー用品を届けるようになっている。そのうちに、そのプレゼントだけでひと部屋潰すだろう。

「社内の情報ならお任せ！の私が、一番近くにいる美羽の結婚を知らないなんてさ」

「本当にごめんね」

　唇を尖らせて不満をめいっぱい表す萌子に、美羽はただただ謝るほかにない。

「しかも妊娠五カ月ってどういうこと？って感じだよ」

「あっ、萌子、そこは内緒でお願いします」

　唇に人差し指をあて、大きい声の萌子を窘める。

　結婚は公にしたものの、妊娠はまだ内密。あと数週間もしたらさすがに制服がきつくなり、隠したままではいられないのはわかっているけれど。

　結婚していると初めて職場で報告したその日の午後には、空港内のほかの企業にも知れ渡ったという情報の速度。光や音と肩を並べてもおかしくないスピードだったのだから。

　空港中の女性が熱視線を浴びせる翔と結婚したのだ。妊娠まで明らかにするのは反応が怖い。

「でもまぁ美羽だから納得といえば納得か」

「それは持ち上げ過ぎでしょ」

　ほとんどの女性から〝え？　どうしてあの子？〟という目で見られている自覚はある。現に空港内を歩けば「あの子がそうだよ」というヒソヒソ声が聞こえてくるくらいだ。

　そういった状況を考えると、バックオフィスにいられるコントローラー業務に配置換えになってよかったとつくづく思うのだ。

「いやいや、美羽は気づいていないみたいだけど、今回の結婚でショックを受けてる男の人が結構いるんだから」

「まさかー」

　クスクス笑いながら萌子の腕を軽く叩く。

「ほんとだって。その最たる人物は桐谷くんなんだけどね。彼、しばらくしょんぼり落ち込んでたんだから」

　彼の場合は年上の女性に対する一時の憧れのようなものだろう。すぐにケロッと立ちなおるに違いない。

「で、体の調子はどうなの？　つわりは平気？」

「この頃少し軽くなってきたかな」

　食べ終えたお弁当箱をバッグに詰めながら答える。

　少しずつではあるけれど食べられるようになっている。今日は小さいおにぎりをひとつ完食できた。

「赤ちゃんの成長は？」

「たぶん順調だと思う」

　胎動でもあれば成長の証を感じられるのかもしれないが、今はまだエコーだけが頼みの綱。今日はこのあと仕事を早上がりし、オフの翔と病院で待ち合わせている。

「そっか。楽しみだね」

「うん」

　残り五カ月と少し。会える日が待ち遠しい。

「そういえば、この前の事故機の機内の様子が動画サイトに投稿されてるんだけど、美羽は知ってる？」

「え？　そんなのがあるの？」

　存在すら知らない。あのときのことを思い出すのが怖くて、美羽はニュース番組やワイドショーなどでその話題になるとテレビのチャンネルを切り替えている。

　萌子は「ちょっと待ってね、今、探すから」と言ってスマートフォンを取り出した。

「あ、でもあまり見たくないかも」

「ダメダメ、美羽は見たほうがいい」

「どうして？」

「どうしても。あ、あったあった。はい、どうぞ」

　無理やり持たされたスマートフォンには、早くも機内の映像が映し出されていた。

　エンジントラブルが発生する前だろうか、窓の外に向けられたカメラは白い雲と主翼を映している。しばらくそんな映像が流れた次の瞬間だった。ドン！という音とともにカメラがぶれ、『キャーッ』という悲鳴が上がる。

『今の爆発音、なんだ？』

『すごい揺れたんだけど!?　ってか、まだ小刻みに揺れてるよな!?』

『鳥でもぶつかったの？』

　乗客たちが狼狽する声をカメラのマイクが拾うと同時に、衝撃の影響か頭上から酸素マスクが下りてきたため、機内はさらに騒然となる。

『機長の本郷です』

　そんな中、翔のアナウンスが流れ、機内が一瞬で静まり返る。

『ただ今、大きく揺れました。原因を調査中ですので、そのまましばらくお待ちください』

　アナウンスがいったん切れると、機内は再び騒がしくなる。異常な空気を察知したのか、赤ちゃんの泣き声が聞こえてきた。

　映像を目にしているだけの美羽にさえ、差し迫った感じが伝わってくる。

　もしかしたら墜落するかもしれないという恐怖だろうか、乗客たちが徐々に言葉を失くしていく。撮影者も撮っている場合ではなくなったのか、映像が乱れたあと画面が暗くなる。マイクは飛行音だけを拾いはじめた。

　ピンと糸を張ったような緊張感に美羽まで鼓動が速まる。息を詰めてその音声に耳を集中させていると、再び翔のアナウンスが入った。

『調査の結果、右側のエンジンが損傷していることが判明しました。これより当機は左側のエンジンのみで飛行いたします』

　機内の乗客たちの間から悲鳴にも似た声が漏れ聞こえた。

　しかし翔は冷静な声で語りかけるように続ける。

『……私どもパイロットは非常事態にも対処できるよう常日頃から訓練しております。乗客の皆様も乗員も、誰ひとり欠けず無事に地上へお連れすることをお約束いたします』

　飛行音が轟とどろく機内は静まり返り、乗客全員が口をつぐむ。翔の冷静な語り口調に聞き入っているようだ。

『私事ですが、日本に愛する人がいます』

　ドキッとして、さらに耳を澄ませる。

（もしかして私のこと……？）

『昨日、その女性から伝えたいことがあるとメッセージが入りました。……おそらくプロポーズの返事です。なんとしても帰り、その返事を聞かなくてはなりません。私だけではなく、皆様を愛する人の元に返すのが私の使命です。絶対に皆様を安全に地上へお連れします』

　訓練しているとはいえ、翔自身もきっと恐怖と闘っていただろう。気丈に操縦桿を握りながら死も頭を過ったに違いない。

　そんな状況下で彼の生への執着になったのが自分だったのだと思い知り、胸の奥が熱くなる。事故の日、帰還した翔の姿を見られたときの感動が蘇ってきた。

「美羽、愛されてるね」

「うん……」

　萌子に「ありがとう」とスマートフォンを返す。

　翔に離婚前提の結婚を申し込まれたときには、こんなに幸せな日が来るとは思いもしなかった。予定通りに離婚して、以前の生活に戻ることになんの疑いも持たずに。

　もしもカウントダウンパーティーに一緒に行っていなかったら、キスをしていなかったら、今の美羽はどうなっていたのだろう。想いは交わらずに違う道を歩む未来になっていただろうか。

（……ううん、それはきっと違う）

　翔と本物の夫婦になったのは必然。不思議とそう強く思えた。

「いいなぁ、私も早く結婚したくなっちゃった」

「そういえばお見合いは？」

「じつは明日なの」

「そうなんだ！」

　照れくさそうにする萌子に「がんばって」とげきを飛ばす。

「なんか緊張しちゃう」

「えー？　萌子でも緊張するの？」

「私を鉄の女かなにかだと思ってるでしょ」

　不満そうに目を細めながら萌子に肘で小突かれ、美羽は笑って返した。




　仕事を早上がりし、病院へ到着した美羽は受付を済ませて待合室へ向かった。

　先に着いていた翔は異色の存在。女性ばかりの待合室で完全に浮いているが、本人はまったく気にする様子がない。ふたり掛けのソファにゆったり座り、ラックにあったマタニティの専門誌を熱心に読んでいた。

「翔さん、お待たせしました」

　声を掛けると、翔はすぐさま雑誌を閉じ隣のスペースを美羽に空けた。

「疲れてないか？　体調はどう？」

「大丈夫です」

　妊娠を知ってからというもの、いつもこんな調子だ。翔はいきなり心配性にでもなってしまったのか、なにかにつけて必要以上に美羽の体を気遣う。ちょっと過剰なのもしばしばだ。

　翔は隣に座った美羽の腰に手を回し、自分のほうにさりげなく引き寄せた。

「翔さんこそ昨夜帰ってきたばかりなのに付き合わせてごめんなさい」

　ハワイのフライトから帰ってきたのは昨夜の九時近く。時差もあるし調子を整えるのは大変だろう。

「俺たちの子どもなんだから当然。これからもフライトがないときには一緒に来るよ」

「ありがとうございます。でも疲れてるときは無理しなくても大丈夫ですからね」

「逆に癒しなんだけど？」

「癒し？」

　美羽の顔を覗き込んだ翔に聞き返す。

「美羽と一緒にいられるし、赤ちゃんの成長も見られるし」

　たしかにお腹の赤ちゃんの成長を感じられる貴重な時間。美羽もエコーを通して会うのが楽しみだし、健診が待ち遠しくてたまらない。

　心臓は止まっていないか、なにか異常はないか不安になるときもあるため、自宅にエコーの機械を置きたいくらいだ。

「それと今後はなるべく国内線に搭乗できるようにシフトを組むから」

「えっ、どうしてですか？」

「国際線じゃ何日も美羽をひとりにするじゃないか。国内線ならたいていその日のうちに帰ってこられる」

「私ならひとりでも大丈夫です」

　どちらかというと翔は国際線をメインにしている。飛行時間を効率的に稼げるため国内線より乗りたがるパイロットが多いと聞くから、無理して国内線に変更するのなら申し訳ない。

「美羽は俺に会えないほうがいいのか？」

「ち、違いますよ！」

　眉間に皺を寄せる翔に慌てて否定する。

　会えないほうがいいなんてありえない。気持ちを伝えてからは同じベッドに寝るようになったため、翔がいない夜は以前にも増して寂しさを感じるくらいだ。

「それならいいじゃないか。美羽はもっと俺に甘えろ」

「私、甘えていませんか？」

　妊娠を知って過保護になった翔にはいろいろと面倒をみてもらっている気がするけれど。

「全然。足りないくらいだ」

　翔はじとっと湿気のある視線を美羽に向けた。

「もっと俺を頼れ」

　これ以上、なにをどう頼ろうか。

　考えを巡らせた結果、ふたつも思いついたものがあった。

「それじゃ、早速甘えてもいいですか？」

　どうした？と翔が小首を傾げる。

「今夜は翔さんお手製の冷やしネバネバうどんが食べたいです」

　あれ以来、何度か作ってもらったそれは、つわり中に唯一がっつり食べられるメニューである。しかも、ものすごくおいしい。

「よし、任せておけ」

　自分の胸を軽く叩いて、翔が自信満々に頷く。

「それから」

「珍しい、まだあるのか」

　翔が目を丸くする。

「病院の帰りに翔さんと飛行機を見たい」

「飛行機？　じゃ美羽のお気に入りスポットに行こうか」

　それはほかでもなく空港の展望デッキだ。翔と初めて話したあの場所で、もう一度一緒に。

「はい」

「美羽はほんとに飛行機が好きだよな」

「でも一番は翔さんですから」

　耳元でさりげなく不意打ちで囁いたら、翔の耳が赤く染まった。

「あのな美羽、そういうことはふたりきりのときに言ってくれ。抱きしめられないしキスだってできないじゃないか」

　耳元で翔がぶつぶつ呟く。抱きしめられないと言いつつ、その腕はしっかりと美羽を引き寄せた。




　しばらくして診察室に案内され、美羽はすぐさまベッドに寝かされた。心待ちにしていたエコーだ。モニターに映し出された映像に翔が興味津々に見入る。

「こちらが頭で、こちらがお尻ですね」

　先生から説明をされ感慨深げに頷き、目をキラキラさせる。

「すごいな、美羽」

「ほんとに」

　当然ながら前回より成長している。肩のあたりのラインもはっきりとわかるし、時折もぞもぞと手を動かしているのも見える。

「先生、もう男か女かの区別はつくんですか？」

「十八週ですので早ければわかりますが、うーん……まだどちらとも言えないですね」

　先生がお腹の上にエコーの機械を滑らせつつ目を凝らしたが、判別には至らないらしい。

「そうなんですね。あ、いや、もちろんどちらでも大歓迎なんですけど」

「いろいろな準備があるでしょうから気になるご夫婦は多いですよ。このくらいの週数になると骨が丈夫になりはじめ、筋肉もついてきます。体の動きも増えますから、そろそろ胎動を感じられる頃かもしれませんね」

「美羽は感じる？」

　ベッドに横になりながら首を横に振る。もしかしたらというのはたまにあるが、残念ながらそれが胎動だという確証はつかめていない。

「そのうちに嫌でも感じるようになりますよ。痛いくらいに蹴る胎児もいますから」

「そうなんですか？」

　翔と顔を見合わせ、美羽が目を丸くする。

「ええ。楽しみに待っていてくださいね」

　ふふっと笑みを零す先生に「はい」と答えたのは翔のほうだった。




　夕暮れが迫る滑走路は青や赤のライトで彩られ、美しいイルミネーションのよう。翔と一緒に展望デッキにやって来た美羽は、お決まりの場所に立ち目を輝かせた。

「やっぱり綺麗だなー」

　紫色に染まりつつある空に向けて次々と飛び立つ飛行機は、言葉に表せないくらいに美しい。

「着陸するときにコックピットから見える空港の景色も格別だぞ。美羽もパイロットになればよかったのに」

「ここで翔さんと初めて話したときにも言いましたけど、私は飛行機を眺めるのが好きなんです」

　もちろん乗るのも好きだが、それは決して操縦ではない。コックピットから眺める景色が最高なものだと想像はつくが、あくまでも機体の姿が好きなのだ。

「そうだったな」

　翔はそのときのことでも思い出したのか、笑みを零しながら美羽を後ろから抱きしめるように立った。洋服越しに伝わるぬくもりが心地いい。

「あれからまだ一年も経たないのに、俺たちの間に子どもができるんだな」

「私も信じられないです」

　ふたりがここで初めて会話を交わしたのは九月だから、それから八カ月も経っていない。

　出会って結婚して妊娠してと、ものすごく濃い八カ月弱。これまでの美羽の人生の中でもダントツの波乱だろう。

「バンクーバー便の翔さんの機内アナウンス、うれしかった」

「機内アナウンス？」

「事故が起きたときの様子が動画サイトにアップされていたんです」

「あれが？」

　翔は目を丸くしたあと手で顔をくしゃりと撫でた。

　どことなく照れているような様子が愛しい。

『日本に愛する人がいます』と聞いたときの胸の高鳴りが蘇る。

「あのときは必死だったからね。美羽が待ってるのに、こんなところで終わってたまるかって」

「翔さんが無事に帰ってきてくれて本当によかった」

「美羽と子どもを遺していくような真似は絶対にしない」

　美羽を後ろから抱き込んだ翔の腕の力が強まる。

　続く未来は三人だからこそ紡いでいけるもの。

　巻かれた彼の腕を美羽もギュッと握り返した。

「あっ、今動いたかも」

「え!?」

　改めて愛をたしかめ合っていたのが通じたのか、不意に胎動を感じた。

　お腹が内側からピクンと震えたのはたしかだ。皮膚の痙けい攣れんではなく勘違いでもない。これまでとは明らかに異なる感覚だ。

　翔が急いでお腹に手をあてるが、大人しくなってしまった。

「……逃したか」

　かなり残念そうだ。

「もう一回動いてくれないかな」

　美羽よりずっと楽しみにしている翔にも胎動を感じてもらいたい。

　ふたりで息をひそめてお腹に手を添える。ところが全神経を集中させて待っても、しんと静まったまま動く気配がない。

「ダメか」

　翔が落胆の色を滲ませる。一心同体といえる母親の美羽ならチャンスはいくらでもあるが、父親はそうもいかない。

「でもこれからはどんどん動くようになるでしょうから。きっと翔さんにも感じてもらえるときが来ます」

「それにしても飛行機を前にして興奮するなんて、さすが俺たちの子どもだな」

「たしかにそうですね」

　顔を見合わせて笑う。

　男の子か女の子かわからないが、飛行機好きになる確率はとても高い。ふたりの遺伝子はもちろん、すでに揃えつつあるベビー関連の小物は飛行機のモチーフを使ったものばかりだから。

「男の子だったら翔さんみたいにパイロットかな」

　きっと翔の血を受け継いで優秀な機長になれるだろう。

「それじゃ女の子だったらグランドスタッフか」

「ＣＡも素敵ですね。あ、私がなれなかった整備士もありです」

「美羽は整備士志望だったのか？」

「不器用過ぎて断念したんですけどね」

　夢を語らうふたりの話は留まるところを知らない。

「なんにしても、美羽も子どもも責任をもって一生守っていくから」

　責任は愛があるからこそ。そう思えるようになったのは翔と出会ったおかげだ。

「愛してるよ、美羽」

「私も」

　肩越しに振り向き、唇が重なる。

　ライトを灯した飛行機が美羽たちの頭上を悠然と通過していった。




　それから月日は経ち――。

　九月二十五日の夕刻、予定日を二日ほど過ぎ、美羽は無事に二八〇〇グラムの男の子を出産した。
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番外編～プラトニックラブ




　九月末に生まれたふたりの子どもは空そ良らと名づけられ、生後三カ月を迎えた。

　母乳もミルクもよく飲むため、この頃は特にほっぺたがふっくらとして、体つきが丸々としてきたように思える。あやすとにっこり笑って応えてくれたり、手足をばたつかせたりしてかわいらしさが一段と増してきた。

　出産後の二カ月間は美羽の母親がマサチューセッツから手伝いに駆けつけてくれていたが、それ以降は翔とふたり。最初はどうなることかと不安があったものの、彼も育児に積極的に関わってくれるためとても助かっている。

　大晦日もいよいよ大詰め。間もなく新しい年がやって来る。

「ふぇっ」

　寝室の一角に置いたベビーベッドで眠っていた空良が不意に泣き声を上げた。耳ざとく気づき、真っ先に駆けつけたのは翔のほうだ。

「空良、どうした？　お腹が空いたか？」

　すぐさま抱き上げ、あやしはじめる。最初はおっかなびっくりだった抱っこも、すっかり板についた。

「空良は年が明けるのがわかるみたいだな」

　ミルクを作って寝室に向かった美羽に翔が感心する。

「どうして？」

「このところは、寝る前にミルクを飲んだら朝までぐっすりだったのに」

「ほんとですね」

　隣に腰を下ろし、美羽も頬を綻ばせる。

　言われてみれば翔の言う通り。午前〇時直前に目を開けるなんて、まるで除夜の鐘を聞こうとしているみたいだ。

　美羽が哺乳瓶を渡すと、翔は自分たちのベッドに腰を下ろして空良の口元に持っていった。ミルクをもらえるのを予感して、横抱きにするだけで口をパクパクさせる仕草がたまらない。

　空良は哺乳瓶を咥くわえ、一心に吸いはじめた。

「お前、かわいいなぁ」

「ほんとにかわいい」

　両手を顔の横でグーにして宙の一点を見つめる。大きな目もぷっくりした頬も、すべてが愛おしい。まだ小さな体なのに、その存在の大きさはほかとは比べ物にならないくらいだ。

　翔と夢中になって空良がミルクを飲む姿を眺めていたら、リビングでつけっぱなしになっていたテレビから除夜の鐘が聞こえてきた。

　余韻の残る厳かな音色が神聖な気持ちにさせる。

　ちょうど一年前の今日、このタイミングで翔と交わしたキスですべてが変わった。画面がガラッと切り替わるように、翔との世界がいきなり色づきはじめたと言える。

「美羽」

　呼ばれて顔を上げた途端、唇が触れ合った。戸惑いしかなかった一年前とは違う。とても幸せで、ものすごくあたたかい。

　家族三人で迎える新たな年がはじまった。

「あけましておめでとう」

「おめでとう、翔さん。それから、大好き」

　そう言わずにはいられなかった。

「俺も美羽が大好きだ」

　見つめ合う瞳に微かに熱が宿るのを感じ、心臓が小さく跳ねる。

「美羽、一年前と同じセリフを言わせてくれ」

「……同じセリフ？」

　もしかして、という甘い予感が駆け抜ける。間近で絡んだ翔の眼差しが、その意味を雄弁に語っていた。

「美羽、キミを抱きたい」

　囁くように放たれた言葉が美羽の胸を甘く、優しく突く。

　この一年、翔とはキス止まり。あの一夜以降、体を重ねることはなかった。妊娠中は医師に止められたわけではないが、翔は美羽の体を気遣って遠慮していたのだ。

「嫌だとは言わせない」

　美羽にもそのつもりはないが、照れが先行して気持ちと裏腹になる。

「空良にミルクをあげながら言うセリフじゃ……」

「空良ならもう眠ってる」

　翔に言われて目線を落としたら、空良はミルクを飲み終わる前に寝入っていた。スースーという安らかな寝息も聞こえる。

　翔は空良を抱っこしたまま立ち上がり、ベビーベッドに寝かせた。

「おいで、美羽」

　ベッドの隅にちょこんと座っていた美羽の手を引き寄せ、中央にそっと横たえる。両手を優しく拘束され、翔に組み伏せられた。美羽を見つめる視線が熱い。

「一年間プラトニックを貫いた俺を褒めてくれ」

　キスはしていたから完全なプラトニックとは言えないかもしれない。でも夫婦になって一年以上経つのに、体を重ねたのが一夜だけというのはプラトニックと言ってもいいだろう。

「でも私も翔さんと、その……」

「シたかった？」

　ストレートに聞かれて顔がカーッと熱くなる。

「まいったな。空良はもちろんかわいいけど、美羽のかわいさは破壊力が半端ない」

「空良には敵いませんから」

　赤ちゃんに勝るものはない。

「いや、ほんとにやばいレベル。ダメだ、今夜はなかなか離してやれそうにない」

　それなら……。

「ずっと離さないでください」

「お望み通りに」

　囁いた直後、翔は自分のパジャマを一気に脱ぎ捨てた。

「一年後にはもうひとり、家族が増えているかもしれないな」

「もうひとり？」

「俺たち、たった一夜で空良ができるくらい相性がいいから。今夜もまた愛の結晶を授かるかもしれない」

「そうかもしれませんね」

　たしかにその確率はとても高い。

　ふふふと笑った美羽に翔が軽いキスを落とす。

「でも、ちょっと待てよ。また美羽を抱けなくなるのか？」

「完全にＮＧではないと思うんですけど……」

　初期の頃は無理だとしても、後期に入ればたしか平気だったはず。

「そうか。それじゃ、その場合は美羽といろいろ研究して楽しむのもアリだな」

「研究って」

　いったいどんなことをするというのだろう。

　クスクス笑う美羽の口元にそっと人差し指を添え、翔は不意にしっとりとした眼差しで見つめた。

「冗談は終わり。俺がどれほど美羽を抱きたかったか、今夜は嫌というほど思い知らせてやる」

　そう言った翔は、美羽の唇を奪うように口づけた。

　幸せで彩られた夜が更けていく。ふたりではなく三人の未来を乗せて。
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あとがき




　こんにちは。紅カオルです。この度はたくさん並ぶ書籍の中から本作をお手に取ってくださり、誠にありがとうございます。

　パイロットを題材に書くのは二作目、懐妊ものも二作目ですが、いかがだったでしょうか。




　高校時代の英語の教師は、元グランドスタッフという異色？の経歴の持ち主でした。発音はネイティブ並み、凛とした立ち居振る舞いに漠然と憧れたものです。

　ですが、本作を書くにあたって読み漁った資料でその過酷さを知り、華やかで美しいだけの仕事ではないのだと知りました。

　どんな職種でも見た目だけでは計り知れない大変さがあるものですね。

　とはいえ、パイロットやグランドスタッフと聞けば〝カッコいい！〟が真っ先に頭に思い浮かびます。どう書いたらそれを表現できるのか四苦八苦しつつ、自分もそれに成りきって楽しみました。

　いつかまた書く機会がありましたら、よりパワーアップしたものをお届けできたらいいなと思います。




　最後になりますが、今回もたくさんの方にご尽力いただき、本作を書籍として世に送りだしていただきました。編集の福島さん、須藤さん、躍動感のある美しいカバーを描いてくださったユカ先生、そのほか販売に携わってくださった皆様、本当にありがとうございました。もちろん、いつも応援してくださっている読者様の存在がなければ私の仕事は成り立ちません。

　書き続けられる幸せを噛みしめつつ、またこのような機会を通して皆様にお会いできればいいなと思います。

　本当にありがとうございました。




紅くれないカオル
















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。
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